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はじめに――白書の構成

　『学生アルバイト白書（以下、白書）』は今年で７冊目になります。
　今年の『白書』の構成は以下のとおりです。

　　第１章　聞き取り調査にみる、学生アルバイト
　　第２章　アンケート調査にみる、学生アルバイトと学生生活
　　第３章　資料調査にみる、学生アルバイト
　　第４章　「労働基準法」「アルバイト」で短歌を詠む
　　資料　　アンケート調査の調査票と調査結果一覧表

　　※ウェブサイトでの公開版では、一部を割愛しています。

　第１章は聞き取り事例です。毎年の講義（労働経済論）でグループ課題として受講生
に行わせている、アルバイトに関する聞き取り調査の結果を中心にまとめました。仕事
に関する聞き取りの練習を兼ねているので、聞き取りの対象は、問題のあるアルバイト
にとくに限定してはいません。
　第２章では、北海学園生を対象に行った、アルバイトと学生生活に関するアンケート
調査の結果をまとめました。
　ところで、働く上では労働（雇用）契約書や就業規則に慣れ親しむことが大事です。
そこでこれらを読み込んで解説を加えてみました。それが第３章です。学生がどんな契
約の下で働いているかをあらためて知る機会になりました。
　第４章は、今年で３年目となる人文学部の田中綾先生とのコラボ企画です。田中先生
の講義受講生が労働基準法の条文やアルバイトを歌に詠みました。

　なお、例年、労働問題（アルバイト問題を含む）の解決主体である労働組合関係者か
ら、組合の取り組みや経験などを聞き取って『白書』に収録してきましたが、『白書』
の分量が増大してきたことから、今年からは、別冊にまとめることにしました。『学校
で労働法・労働組合を学ぶ』と題して2017年11月にすでに発行しています。こちらも
あわせてご笑覧ください。
　学生アルバイトをめぐる問題が社会にひろく認識され、教育機関を中心とした関係者・
関係機関の取り組みがさらに進むことを祈念します。

� 川村雅則（北海学園大学・教授）
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第１章　聞き取り調査にみる、学生アルバイト

◆事例１�
　１部／経済学部／４年生／男性�

　私は大学２年の６月にタウンワークの
Ｗｅｂサイトで見つけた喫茶店で働いて
います。最初はオーダー運び、注文、レ
ジ打ち、食器洗いといったホール業務を
やっていて、３年の冬ごろから料理を作
るキッチン業務のほうも行うようにな
り、最近ではコーヒーを落とすなどドリ
ンクを作るカウンター業務も行うように
なりました。また、閉店までのシフトの
時はラスト作業と呼ばれる店内の掃除、
レジの精算、食材や用品の補充なども行
います。
　勤務シフトは、社員の人に出られない
日を伝えてそれ以外の日の中からバラン
スを見て出勤になります。勤務はだいた
い週に4, ５回ほどで、勤務時間は、平日
学校が終わった後に行く場合は４時間ほ
ど、土日祝日など休みの日には８時間働
いています。残業は、お店が21時閉店
で21時半までラスト作業ということに
なっているのですが、残ってと社員の人
に言われた時は給料が発生しますが、忙
しくて21時半までにラスト作業が終わ

らなくて超えた分はサービス残業になり
ます。
　賃金は時給800円で働いていて、交通
費は家から学校までの定期券の区間に勤
務地があるので学校の長期休暇の時のみ
１日上限500円で支給されます。
　契約は、半年ごとに契約書にサインし
ます。
　仕事は楽しく、人間関係も良いです。
仕事の後一緒に飲みに行ったりプライベ
ートでも仲が良く、社員とアルバイトの
関係も対等です。でも一方で不満もあり
ます。
　まず、お店の場所が大通り公園の近く
で、イベントなどがあるとお店がとても
混んで終業時間までにどうやっても終わ
らず、遅い時で１時間半もサービス残業
をしたこともありました。また給与の計
算が15分刻みで筆記で管理しているの
で、出勤時間より早く出勤したり、上が
る時間なのにお客さんの対応などしてい
て上がれない時の給料も出ません。
　ほかにも、学生アルバイトが多く、テ
スト期間になると休みの希望を出すので
すが、人が足りないと言われ、学生同士
で相談して結局みんなで分担してテスト

　本章には、聞き取り調査で集めたアルバイト事例を掲載しました。
○�事例１～ 22は、川村の担当する講義（2017年度労働経済論Ⅰ）で提出された課
題（およそ200事例）の中から、聞き取りが上手に行われているものなどを中心
に選んだものです。下線は川村によります。
○�事例23 ～ 25は、ゼミで集めたものです。ゼミでは、聞き取りを日常的に行わせ
ています。長時間労働などがひどい事例を３件選びました。
○�事例26,27。次章のアンケート調査結果でも明らかなのですが、昼に働き夜に学
ぶというパターンが基本である２部生の場合には、アルバイト時間が長くなる傾
向にあります。彼ら２部生の生活スタイルを理解する上での参考資料として、２
人の学生から聞き取りを行い、その結果をまとめました（２人とも、経済的な困
窮度は必ずしも高くありません）。
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期間も出勤しました。

◆事例２�
　１部／経済学部／３年生／男性�

　某弁当屋で１年２カ月ほど働いていま
す。主な勤務内容は、始めて半年ほどは
接客のみでしたが、仕事に慣れてくると
盛り付けと調理なども担当するようにな
りました。
　シフトに関しては、前月の20日まで
に希望を出し、月の初めに１カ月分のシ
フトを出されるという形でした。始める
時の契約では週３回ほどという契約でし
たが、今では週５回程度で、長期休暇に
なると週６回は働いていました。勤務時
間は、５～６時間程度で、18時から閉
店の23時半までで、そこから閉店作業
を行い帰るのは24時過ぎというのが１
番多かったです。忙しい日には、24時
から閉店作業に入り、そういう日は24
時半過ぎじゃないと帰れませんでした。
　給与形態は、時給制で基本850円、深
夜になると988円です。交通費は、自分
は家が近かったため支給されませんでし
たが、遠い人は支給されていました。こ
れらは説明どおりでした。
　お店は忙しく、クレームも比較的多く、
それの対応が大変でした。お客様から連
絡があり、こちらの不手際だったら作り
直してお客様の家まで持って行かなけれ
ばなりません。忙しい時だったら人数が
減るので非常に厳しいです。店長がお店
に居る時だったら作り直すべきかどうか
判断してもらえるのですが、居ない時だ
と基本的には自分達アルバイト、パート
だけで判断しなければならず、事後報告
で怒られる事もありました。
　しかし人間関係については自分と近い
年の人も居て、年配の方は、分からない
事を聞いた時は皆さん優しく教えてくだ
さり、ミスをした時にもフォローをして

くれ、怒られる事はあまりなかったので、
非常に働きやすい環境です。
　働いているうえでの不満はあまりない
のですが、従業員が少なく週４～５回は
働かなくてはならない事です。働き始め
て初めてのテスト前はあまり休みを貰え
ず芳しくない結果だったので、テストの
直後に、テスト前は休みをもらえなきゃ
厳しい事を直接店長に伝え、次からのテ
スト直前は休みをもらえるようになりま
した。後は、他店へ応援で行く事もあっ
たのですが、そういった日は、14時く
らいから閉店まで働く事もあるので、休
憩が多く欲しいです。

◆事例３�
　１部／経済学部／４年生／男性�

　僕は以前、宅配寿司屋のバイトをして
いました。仕事内容は店舗内での調理、
皿洗いなどです。バイトを始めたきっか
けは友人からの紹介です。バイトの面接
の際に契約内容などを口頭で説明されま
したが、契約書は所持していません。
　時給は初め最低賃金でその後は年に一
回能力に応じて昇給していくというもの
でした。交通費が家からバイト先までの
距離と出勤回数で比例するようになって
おり、最大で月4000円でした。
　シフトは、月の20日前後に希望を取
られ、自分が入りたいと思う日を希望す
ればだいたい希望が通るというもので、
勤務時間も営業時間の10時から22時の
間で構成されている勤務時間を選ぶとい
うものでした。残業は一分単位で発生す
るようになっていました。
　基本店舗内には３人から４人常にいる
状態でした。職場の雰囲気は悪くなく、
人間関係も良好なため働きやすい職場で
した。
　基本接客が電話だけなので、店舗内で
は大学生や社員さんと雑談しながら働き
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楽しかったですが、週末や忙しい日には
何時間もお寿司を握り続けるというのが
辛かったです。
　僕は承知の上で働いていたのですが、
年末年始は特殊なシフトに切り替わり、
一日10時間以上働くという日が連続し
ました。バイト仲間の中には、23時に
出勤し翌日の22時までという23時間シ
フトをこなす者もいました。
　それ以外で僕が不満に思ったのが、仕
組みが新しくなるからと終業時間後に全
員集められたことがあり、その日のバイ
トをしていた者は残業代が発生していた
のにもかかわらず、終業時間後に来た者
には賃金が発生しなくて、強い不満を感
じました。
　それでもいいバイト先だとは思うの
で、年末年始を除けば友人などにもお勧
めできる環境でした。

◆事例４�
　１部／経済学部／２年生／男性�

　友達に誘われて塾のバイトを始めた。
時給は1020円（24回の授業までは研修
としてマイナス200円）、交通費、１日
のコマ数での手当（１日１コマ300円、
２コマ500円、３コマ800円）。シフトは
週３～４日だったが、塾長およびバイト
が何人か辞め、2017年度は週５～６日
になっている。シフトの希望は、前の週
の土曜日から日曜日に希望を LINE で聞
かれ、答える形式。
　契約書はある程度把握し、家に保管し
ている。研修が少なく、実際に生徒に教
えて覚えていくやり方なので、ほぼ何も
分からない状態で生徒に教えたときはと
ても申し訳ない気持ちになった。
　実際に働き、賃金面についての問題は
なかったが、授業の前の準備として、１
時間～ 40分前には着くというルールが
ある中で、30分前から賃金が発生する

形式であり、帰りも、賃金発生時間が終
わってから講師ミーティングが始まり、
なかなか帰れない。また、受験が近づく
と、生徒は夜遅くまで残って自習し、勉
強を教えてほしいと言ってくることが多
いので一緒に勉強してあげる。生徒のた
めなので喜んで頑張るが、もちろん賃金
は出ないので、次の日の講義が朝早い時
は「早く帰りてー」と思うときもあった。
　塾長が辞め、塾長がいない状態でやっ
ている。経験のあるバイトの先輩も全員
辞めてしまったので、当時まだバイトを
し始めて半年だった私が代わりとしてや
っている。新しい塾長はまだ決まってお
らず、三者面談や特別なことがない限り、
偉い社員さんは来ない状態。なので電話
対応、生徒の塾に来る日の振り替えを決
める、生徒が帰った後最後一人残って掃
除する、等といったことを一人でするの
で疲れる。塾長の代わりを務めることで
発生する代行手当というものがあるが、
自分が言うまでもらえなかったので、ち
くしょーと思った。
　授業は楽しく、生徒とのコミュニケー
ションでこちら側もたくさんのことを学
べるので、良い職場だなと思っている。
他の塾と比べアットホーム感があり、子
どもが好きな人ならこのバイトは合うと
思う。

◆事例５�
　１部／経済学部／３年生／女性�

　大学２年生の４月から、洋食やイタリ
アンを出している飲食店で働いている。
仕事内容は、オーダー取りや料理運び、
ドリンク作り、レジ、片付け、掃除等。
シフトは週に３～４日で勤務時間は大体
５時間。残業も今までしたことがなく、
休み希望は必ず通るし、帰りも送ってく
れたりするので、他のバイトと比べると
割といいバイトだと思っている。
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　従業員は飲食店としてもお客さんの数
からしても少ない方だと思うので、正直
大変な部分がある。しかし、みんなフレ
ンドリーでとても楽しくやっているし、
みんなの予定が合えば飲み会をしたりし
て、少ないからこそ親密な関係を築けて
いると思う。
　しかし、不満に思っていることもいく
つかある。まず、給料が給料日よりも遅
く支払われることが多いということ。給
料は毎月15日で現金で直接渡される。
学生バイトは私の他に１人いるが、私と
同様に、支払われるのが遅いことが多い。
だが、学生ではなく、この仕事で生計を
立てている人達はきちんと給料日に支払
われている。結果的に給料はもらえるし
多少遅くなっても問題は無いが、給料日
に給料をもらえたことがあまりないの
で、お店大丈夫なのかな、と不安に思う
ことがある。
　店長とシェフという夫婦で経営をして
いる。基本的に仲がいいので仕事はやり
やすいが、けんかをしてしまうと機嫌が
悪くなり空気も悪くなってしまう。お客
様には伝わってないので迷惑はかけてい
ないと思うが、一緒に働いている側から
するととても働きにくい。
　不満な部分はいくつかあるが、今のと
ころ良いお客さんばかりだし、そこそこ
大変な仕事ではあるけれどその分達成感
もあるし、特に従業員同士仲が良いので
楽しく仕事ができている。

◆事例６�
　１部／経済学部／２年生／男性�

　私は昨年の夏から年末にかけて半年間
コンビニでアルバイトをしていました。
インターネットで見つけて、自宅から近
かったという理由で決めました。契約書
は持っておらず、内容は覚えていません。
　主な仕事内容はレジですが、商品の陳

列や品出しから、簡単な調理、店内の清
掃、ゴミ捨てまでコンビニ業務全般をし
ていました。入った当初はレジがほとん
どでしたが、勤務を重ねるにつれて、業
務の種類が増えていきました。
　私は週に３日～４日、１日に５時間の
勤務をしていて、残業はなかったです。
固定シフト制で出勤日が決められている
ので、急な休み希望は通りませんでした。
　賃金は研修期間が終わってからも最低
賃金で、支給形態は銀行振込。職場が私
の家から近かったので交通費の支給はあ
りませんでした。
　勤務の時間帯は大学の授業との関係も
あって、12時～ 17時と17時～ 22時がほ
とんどで、基本的には２人体制で仕事を
していました。昼間の時間帯になると昼
食を買うお客さんでレジが混んで業務が
追い付かず、ミスをすることもあったの
ですが、先輩方がカバーしてくれたので
安心して働くことができました。一緒に
なる人はだいたいアルバイトの方で、勤
務の時間帯によってはパートの方と一緒
になることもあったのですが、わからな
いところがあればみんな優しく教えてく
れて、仲も良かったので職場の雰囲気と
してはとても良かったと思います。
　しかし、店長がいる前でミスをすると
お客さんがいるときに怒鳴られたり、レ
ジを交代させられたりしたのでそれはか
なり辛かったです。私は入った当初から、
深夜帯の勤務を希望していたのですが、
辞めるまで入れてもらえなかったのでそ
こは不満でした。また、シフトの急な変
更などで「今日入ってくれないか」とい
う連絡が頻繁にきてなかなか断れずに行
くことも多々あって大変でした。

◆事例７�
　１部／経済学部／４年生／男性�

　私は現在、コンビニでアルバイトをし
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ています。人が足りないから働かないか
と友達から声をかけられたのがきっかけ
です。
　面接の内容としては簡潔で、今までの
バイト経験、週何日出勤できるかといっ
た内容でした。そのとき交通費が出ない
ことと時給が最低賃金だということを口
頭で説明されました。その後、その場で
契約書を書きました。控えももらったの
で、法律をきちんと順守しているアルバ
イト先で働きやすそうだなと感じました。
　しかし、実際に働いてみてしばらくす
ると「これはおかしいのではないか？」
と思うことが出てくるようになりまし
た。まず、残業についてです。勤務時間
が基本的に17時から22時の５時間のシ
フト制で出退勤はパソコンの打刻表で打
刻し、勤怠管理をする仕組みになってい
るのですが、17時以前の勤務時間はき
ちんと明細に記載されているのに、22
時以降、深夜割増に含まれる時間帯の勤
務時間が打刻通りに明細に記載されてお
らず、その時間の給料も出ていないこと
に気づきました。
　僕が働いていた時間帯は、店で発注し
た品物が店に届くのでそれを店頭に並
べ、整理する納品という作業があります。
日によって納品の量が異なるのでまれに
時間内に終わらず、22時以降にも作業
を続けることがあります。22時から夜
勤の人が来るのですが、手伝ってくれる
わけでもないので、残業して作業を終わ
らせることになります。先輩は22時に
まず打刻表に退勤の打刻をしてから作業
を続けるのですが、それはおかしいので
はないかと僕は普通に作業が終わった時
間に退勤の打刻をするのですが、明細を
見るとそれがきちんと記載されていませ
ん。残業といっても数分だし抗議をして
居心地が悪くなるのも嫌だなと思い現状
のまま働いています。
　また、急な出勤要請についても問題に

感じています。シフトは２週間ごとの希
望をその期間の１週間ほど前に提出して
作られています。基本的に、休みたい日
は休めるし希望通りのシフト表にはなる
のですが、シフト作成後に急な出勤の対
応に追われることが多いです。内容も、
誰かが風邪で出れなくなった代わりとか
ではなく、代わってほしい日の２～３日
前くらいにオーナーが休みたいから代わ
ってほしいと言ってくるような内容です。
　用事や授業などで代われない日は断る
のですが、結局僕が断っても代わりの誰
かが出なきゃいけないので、代われる日
には代わって急な出勤になることがあり
ます。元からあった出勤ではなく急に出
てきたものなのでいつものバイトよりも
疲れてしまいます。
　法律に違反しているのかどうか、また
違反しているとしたらどのような法律に
違反しているのかということはわかりま
せんが、これらの点が不満です。バイト
先での人間関係は良好で居心地自体はい
いのでなんとか人間関係を崩さずに不満
を解消できないかと考えています。

◆事例８�
　１部／経済学部／２年生／男性�

　僕はコンビニでアルバイトをしていま
す。友人の紹介で働くことになりました。
まだ始めて三か月ほどです。主な仕事内
容はレジや揚げ物の作成、商品の陳列な
どです。
　勤務日数は週４～５日、時間は３～５
時間で、時間帯は早朝と夕方の勤務がほ
とんどです。店舗は４店舗回っており、
朝は近所のコンビニで、夕方は社員の方
に送ってもらい（帰りも同様）、少し遠
いところのコンビニで働いています。残
業代はおそらく出ます。おそらくと言う
のは明細書を受け取っておらず（店長に
言えばもらえるようです）、細かい金額
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を把握できないからです。自分で毎回バ
イト代を計算しており、その計算よりも
やや高い給料だったので、おそらく残業
代は出ていると考えています。
　残業は夕方はほとんどないですが、朝
はやや多く、およそ一時間くらい残って
います。しかし、残らされるというより、
残ったほうが良さそうと言う感覚なの
で、学校や用事があるときは普通に帰っ
ても問題ありません。また、契約書はも
らっておらず、契約内容は把握していま
せん。勤務シフトは２週間前にお休みを
店長に伝え、その週が始まる２日前（土
曜日）にシフトが伝えられます。
　賃金は朝が870円で夕方は786円とな
っており、15日締めで月末に銀行に振
り込まれる形になっています。仕事のミ
スで賃金を差し引かれることはありませ
ん。昇給はあると聞いていますが、１年
から２年働いている友人は昇給したこと
がないそうです。
　人員体制は２～３人で、３人の時は比
較的楽なのですが、２人の時はきついで
す。特に社員の人と勤務する時は商品の
発注や別の仕事を優先させてあげなけれ
ばならないため、ほとんど１人で働くこ
とになります。職場の人たちは厳しい人
こそいますが、理不尽に怒ったり命令す
る人はいません。人の好さとしては働き
やすいですが、コンビニの忙しさでいう
と働きにくいところがあります。
　僕が働いているコンビニは他地区のコ
ンビニと比較して客数や売り上げ数がず
いぶん多いみたいで、曜日や時間帯によ
って、１時間レジから全く離れられない
こともあります。そのせいで、商品の陳
列が一向に進まなかったり、揚げ物の作
成が全くできなくなります（２人体制だ
と特に顕著）。その結果きついと感じて
しまうのが現状です。
　一番不満に思うのはシフトについてで
す。元々週３日の勤務を希望したのです

が、アルバイトを始めた時から週４～５
日で勤務することになり（バイトを始め
た時は春休みだったのでそれほど問題は
なかった）、サークル活動に少し支障が
出てしまいました。最近は、急に勤務を
頼まれたり、勤務時間を増やされたり（前
日に頼まれたり、８、９時間勤務を頼ま
れる）、だんだんコンビニ側も自分が断
らないことをいいことに遠慮がなくなっ
てきている感じがあります。最初は断れ
ませんでしたが、先日ようやく断ること
ができましたし、断ればコンビニ側も引
き下がってくれるため、まだいいほうだ
とは思っています。この問題は間違いな
く人手不足に原因があり、人手不足の解
消をしてほしいと強く思っています。

◆事例９�
　１部／経済学部／２年生／女性�

　私は、〔厳しい働かせ方がかつて社会
的に問題になった〕某飲食店でアルバイ
トをしています。友人の紹介で働くこと
になりました。アルバイトを始めてから
７か月が経ちました。主な仕事内容は盛
り付けや提供 ･片付け、レジや清掃、仕
込みなどです。
　勤務日数は、週に４～７日、時間は２
～ 13時間で、早朝から夕方 ･ 深夜と、
24時間営業なのでシフトの入り方は多
様です。
　労働時間に関しては一般的に言うとこ
ろの ｢ブラックバイト｣ であると思いま
す。９時間労働で休憩無しや、｢ワンオ
ペ｣ ｢１日に２度出勤させる｣、どれもし
ょっちゅうです。
　しかし、賃金に関しては、それなりに
しっかりしていると思います。
　残業代が１分毎についたり、深夜手当
もきちんとついています。フリーターの
人で、深夜だけ９時間×週６回で入って
いる人もいます。稼ぎたい人には良いア
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ルバイトなのだと思います。
　私がこのアルバイトで一番問題に感じ
ていることは、学生アルバイトに対する
扱いです。フリーターならともかく、学
生の本業は学業であるのにも関わらず、
シフトが入っていない日にも毎日のよう
に、｢今日の〇〇時から〇〇店に入って
欲しい｣ と連絡が入り、こちらの事情を
優先させてくれないところです。それは、
シフトに穴がある場合や突然穴ができた
場合に来るものだと思うのですが、他店
の穴まで埋めるのを頼まれていては本当
に休みの日がありません。全部引き受け
ていた時期は、15連勤が普通でした。
　また、私の場合、午前に授業が無い日
には、朝７時～ 11時半と夕方17時～ 22
時に入ることが多いのですが、土曜日か
ら日曜日にかけては22時～翌朝11時と
夕方17時からシフトを入れられるなど、
問題を感じるところが多々あります。
　｢他のバイト、シフト入らなすぎじゃ
ない？｣ とフリーターの方に言われたこ
とがありますが、こっちは学業が最優先
なんだということを分かってくれていな
いことが不思議でたまりません。

◆事例10�
　１部／経済学部／４年生／女性�

　私はファミリーレストランのホールス
タッフとして２年半アルバイトをしてい
ます。
　主な仕事内容としては、お客様のご案
内やオーダーのお伺い、料理を運ぶこと
やレジ打ちなどがあり、最後に店の片づ
けなどがあります。
　勤務は週に４～５日、17時から21時
半のシフトが多いです。休日など忙しい
ときは時間通りに上がらせてもらえない
ことはありますが、残業代はしっかりと
支払われます。また、一か月ごとのシフ
トの申請では休みの希望がほぼ100％通

りますし、急に風邪などで出られなくな
っても代わりに人を見つけなければなら
ないこともありません。
　時給が最低賃金の786円であることに
不満はありますが、交通費も支払われま
すし、仕事でミスをしても天引きされる
ことや自腹で払うことも一切ありませ
ん。ですが、クリスマスやお正月の時期
になるとお店でオリジナルのケーキやお
せち料理などが販売され、強制的に買わ
されるわけではありませんが、社員の方
や店長などに「できれば買ってね」と言
われることや、自腹で社員が買っている
ところを見ると、パートの方や学生アル
バイトも買わなければいけないという雰
囲気になり、結局買うことになってしま
います。
　この仕事は、自宅近くだということで
選びました。契約書はきちんともらいま
したが、契約書通りではないところがい
くつもあります。例えば、働く日数や働
く時間帯などは違います。働く年数が経
つにつれ、契約時よりも多くの日数や時
間などをシフトに入れられています。
　平日の17時から21時半のシフトで、
ホールスタッフは学生が２人、社員が１
人です。この人数で問題はないと思いま
す。また、職場の雰囲気についても社員
もパートも学生アルバイトも関係なく仲
が良いです。しかし、昼の時間帯に働い
ているパートの方の言い方や教え方など
がとてもきつく厳しいので、新人が昼の
時間帯に入っても１か月もたず辞めてし
まい、昼はいつも人手不足です。

◆事例11�
　１部／経済学部／２年生／男性�

　友達の誘いで、近所の焼き肉店で働き
始めて１年以上が経ちます。
　厨房に入る人は商品の作成・盛り付け
が主な仕事で、ホールに出る人は商品の
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提供やその他サービス、レジなどが仕事
内容です。
　シフトは自分の出られる日にちを半月
ごとに申請します。半月ごとにシフトが
出るのですが、16日以降のシフトが15
日の昼過ぎに送られてきたり、ぎりぎり
なことが多いです。シフトが出た後でも、
その日の営業が暇な日は店締めをする人
以外はほとんど早上がりさせられ、酷い
ときでは１時間で帰らされたこともあり
ます。人件費率を下げたいという経営者
側の考えもわかりますが、やり過ぎなの
ではないかと思います。
　賃金については、タイムカード方式で
ないため、残ってくれと店長に頼まれな
いと残業代は出ていません。さらに、残
業や店締めも15分単位で切られていま
す。また、バイトリーダーの集まるミー
ティングが月１回２時間ほどで開かれま
すが、時給はもらえません。交通費も支
給されないため冬季にはみんな遠い距離
を歩いて通っています。
　仕事は週末がとくに忙しいしきついで
す。
　ただ、高校１年生から大学４年生まで
のバイトの人間関係はとてもよく、先輩
後輩関係なく仲良くしている印象があり
ます。僕自身もみんなと楽しく仕事がで
きていると思うし、ご飯に連れて行って
もらうなど社員の人たちとはとてもいい
人間関係を築けていると思います。なの
で、時給の低さなど給料の面では不満な
ところもありますが、辞めたいとはあま
り思いません。

◆事例12�
　１部／経済学部／２年生／男性�

　焼き肉屋で働いています。仕事内容は、
出勤時間の約30分前に下準備として食
べ物や飲み物の補充・飲み放題機械のセ
ットを行います。お客様が来店次第、お

しぼりと注文された物を出します。その
際お肉と焼き方を説明し、それ以降は追
加注文に対応する感じです。お客様が帰
った後には片付けをします。食べ放題は
２時間ですが、１時間～１時間半で帰ら
れるお客様が多いです。
　一週間の勤務は３～４回で、時間帯は
基本17時～ 23時。時給は860円で、残業
代は支払われます。でも交通費は、春休
みや夏休みなどの長期休暇以外は支払わ
れません。
　毎月の勤務シフトは、例えばある月の
５日から10日までの間に翌月前半まで
の休み希望日を紙に書いてバイトマネー
ジャーに提出する。後半分は前月の15
日から20日までに提出します。シフト
表が配布されるのは、提出後大体５～
10日以内です。
　このアルバイトはタウンワークで見つ
けて2016年４月から始めました。契約
書は持っていますが、内容はあまり把握
していません。
　昼間は６～７人の体制で、人手は足り
ていると思います。夜は９～ 11人で、
個人的にはあと数人いるのが理想的だと
思います。
　アルバイトはみんな仲良しですが、辞
めていく人が多いです。「あの社員がや
だ」「仕事がきつい」「シフトの融通があ
まり利かない」という理由がほとんどで
す。多くの学生アルバイトがマネージャ
ーに「私と喧嘩したくなかったら、あま
り休み希望を取らない方がいいよ」と言
われていて、マネージャーが出勤してい
ると職場がピリピリします。
　不満は、まず下準備の際に時給が発生
しないことです。下準備の段階からタイ
ムカードをきれないのかをマネージャー
に相談すると「あなた方が勝手にやって
るだけで私達は頼んでいない」と言われ
ます。でも下準備をしないと当然お店は
回りません。
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　他には６時間以上働いても休憩がない
事です。昼から夜までの通し勤務だと１
時間の休憩はありますが、その時は電話
番をしなければならず休憩した気になれ
ません。後は長期休暇に限らず交通費を
支給して欲しいのが正直なところでしょ
うか。
　仕事のことでマネージャーと１対１で
ミーティングする機会が設けられていま
すが、シフトの休みすら取りにくい状況
なので、これらの不満も言いにくいです。

◆事例13　基本属性不明�

　私は高校３年生の２月から大学１年生
の11月まで、個別指導塾で講師のバイ
トをしていました。
　仕事内容は、マンツーマンで、塾にあ
るテキストの問題を解かせて解説をし、
授業の内容や保護者へのメッセージを報
告書に書いて提出するというものです。
　勤務時間については、生徒が中学生だ
ったので16時から21時の間が多く、授
業時間は、16時から17時や、18時から
19時などの１時間でした。
　勤務シフトは、この曜日のこの時間に
○年生の子がいるんだけど入れません
か、などと、塾長から口頭で聞かれ、こ
ちらの都合が合えば勤務が始まる、とい
うものです。また、その他の事務作業の
シフトについても口頭で伝えられていま
した。
　時給は、授業の場合は1300円で、事
務作業については800円でした。月末締
めで、事務作業分が翌20日、授業分が
25日に振り込まれていました。
　この仕事は、ネットで講師を募集して
いたので、ネットで申し込みました。面
接・契約時に契約書はもらっておらず、
時給や交通費については口頭で説明され
ました。最初、交通費が支給されず、自
己負担だったのですが、新年度になり塾

長が代わった時に、交通費の支給をお願
いしたところ、往復の交通費を支給して
くれることになり、翌月からは支給され
ていました。この点は良かったです。
　ただ、不満だったところは、給与が何
分ごとに払われるのかが説明されておら
ず、塾長に聞いても、「社員とアルバイ
トは違うからわからない」と言われ、細
かい時給の計算方法がわからなかったと
ころです。
　また、自分が数えていた給料より振り
込まれた給料が少なく感じたので、給与
明細はないのかと塾長に尋ねたところ、
「うちの会社は給与明細が出ないんだよ
ね。社員もそうなのさ。困るよね」と言
われ、結局、給与明細がもらえず、勤務
実態と合っているのかわからないことが
ありました。
　また、タイムカードのようなものがな
く、授業以外で勤務した事務作業分につ
いては、月末に口頭で聞かれていました。
なので、自分でしっかり覚えておかない
といけないところも、少し面倒だなと思
いました。
　その塾は全国チェーンのようだったの
ですが、私の勤務していた先は、塾長、
事務員の方、そして先生方が３人から、
多い時で６人いました。空きコマがある
先生は塾長や事務員の方たちと話してい
たり、問題を解いていたりしていました。
　教えることが好きなので、勤務内容は
満足していましたが、授業で扱う問題や、
授業が終わった後に行う演習問題、そし
て宿題の印刷作業や、報告書を書く時間
など、授業以外の作業が、勤務時間外の
扱いになっており、不満でした。

◆事例14�
　１部／経済学部／３年生／女性�

　大学１年の夏から、飲食店でバイトを
しています。
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　学校には JRで通っているので、終電
等の関係もあって、地元でバイトを探し
ていました。母親がたまたま地元の情報
誌で求人情報を見つけたため勧められる
ままに面接に行き、採用されました。
　時給はほとんど最低賃金でしたが、初
めてのバイトで気にはなりませんでし
た。勤務時間は17時から22時を基本と
して、休日は11時から17時や、11時か
ら21時までなど多様で、シフトは週に
２回から４回程度です。一週間ごとにシ
フトが出るため、休み希望は前の週の月
曜日まで出すことができ、ほとんど希望
も通るので自由度の高いシフト体制とな
っていました。しかし初めのころは、次
週のシフトは基本的に前の週の水曜日を
めどに出されていましたが、だんだん遅
くなっていき、土曜日になっても張り出
されないことが最近は増えました。
　業務内容としては、配膳やレジ打ち等
のホールから始まり、慣れてくると食器
の洗い場、ドライブスルーの対応、弁当
作り、鍋等の洗い物、キッチン補助、キ
ッチンといったような順に教わってい
き、最終的には店内におけるほとんどす
べての仕事をこなせるようになります。
平日の夕方は基本的には３人で回すた
め、ホールと洗い場とキッチンに一人ず
つ入ることになります。この３人全員が
学生なのはよくあることで、私がまだ入
って日が浅いころには、その日に一番立
場が上の人間が高校生だったこともあっ
て、驚きと不安だったことを覚えていま
す。
　今年、新年度になるにあたって、私よ
りも長く勤めていた学生アルバイトがほ
とんど辞めることになってしまい、学生
アルバイトの中で私が勤続２番目になり
ました。しかし私はキッチンを教わって
いなかったため、夕方のキッチンを一人
で回すことが出来るのは学生アルバイト
の中では１人のみで、しかも１人で洗い

場を回せるアルバイトも少なくなってし
まい、職場は慢性的な人手不足に陥って
います。ちゃんと教育をしておくべきだ
ったのではと疑問を感じます。
　それから、私のバイト先は残業代がほ
とんど出ません。最初はそのことに気が
ついていませんでした。タイムカードは
残業後の時間に切っていたし、残業した
分は出されるものだと当然思っていまし
た。ところが、あるときバイト先の先輩
に、タイムカードを社員は見ず、シフト
表を見て給料は出されているということ
を聞きました。本当に驚きました。最初
のころは不慣れで、仕事も時間通りに終
わらせることが出来ずに30分程すぎる
ことなど当たり前のようにありました。
その分の給料は出ていなかったのです。
最近でも、混んだ日は仕事が終わらず、
15分程度延長することもありますが、
給料はあきらめてサービス残業をしてい
ます。
　学生同士の関係は良好で、雰囲気も悪
くないのですが、忙しさと賃金が見合っ
ていないと常々感じています。

◆事例15�
　１部／経済学部／２年生／女性�

　私は今、ドラックストアでアルバイト
をしています。主な仕事内容はレジ打ち、
品出し、前出しなどで年に２回の棚卸し
の時に品数を数えたり、数か月に１回消
費期限のチェックがあります。始めたば
かりの頃は品出し、前出しを中心にして
いましたが、レジ打ちができるようにな
ってからは、ずっとレジ打ちをしていま
す。
　勤務日数は週に２、３回ぐらいです。
ただ、人手不足のためそれ以上働くこと
もあります。多めにシフトが入る時は「来
月、○時間シフト入れても大丈夫？」と
口頭で聞かれ、長期休みの時に最高で
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84時間（21日）働きました。毎月、15
日から１ヵ月分のシフトが出され、基本
的には月に３日まで休みを申請すること
ができ、テスト休みや長期休みは要相談
です。勤務時間は基本的に18時から22
時で、講義がある時は19時から22時に
してもらっています。休憩はなく、途中
で水も飲めません。
　私が働くのは18時以降なので、時給
は850円です。それより前の時間は790
円です。職場が徒歩圏内なので交通費は
支給されていません。
　今のアルバイト先を以前から客として
利用していて、その時にアルバイト募集
ポスターを見つけ、応募しました。採用
が決まって初出勤日には２時間ぐらいの
研修ビデオを見ました。昨秋から働いて
いますが、契約内容は覚えていません。
契約書を貰ったか定かではなく、手元に
はないです。労働条件は面接の時や初日
に説明がありました。
　周りとの人間関係は良好です。ただ、
最近入ってきたアルバイトの人が急に休
んだりして、他のアルバイトにしわ寄せ
がくるので困っています。さらに、深刻
な人手不足で、ひどい時は私と社員さん
の２人でお店をまわしていることもあり
ます。
　私が働いている店舗はあまり混まない
方なのでレジは働きやすいのですが、品
出しは２Lのペットボトルが何本か入っ
たものや大きい段ボールを運んだりしな
ければいけないので体力が必要です。さ
らにポイントカードやクレジットカー
ド、クーポン券、期間限定キャンペーン、
商品配達サービスなどレジでお知らせし
たり、読み取ったり、お客さんに聞くこ
とが多いのも大変です。カードを持って
いなければご案内したり、ポイントを使
うか聞いたり、クーポンを使う条件を満
たしているか確認しなければならないの
です。

　不満に思っていることは、前述したも
のも含めますが、主に「休み希望が基本
３日までということ」「人手不足でお店
を２人でまわす時もあること」「毎月、
売らなきゃいけない商品があること」の
３つです。
　どうしても休まなきゃいけない時は言
えば休めますが、他の人に負担がかかっ
てしまうので言いづらいです。また、お
店を２人でまわす時は作業が終わらず、
閉店後（退勤入力した後）に少し作業す
ることが多いです。もちろん、お給料は
でません。
　３つ目の不満は毎月、販売目標がある
商品がでてきて、レジなどでオススメし
ないといけないのです。強制ではないで
すが、あまり売っていないと、少し圧力
をかけられます。
　そこまで悪い職場だとは思っていませ
んが、話してみると、思ったより不満が
見つかりました。

◆事例16�
　１部／経済学部／２年生／男性�

　三か月前まで某居酒屋店で働いていま
した。大学一年生の四月に、高校の先輩
の紹介で入りました。
　ホールスタッフである自分の主な仕事
内容は、料理の提供、ドリンクの作成、
会計業務、飲み物の発注業務でした。時
給は研修期間中、最低賃金であった786
円で、研修期間が終わると900円になり
ました。シフトは半月制で月末から５日
前までの申請でした。この居酒屋はラン
チもやっていたので業務開始が一番早く
て10時からでした。業務終了の最も遅
い時刻は、23時45分でした。私は、予
定がない日以外は出勤していたので週５
が基本でした。
　ここでの問題点は、仕事がまだ完全に
終わってないのに、タイムカードが切ら
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れることがあります。労働した分の対価
をもらえないのはとても残念です。
　契約書は、記憶が定かではないものの、
もらった記憶はない。休み希望はほぼ通
りましたが、出勤の日には、「早く出勤
できるか？」とか「今日少し残れる？」
など所定以上の仕事の要請が急にありま
した。さらに、８時間以上働いても１時
間の休憩は取ることができず、だいたい
40分くらいでした。さらに一度だけで
すが、10時から働き始め、お店が混ん
でいて21時まで休憩に入れないことが
ありました。
　賃金面でも、まず、研修期間の規定を
超えても時給は上がらず、店全体で時給
が上がった時に、やっと900円になりま
した。何人かしかできない発注業務も自
分はやっていましたが、他の人と時給は
同じでした。また22時以降深夜給料と
して1.25倍にはなっていましたが、８時
間以上働いても、時間外割増は支払われ
ていませんでした。
　ただ、店の日割り目標を超えていると
大入り手当が支給されていました。なの
でスタッフはバイトのみでしたが、店全
体で協力して、いい雰囲気で仕事をでき
てはいました。

◆事例17�
　１部／経済学部／３年生／男性�

　塾の講師バイトを大学入学と同時に始
めました。きっかけは、中学時代、生徒
として通っていたことや、大学の合格報
告をしたとき、講師として働くことを恩
師に強く勧められたことです。
　勤務日数は、人によって異なり、週３
から５日です。私は５日間入っています。
授業数は１日最大４コマ入ることができ
ます。また、生徒が長期休暇に入った時
は、講習タイプの授業となり、１日５コ
マが入ることもあります。勤務は21時

20分に終わり、21時半には退勤できます。
　給料は授業１コマ1500円となってお
り、ハンディング（学校の校門でチラシ
を配る）などの事務作業は800円の時給
が発生します。
　いくつか不満があります。まず１つ目
は、平日に週５日でバイトが入っている
ことです。最初から入っていたわけでは
なく、３年生になった今入るようになり
ました。先輩講師たちの卒業や他の講師
が実習等で忙しくなり、シフトにあまり
入れないことが原因です。会社や社員も
大変そうで、シフトを減らしにくいのが
現実です。自分自身の学業時間の確保は
もちろん、プライベートな時間を割くこ
とが難しくなり、日々苦しい状態に悩ま
されています。
　他にも、辞めにくいバイトであること
が不満です。自分自身のシフトが多いこ
とから、辞めた場合は、教室の運営が困
難になってしまいます。いつの間にか、
自分自身について考えることより、会社
中心の考えになってしまい、勤務時間以
外にもいろいろ考えることが多くなり、
つらいです。

◆事例18�
　１部／経済学部／４年生／女性�

　コンビニで以前アルバイトをしていま
した。家から徒歩圏内で、店頭に貼って
いたアルバイト募集の紙を見て応募しま
した。時給は当時の最低賃金である734
円で、勤務時間は16：45から21：45で、
週３回のシフトでした。
　シフトが決まるのは１週間前で、勤務
できない日を伝えて、その日以外から決
められるという方法でした。契約書など
は採用後に必要事項を書かされて以来は
見ていません。
　実際に働いてみるとそこでは、レジ内
の金額が少なかった場合の賃金相殺、申
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告しなければ残業代が支払われない等の
法律違反が当たり前のように行われてい
ました。更には、シフトの変更の連絡が
されないことや、いわゆる「お局」と呼
ばれるような中年女性が職場を牛耳って
いたりと、劣悪な労働環境でしたが、初
めてのアルバイト経験だったこともあ
り、気づくのが遅かったです。
　ほかにも、近隣にある４店舗で同意な
しに勤務させられ、しかもシフトの変更
の連絡もないため、店舗に到着してから
変更を伝えられ、遅刻扱いで他の店舗に
移動することが多々ありました。人員不
足のため２人シフトの時間を正社員が１
人で勤務していたり、店舗を移動しなが
ら24時間勤務するということも行われ
ていました。
　賃金相殺は私は経験がありませんでし
たが、他の学生アルバイトは、同じシフ
トのパートがミスをしてレジ内の金額が
マイナス4000円になったため、「連帯責
任」と言われて半分の2000円を支払わ
されていたようです。
　「お局」が勤務時間以外も店舗に入り
浸り、他の時間のシフトに対しても個人
的な感情で指示を出すため、彼女に好か
れた場合は楽な作業を行うことが出来た
り、「廃棄」商品を勤務中に飲食するこ
とが許される一方で、一度機嫌を損ねた
り嫌われてしまうと、本来は複数の人間
で行う作業を１人でさせられたりしまし
た。正社員も、彼女より年齢は若く職歴
も短いため、その状況を変えられず、店
舗は彼女に私物化されていました。
　残業代は「残業ノート」と呼ばれるキ
ャンパスノートに日時と名前を記入しな
いと支払われないことになっていて、私
がそのことを知ったのは、勤務して３か
月以上が経過していてからでした。それ
を知ったのも夜勤の人が教えてくれたか
らであり、正社員やオーナー、同じ時間
のアルバイトはノートの存在すら教えて

くれず、ノートには一部の従業員の名前
しか書かれていなく、意図的に黙ってい
たのではないかと疑ってしまいました。
　耐えられなくなり、年齢の近い社員に
相談しましたが、状況が少しも改善され
なかったため、４か月で退職しました。

◆事例19：基本属性不明

　私は以前、自営の飲食店でアルバイト
をしていました。このバイトを選んだき
っかけは学校から近い、時給がいい、一
人暮らしだったのですが賄が毎回出る、
という条件だったからです。シフトは週
３～４で、土日、祝日は部活のため休み
をもらっていたので、基本シフトは曜日
固定でした。
　主な業務内容はホール業務で、時間帯
は10時～ 18時で、お客さんが多い場合
は多少残業がありました。
　時給制で800円でした。給与の支払い
方法は月末に手渡しでした。休憩時間は、
お客さんが減り落ち着いた時間にオーナ
ーから休んでいいよと言われていました。
　基本どの曜日も３人体制で回し、研修
期間は４人で回していました。
　最初は問題なくバイトを続けていまし
たが、１か月が過ぎたあたりから条件が
違うなと思い始めました。特に２か月目
以降は、給料日に給料が支払われないと
いうのが続きました。
　ごめんと一言が最初の頃はありました
が、後々何も言われず、支払いが遅くな
るのが当たり前になりました。さらに、
お店が混んでくるとオーナーは口調が悪
くなり、「使えない」などとほぼ毎日言
われていました。また、バイトが皿洗い
している最中、オーナーはパソコンで遊
んでいたりもしました。
　そのような中、テスト期間前に希望休
を伝えたところ、お前ばかり休みで俺に
は休みがないと言われました。面接のと
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き、部活とテスト前・期間は休みをもら
いたいと伝えたのに、休みの希望を言う
と断られました。最初の契約と違うこと
が多々あり、不満は募る一方でした。
　勤務開始から半年が経ち「辞める」と
伝えたら、話が違うと言われました。た
しかに面接時には、１年間ぐらい続けて
みたいと伝えましたが、実際に働いたら
契約内容と違う条件で、それなのにいざ
辞めようとすると（しかも１か月前に伝
えたのに）、それに対して怒ってくるこ
とにものすごく腹が立ちました。
　しかし、週２回でいいから出てくれと
頼まれ、しぶしぶ出るということが２か
月間続きました。その間、オーナーは、
人が変わったように優しくなりました
が、それまでのことがあったので不満で
した。
　まとめとして、口約束の契約はよくあ
りません。文書で残るかたちにすべきで
す。また、契約違反にはしっかり言うべ
きだったと後悔しています。

◆事例20�
　２部／経済学部／３年生／男性�

　僕は現在、スーパーの食料品売り場で
働いています。始めたのは大学１年生の
９月からなので、今年の３月で１年半勤
めたことになります。駅前の求人情報誌
で見つけました。地下鉄の駅が近く、自
宅からも学校からも通いやすい上に交通
費を全額支給してくれることが決め手で
した。
　契約書には、時給は昇給ありと書かれ
ていました。シフトは平日のみ５日間で、
10時から17時を希望しました。
　しかし仕事に慣れてくると、日曜・祝
日の出勤や、講義がない日には時間が延
長されるということが増えてきました。
というのも、働き始めたときは僕と店長
も含め５人いた従業員は、今では３人だ

けだからです。１、２か月ほどのペース
で新しい人が入ってきますが、同じぐら
いの早さでみんな辞めていき、慢性的な
人手不足が続いています。
　理由の一つに仕事の大変さがありま
す。契約書には「販売業・接客業」と書
かれていましたが、実際には包装や箱詰
めなどの作業や商品知識など覚えなけれ
ばならないことが多いです。また、開店
前や開店後の品出し・後片付けも忙しい
です。
　遅くまで残るときには残業代は支払わ
れますし、休憩時間も合わせて１時間以
上ありますが、情報誌や契約書に書かれ
た業務内容よりもハードだと思うことも
多々あります。
　もう一つの理由は、売上目標です。そ
の日その日によってお客さんの入り具合
は違いますが、売り上げ目標は常に一定
です。オープンしたての頃はさほどでは
ありませんでしたが、１年経ったころか
ら前年との比較をされるため、プレッシ
ャーがかかっています。また、生ものを
扱っているため賞味期限にも気を配らな
ければなりません。
　とはいえ、売れ残った商品を買わされ
るといった、いわゆるブラックなことは
なく、急に出勤が入っても、今のところ
学業に支障は出ていません。賃金も高く
交通の便もいいため、今のところ辞める
ことは考えていません。ただ、上記のよ
うな理由から日によってはものすごく疲
れるので、体力と忍耐力のある人が入っ
てきてほしいと思っています。

◆事例21�
　２部／経済学部／２年生／男性�

　以前勤めていた飲食店での話をします。
　ランチの時間帯の人手が足りないから
と、友達に誘われたのがきっかけで、北
海道に新しく店をオープンした東京本社
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の店で働くことになりました。
　時給は880円で勤務時間は10時～ 16
時。残業はなく16時には必ず帰れる。
シフトは最低週３日入って欲しい。仕事
の習熟度や頑張り（シフトにたくさん入
る、人が急に出られなくなった際に出勤
する、など）によって時給もアップする、
ということを面接の際に言われて、好条
件だと思い契約書にサインしました。
　初めてのバイトで不安はありました
が、面接で店長と10分ばかり話をした
その場で「採用」と言われました。
　面接から２日後が初出勤で、現場は店
長、社員、自分ともう一人のアルバイト
（女子）の４人でした。かなり大きい店
で、席数は20席以上あるにもかかわら
ず、ホールと厨房の配置人数は２人ずつ
とかなりギリギリの状態でやっていまし
た。準備時間１時間で、ホールでの作業
方法や、忙しくなったら厨房も手伝って
もらう、などの説明を受けて開店の時間
になりました。
　開店早々、続々とお客が入ってきて、
あっという間に満席に近い状態になり、
お客のドリンクや注文を聞くだけでも精
一杯となって、アルバイト２人でホール
が回せなくなったところで、「お前と社
員を交代させるから俺と一緒に厨房に来
い」と店長に言われました。
　忙しくなったら厨房に入るとは聞いて
いましたが、厨房で何をするかはそもそ
も聞かされておらず、何をしたらいいか
と店長に尋ねると「上がってくるオーダ
ーをこなせ」と言われました。作り方は
すべて厨房の張り紙に書いてありました
が、それぞれの肉や野菜、調味料などが
どこにあるかもわからないので店長に聞
きながら作業をしていると、「オーダー
上がるのに何分かけてる、今時のやつら
はろくに包丁も使えないのか」などと言
われ、結局ホールに戻されることになり
ました。

　そうしてランチの時間が15時半過ぎ
に終わり、片づけに入ると、ディナーは
17時からだから頑張って終わらせて欲
しいと言われました。でも、結局作業は
終わらず、タイムカードを店長が16時
に押して残りの１時間ほどがサービス残
業となりました。残業代が出ないのは人
件費を抑えるためで、忙しいとき以外は
片付けが残っても16時に帰れるが、忙
しいときは残ってもらうこともある、と
帰り際に社員から言われました。
　ホールと厨房の人数をギリギリで回し
ているのも恐らく人件費を抑えるためだ
と思います。
　後日、１か月後に辞めたいと店長に伝
えましたが、人もいないし忙しいからも
う少しいてほしいと言われ、スタッフが
充実するまでの３か月間働いた後に辞め
ました。シフトは週４日（契約では週３
日）、欠勤スタッフの穴も埋めましたが、
時給はアップしませんでした。

◆事例22�
　２部／経済学部／３年生／男性�

　スープカレー屋でアルバイトをしてい
る。主にホール・盛り付け・電話対応・
デリバリーなどの業務を担当している。
料理を作る以外の仕事を、当日のアルバ
イトメンバーで分担している。
　勤務シフトは大きく３つに分かれてい
る。（１）11時から15時半まで勤務のラ
ンチ、（２）17時から22時半まで勤務の
ディナー、（３）11時から22時半まで勤
務の通し（休憩１時間あり）である。日
によって仕込みの量が異なるため、16
時出勤なども稀にある。
　休み希望は毎月20日までに連絡し、
よほど多くの休みを取らなければ希望は
通る。シフトが出るのは毎月25日前後
で、遅くなったり早くなったりすること
がよくある。基本的に仕事が終わるまで
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の勤務のため、終わる時間が少しだけ遅
くなることもある。
　賃金は時給制で、給料は毎月15日締
めで、25日に振り込まれる。現在の時
給は870円でこれがアルバイトの最高時
給額である。１年でおよそ30円昇給し
た。交通費は家までの距離で支給が決め
られ、最高で１日500円までが支給され
る。仕事のミス等での賃金相殺はない。
　働き始めたのは約２年前で、よく食べ
に行っていた際に求人募集の貼り紙を見
つけて応募した。契約内容の把握は正直
なところ曖昧で、契約書も見た記憶はあ
るが、持っていない。
　働き始めた当時は、職場の雰囲気はあ
まりよくなかったが、現在は人が入れ替
わり、よくなった。雰囲気が良くなった
のは、店長を含め年齢層がとても若くな
ったことが大きく影響している。とても
チームワークがよくなり、交流も増えた。
　働き始めた当時は、以前経験したどの
アルバイトよりも仕事量が多く、とてつ
もなくきつかったが、仕事への慣れや人
間関係のおかげで続けることができてい
る。
　だが、勤務の終了時間〔残業代〕が
30分ごとに区切られていることが不満
の一つである。残業とまでは言わないの
かもしれないが、終了時刻より15分オ
ーバーして働いても時給は発生しないの
は嫌で、以前から上司に伝えてはきた。
しかし、他のことは大抵対応してくれた
が、このことは未だに変わっていない。

◆事例23�
　１か月で120時間勤務の中華料理店

　大学１年の９月から約１年間、ショッ
ピングモールにある中華料理店で働いて
いました。勤務時間は平日が17時から
22時で、休日が11時から22時まででし
た。休日は１日11時間の勤務であるに

もかかわらず休憩が１時間しかなく大変
でした。
　シフトは、休みたい日を１か月前に伝
えて、休み希望を出した日以外はすべて
出勤となる形でしたが、12月には出勤
を増やすように言われ、出勤日以外も急
きょ呼ばれる日もあり、結果的に120時
間も働いていました。
　給料はしっかりと払われていて、店長
に大学の単位が危ないと伝えたら多少勤
務を減らしてくれましたが、今思うとブ
ラックだったなと思っています。

◆事例24：労働環境の悪い居酒屋

　居酒屋で働いています。最初の面接時
に、週に３日から４日で出られると伝え
たが、繁忙期には毎日出てほしいと言わ
れ、断れずに「はい」と言ってしまった。
時間帯は様々で、18時から22時か23時
までが大半です。時給は800円で、22時
以降は1000円です。当初は深夜割増が
支給されていないことがありました（今
は改善されました）。
　皿やグラスを破損した場合は自己負
担。一度、足場が悪いところで転んで瞼
を縫うけがをしたが、その環境は改善さ
れませんでした。繁忙期に突入すると、
皆が忙しくイライラしているため、入り
たての自分は何をしたらよいのかわから
ず突っ立っているだけで、先輩に聞いて
も「自分で〔仕事を〕探せ」と言われと
ても辛かったです。
　繁忙期と重なったお盆に、帰省するた
めに休み希望を２日連続で出しましたが
通りませんでした。事情をいろいろ説明
して、１日なら良いという許可をなんと
かもらえました。
　辛いことがたくさんありましたが、友
達関係に支えられて、今でも辞めずに働
いています。
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◆事例25�
　繁忙期は最高で13連勤の居酒屋

　ある居酒屋で勤め始めて、４か月ほど
が経ちました。まだ見習い期間であるに
も関わらず、出勤日数は一番多くて、し
かも、職場から家が近いという理由でラ
ストの時間まで残って勤務しています。
　１週間に４～６日ほどの勤務で、忙し
いときは７連勤して１日休み、また次の
日から13連勤することもありました。
　何時に出勤になるのかは直前までわか
らず、退勤時間もその日の客の入り具合
によって異なります。終電を超えて働く
ときは、タクシーを使えることになって
いましたが、家が近ければ歩いて帰るべ
きだろっ、という雰囲気があって、タク
シーをなかなか使えず、30分～ 40分か
けて歩いて帰る毎日です。逆に、日によ
っては、定時まで働けずに帰らされる場
合もあります。
　給料は15分単位で支給されていて、
あと数分で給料がもらえる場合でも、「あ
がり」と言われたら帰るしかなく、損し
ていることも多いです。休憩は５分が２
回で計10分。６時間以上の勤務の場合
でも同様です。
　客が散らかした汚物の処理などもしな
ければならず、精神的にはかなりきつい
部分もあります。
　ただ、出勤日数が多いためたくさん稼
ぐことができて、社員とアルバイトとの
仲が良いことから、今もそのバイト先で
楽しく働いています。

◆事例26：２部生Aくん

――２部生の一日の過ごし方を聞かせて
ください。朝起きるところから始めまし
ょうか。
　朝の起きる時刻はけっこうバラバラ
で、早い日もあればちょっと遅い日もあ
ります。バイトが無い日は11時ぐらい

まで寝ていることもありますね。逆に、
バイトのある日は８時には起きていま
す。バイトの無い日は、ふつうに朝起き
て、例えばその日の宿題をやったり遊ん
だり。時間があって暇なので、YouTube
を見たりマンガを読んだり。たまにテニ
スをしたりもします。サークルがテニス
なので。
　前期はバイトをしていなかったので、
ほんとにもう退屈でしたね。いや、バイ
トを探してはいたのですけれども、なか
なか決まらなくて。面接にも行っている
のですが、１社落とされて、そのあとに
別のところへ面接に行ったのですが、選
考期間がかなり長くて、あげくに落とさ
れてしまいまして。
――なるほど。それで、現在のアルバイ
トは何をしているの？
　焼き肉屋のホール仕事です。勤務は週
に２、３日で、時間は10時半から14時
半までか、11時半から15時までです。
平日の勤務です。
――割と短い時間ですね。土日にバイト
を入れていないのはサークルをやってい
るからですか。
　そうです。サークルの練習は基本、土
日なんです。９時半にスタートで、終わ
るのが16時ぐらいですかね。試合はた
まに平日とかぶってしまうときもあるん
ですけれども、練習は土日です。だから、
土曜日は、練習を終えたらその後に講義
なので、ちょっと疲れて、ときどき寝ち
ゃいます（笑）でもサークルは楽しいで
すね。人数も40人ぐらいいます。
――アルバイトに話を戻します。昼に働
いているということですから、ランチの
時間帯ですね。結構忙しいですか。
　忙しい日もあれば、空く日もあります
ね。お店は11時半からの開店です。お
店が開くと同時に、お客さんを席まで案
内して、注文を聞いてキッチンに伝える
という感じですね。大学の友達が同じ店
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でそれこそホールで働いていて、誘われ
たんですよね。
　時給は850円です。今は研修期間なの
で、研修を終えたら900円ちょっとにな
ると思います。研究期間がどの位かは把
握していないです。バイトを始めたのは、
９月の末ぐらいですね。
――以前はバイトをしていませんでした
っけ？
　いえ、今年になって引っ越しをしてい
るのですが、バイトは以前もしています。
当時は、スーパーの品出し作業です。当
時の勤務は週４日で、時給は756円でし
たが、仕事の内容は楽でした。
――昼に働いて夜に大学に通うという点
で、高校までと生活リズムが変わるわけ
でしょう。戸惑いはありませんでしたか。
　いえ、最初だけですね。意外とやっち
ゃえば慣れました（笑）バイト先でも、
２部生なのでと最初に伝えますのでとく
に聞かれることはありませんよ。それこ
そバイト先でも北海学園大学の２部生だ
けで５、６人が働いていますし。みんな
サークルのメンバーです。
――なるほど。ところで、実家暮らしで
すから、普段の生活はとくに支障ないで
すよね。学費などはどうしていますか。
　食事も洗濯も実家なので楽をさせても
らっています。学費は親に払ってもらっ
ています。あと、奨学金を借りています。
第２種で月額３万円です。通学代なんか
で使っていますね。
　通学は、夏は自転車で最寄りの地下鉄
駅まで行って、そこから地下鉄です。一
時間ちょっとかかります。冬は自転車が
乗れないのでバスです。
――４年間で144万円。それぐらいなら
返せそうですか？
　ん～たぶん大丈夫だと思っています。
就職のことはまだ具体的に考えているわ
けではないのですが。
――現在２年生ですが、大学生活の総合

的な満足度はどのぐらいですか。
　満足度ですか…５点満点中3.5です。
――3.5は一応合格ラインに入るのかな。
残りの1.5が気になりますね。逆に、何
か不満があるのかな。
　そうですねぇ…なんか、もうちょっと、
大学生活でなにかができないかなという
思いがあります。うまく言えないのです
が。バイトもしてサークルもして、満足
していると言えばしているのですが、た
だ、なんかこう物足りない（笑）
――なるほど。じゃあそこを一緒に見つ
けていきましょうかね。

◆事例27：２部生Bくん

――それでは、朝起きるところからよろ
しくお願いします。
　平日は基本、バイトがあるときは８時
半から９時半の間で、バイトがないとき
は昼過ぎ、13時ごろまで寝ているとき
が多いです。布団が気持ちいいので（笑）
　バイトは、蕎麦屋でキッチンの仕事を
やっています。勤務は11時から15時ま
での４時間で、休憩はないですね。バイ
トが終わってから授業まではまだ時間が
あるので、バイト先の近くのレンタルシ
ョップで漫画を読んでから大学へ行く
か、最近は、一回家に帰ってシャワーを
浴びてから大学へ向かいますね。
　アルバイトのお金は交通費に使いま
す。地下鉄の定期代と、あとは服を買っ
たりしますね。時給は最賃ですから、先
日上がって810円です。ずっと最賃です
ね。こないだのゼミで言われたので契約
書をあらためて見てみたら、昇給でプラ
ス何十円があるとか書かれていたんです
けれども、いまいちシステムがわかって
なくて。
　給料は10日に一回の割合で出るんで
すよ。週に大体３日から４日勤務して、
一回の給料が２万ですから、月に６万行
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くか行かないかくらいですね。
――休日には何をしていますか。
　休日は寝てます。寝ているというか、
ずっと携帯を見ていますね。休日に外に
出ることはあまりないです。家の中で過
ごしています。
　実家を出て札幌で暮らしています。家
賃は親に払ってもらっています。以前は
実家から JRで交通費をかけて大学に通
っていたので、実家からの定期代が今の
家賃に置き換わったという感じですね。
――学校生活は満喫していますか。
　楽しいというか、疲れますね。友達は、
いるにはいるんですけれども、学校に来
て、講義に出て帰る、みたいなのが日常
なので、楽しいっていうより疲れますね。
サークルをやっていないので。家に帰っ
たら、今は21時半とかですかね。それ
で寝るのが、基本２時とか３時になりま
すね。それで朝は起きるのが遅い。
　高校の授業とは違って、全員の先生が
板書をとくにしてくれるわけではなく
て、勉強の仕方が違うので、最初は大変
でしたね。時間も、90分っていうのが
最初は長く感じて。今も長くは感じます
けれども、慣れては来ましたね。
　普段の勉強は、レポートなどの宿題が
あればもちろんしますけれども、そうい
うのがなければしませんね。あいている
時間は、基本はケータイやテレビを見た
りYoutube を見ています。
　全然飽きないですね。基本、なんかぼ
～っとしているのが割と好きなんで。好
きというか、大学ではぼ～っとする時間
もないので。
――バイトだけではなくサークルでも入
ればいいのでは。
　正直、運動はしたいです。ただ、１年
の時にサークルに入りそびれてしまった
ので、今からだと入りづらいじゃないで
すか。グループがもうできちゃってるの
で、そこにパッと割って入るのは厳しい

んですよね。だからちょっと気が進まな
いっていうか、そんな感じです。
　高校の時はバイトが原則禁止で、部活
もやっていたので、アルバイトは大学に
入ってからです。働いてお金を稼いでと
いうのが楽しかったですね。働いたらそ
の分だけお金が入ってくるので。それに
バイトをしていたほうが、起きる時間も
早くなるので、生活のリズムが逆に出来
ていいと思います。２部生だからという
ことで不利はないと思いますね。
――大学生活に疲れるというのはどうい
う意味だろう。学業とアルバイトの両立
が疲れるということ？
　大学というのは、高校や義務教育と違
って別に授業に出なくてもいいわけです
よね。だから、さぼりたい自分との闘い
と言いましょうか、そういう葛藤があり
ますね。あとは教室は知らない人が多く
て、人ごみが苦手なので、そういった面
でも疲れます。そういう意味ではゼミは
顔見知りがいるので、他よりは楽です。
――では最後に、大学生活の満足度は？
　５点満点中３かな。サークルとかやり
たかったなぁって。今でもやりたいです
から。
――なるほどね。充実した大学生活が送
れるよう応援していますよ。
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（調査の概要）
　第一に調査の対象は、北海学園大学の学生です。所属の部（１部、２部）や学部、学
年などは問いません。ただし、１年生はアルバイトの経験が浅いことが予想されたため、
２年生以上を主な調査対象と意識して調査票の配布を行いました。2016年は飲食店で
働く学生を、2015年はコンビニで働く学生を、それぞれ対象に調査を行いましたが、
今回は対象をとくにしぼっていません。
　第二に調査の方法は、まず、３件の講義（経済学部の専門講義２件、法学部の専門講
義１件）で調査票を配布させていただき、その場で回収を行いました。また、ゼミのメ
ンバーが、部活・サークルや、知人を通じて個別に配布・回収を行いました。結果とし
て経済学部の学生からの回答が多くなりました。
　第三に調査の時期は、調査票の配布と回収を2017年10月に行いました。
　第四に調査内容は以下のとおり、アルバイトのことだけではなく、奨学金の利用状況
や経済状況についても尋ねました。経済的な困難を背景にアルバイトせざるを得ない学
生が存在することを念頭においてのことであります。

第２章　�アンケート調査にみる、学生アルバイトと学
生生活

・回答者の属性など：性別、所属の部、学年、所属学部、住まい
・�学業や奨学金利用状況など：講義・ゼミの履修状況、単位の取得状況、学習時間、
課外活動の状況、奨学金の利用状況
・�アルバイトの状況：高校時代のアルバイト経験、現在のアルバイト状況、労働条
件の提示のされ方、有給休暇の取得経験、平時と夏休みの勤務状況（勤務日数、
労働時間数）と賃金（時給、１カ月のアルバイト収入）、アルバイトの目的、勤
務に関するアルバイトでの経験・トラブルなど
・暮らしの状況と経済状況

（結果のまとめ方など）
　本文では、回答者全体の結果のほか、所属の部（1部、2部）別の結果を中心にまと
めました。図表も、原則として「全体及び所属の部別」の結果を示しています。
　単純集計のほかに、所属の部別、所属の部×学部別、所属の部×学費捻出の困難度別、
所属の部×住まい別のクロス集計（調査結果一覧表）と、調査票を資料としてつけてい
ます。ご参照ください。
　なお、不明は除いて計算していますので、各設問における有効回答数は必ずしも一致
しない点に留意してください。
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１．回答者の属性など

図表１－１　性別 図表１－４　所属学部

図表１－２　所属の部

図表１－３　学年

図表１－５　住まい

図表１－６　�部別にみた性別・学年・所
属学部

単位：人，％
１部生 ２部生
386 100.0 103 100.0

a�性別 男性 238 61.7 81 78.6
女性 148 38.3 22 21.4

389 100.0 104 100.0
b�学年 １年生 11 2.8 4 3.8

２年生 189 48.6 56 53.8
３年生 143 36.8 37 35.6
４年生 46 11.8 7 6.7

389 100.0 104 100.0
c�所属学部 経済学部 205 52.7 44 42.3

経営学部 48 12.3 3 2.9
法学部 94 24.2 30 28.8
人文学部 29 7.5 27 26.0
工学部 13 3.3

注：工学部は１部のみの設置。
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　本調査では、493人からの回答を得た。
まずは彼らの属性などをみていく（図表
１－１～１－６）。
　第一に、性別は、「男性」が全体の３
分の２（65.2％）を占める。
　第二に、所属の部は、「１部生」が
78.9％、「２部生」が21.1％である。
　第三に、学年は「２年生」「３年生」
が多く、両者で86.2％を占める。調査の
概要でも示したとおり、「１年生」はわ

ずかである。
　第四に、所属の学部は、「経済学部」
が半数を占めて多い。次いで多いのは「法
学部」の25.2％である。調査の方法が反
映した結果だと思われる。
　第五に、住まいを尋ねた。「実家・親元」
に暮らしている学生は68.8％、「実家・
親元以外」で暮らす学生は31.2％である。
　なお、部別の結果は図表１－６のとお
りである。

２．学業や奨学金の利用状況など

図表２－１　履修コマ数 図表２－２　単位取得割合

　2017年度の前期における講義等の履
修状況と単位取得状況を尋ねた。
　まず前者についてみると、前期で履修
したコマ数は（図表２－１）、「11,12コマ」
に回答が集中している。「２部生」では
その割合が大きく、52.9％である（「１
部生」では40.7％）。「11,12コマ」に次
ぐのが「13,14コマ」である。
　１コマの時間数は90分なので、１週
間の授業時間数は16.5 ～ 18.0時間もし
くは19.5 ～ 21.0時間の学生が多い、と

いうことになる。講義時間の限られてい
る「２部生」に対して「１部生」では履
修コマ数の多いものが相対的に多い。
　続いて後者についてみる。2017年度
前期の履修コマ数に対する単位取得割合
は、「すべて取得した」割合が全体では
３分の１である。「９割程度」を含める
と全体の３分の２を占める。
　なお所属の部別にみると、「２部生」
において、単位を落としている学生が相
対的に多い。

１）履修状況・学習時間
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　授業時間を除く１週間の学習時間（予
習、復習）の合計は、全体の約４割が「全
くしていない」という結果であった。「30
分程度」まで含めると全体の５割弱を占

める。
　なお、２時間以上学習をしている学生
は、全体の約15％にとどまる。

　図表２－４はサークルや部活動への所
属状況をまとめたもので、図表２－５は
サークルや部活等に「所属している」者
に限って、その１週間の活動時間を尋ね
たものである。
　前者の結果は、「所属している」者が

全体の６割弱を占め、後者は、「３時間
未満」というが最も多かった。もっとも
後者にはばらつきがあり、10時間以上
が合計で全体の３分の１を占めるなど、
所属するサークルや部活によって活動時
間が大きく異なるようである。

図表２－３　１週間の学習時間（予習・復習）の合計

２）課外活動
図表２－４　サークルや部活等の所属状況 図表２－５　１週間の活動時間
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　２人に１人が利用している（借りてい
る）と言われ、その返済の困難が社会的
な問題にもなっている奨学金について尋
ねた。
　まず図表２－６は、学生支援機構の奨
学金の利用状況を尋ねたもので、結果は、
45.9％が「利用している」と回答してい
る。とくに「２部生」ではその割合が高
く５割に達する（51.5％）。
　学生支援機構の奨学金には無利子の第
１種と、有利子の第２種に分かれている
が、両者を足し合わせた貸与金額をみる
と、８万円以上借りている者がおよそ４
人に１人（26.4％）の割合である（図表
２－７）。１カ月に「10万円以上」借り
ている者も13.0％である。
　仮に10万円を４年間（48カ月）借り
ると、480万円もの借金を背負って卒業
することになるわけで、その返済は大き
な重荷となることが予想される。
　ところで、支援機構の奨学金利用者は
回答者の半数弱も存在したが、支援機構
以外の奨学金利用者は回答者の５％ほど
にとどまった（図表２－８）。
　どちらも奨学金という名称であるが、

支援機構の奨学金が「貸与型」であるの
に対し、支援機構以外の奨学金はすべて
「給付型」である。「給付型」を受ける
機会がいかに少ないかが、以上の調査結
果からも分かる。
　なお、回答者が利用している「給付型」
の種類・内容は（図表は示していないが）、
「北海学園奨学金」10人、「自治体の奨
学金」８人、「その他の民間の奨学金」
５人、複数回答した者１人であった。

３）奨学金
図表２－６　�学生支援機構の奨学金利用

状況
図表２－７　�奨学金利用額（第１種と第

２種の併用を含む）

図表２－８　�支援機構以外の（給付型）
奨学金利用状況
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　３ではアルバイトについてみていく。
　まず、高校時代のアルバイト経験につ
いて尋ねてみたところ（図表３－１）、
全体の４分の１強が高校時代のアルバイ
ト経験が「ある」と回答している。とく
に「２部生」に限定するとその割合は、
36.5％にまで増加する。
　理由については今回の調査では尋ねて
いないが、後でみるとおり、学費や生活
費などを得る必要性から行っている者が
少なくないのではないか、と思わせる結
果もみられた。

１）アルバイト経験、契約

３．アルバイト

図表３－１　高校時代のアルバイト経験

図表３－２　現在のアルバイト状況�
図表３－３　�大学入学後に経験したアル

バイト（複数回答可）

　以下では、現在のアルバイト状況につ
いてみていく。
　第一に、回答者の多くがアルバイトを
経験している（図表３－２）。「固定的な
アルバイトをしている」だけに限っても
全体の７割を超えている。「現在はして
いないが、大学入学以後に、アルバイト
の経験がある」者まで含むと、（大学入
学後の）アルバイト経験者は合計で９割
を超える（94.3％）。アルバイトの実施

を前提とした働きかけや支援が必要であ
ると言える。
　第二に、大学入学後に経験したアルバ
イトを回答してもらった（複数回答可）
ところ、「小売店店員」と「飲食店店員」
に回答が集中している（それぞれ42.2％、
52.6％）。「１部生」では「飲食店店員」
が、「２部生」では「小売店店員」が、
それぞれ多い。
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　第三に、労働契約の締結にあたっての
状況をみてみる。具体的には労働条件を
どのように提示されたかである。
　結果は（図表３－４）、「契約書などの
書面」という適切な方法で提示されたの
は、過去のアルバイト調査結果に比べれ
ば多い印象を受けるが、70.3% にとどま
る。
　「２部生」では約８割が「契約書など
の書面」を提示されているのに対して、
「１部生」ではその割合が７割を下回っ
ている。
　この点に関わって第四に、有給休暇の
取得状況を尋ねた。周知のとおり有給休
暇は勤務が６カ月間を経過した段階で付
与される。日数こそ少なくなるが、アル
バイトのような短時間就労者でも付与さ
れる（なお今回の調査では、勤務期間を

尋ねていないので、回答者が６カ月間を
経過したかどうかは不明である）。
　さて結果は（図表３－５）、有給休暇
の取得状況について、74.1％が「取得し
たことはないし、店・店長からとくに説
明を受けてもいない」。「実際に取得した
ことがある」のはわずか11.4％である（ほ
かは、「説明を受けたことはあるが、取
得したことはない」14.2％、複数回答が
0.2％）。
　労働条件提示の方法同様に、ここでも、
「２部生」で、相対的に良い結果だと思
われる。
　以下は自由記述のうち有給休暇につい
て書かれたものである。学生は有給休暇
を取得できないといった誤った説明を受
けている事例がみられる。

図表３－４　労働条件の提示方法 図表３－５　有給休暇の取得状況

【088】�〔以前の職場で〕有休について説明されていなくて、辞めた後に有休があ
ったことを知り、腹が立った。

【164】有休がもらえるのかは、気になります。
【189】早上がりが多い。有休がとれない。
【256】有休は学生は取っちゃダメと言われます。
【443】有休が取りにくい環境が変えられない。
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　平時のアルバイト状況と長期休暇時の
アルバイト状況の把握を試みた。ここで
は、平時とは2017年４月から７月まで
とし、長期休暇時とは2017年の夏休み
とした。
　まず２）では、平時の勤務状況をまと
めた。
　第一に月の勤務日数は（図表３－６）、
「10日～ 14日」が39.2％で最も多く、
次に「15日～ 19日」が30.5％で、両者
をあわせてほぼ７割を占める。なお、回
答者の半数以上が15日以上、つまり２
日に１日は働いている計算になる。
　第二に１週間の勤務時間数を５時間刻
みでみたところ（図表３－７）、「15 ～

20時間未満」が28.6％で最も多い。先に
みたとおり１週間の履修コマ数は「11,12
コマ」（時間にして16.5時間、18時間）
が最も多かった。これにほぼ該当する
「15 ～ 20時間未満」以上の回答者を足
し合わせると、全体の６割を超える。
　なお、以上の勤務状況は図表に示され
るとおり所属の部によって異なり、とり
わけ「２部生」で長時間勤務者が多い。
　それに対して第三に、勤務時間に深夜
時間帯（22時～５時）を含む者は（図
表３－８）、「１部生」では３分の１を超
えて多い（「２部生」では18.5％）。昼に
学ぶ「１部生」と夜に学ぶ「２部生」と
の差が反映していると思われる。

２）働き方・働かされ方、勤務日数・時間数
図表３－６　月の勤務日数

図表３－７　１週間の勤務時間数

図表３－８　深夜時間帯の勤務の有無
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　ここで時給額と、１カ月の収入をみて
おく。
　第一に図表３－９には、日中及び深夜
時間帯の時給額の平均値をまとめ、第二
に図表３－10には、回答者の多い日中
時間帯の時給額を整理した。
　平均額でみると、日中では894円、深
夜では1100円である。どちらも「１部生」
でより高い金額である。分布をみると、
800円台が全体の６割弱を占めている。
　第三に、１カ月の平均的なアルバイト
収入を１万円刻みで尋ねたところ（図表
３－11）、回答は広く分布している。全
体では「５万円台」が最も多い（14.8％）。

　ただし結果は所属の部によって異な
り、「２部生」に限ると、7, ８万円台に
ピークがきているのに対して、「１部生」
では4, ５万円台にピークがきている。
　ところで、過去の調査で尋ねていた、
賃金に対する不満は、今回の調査では尋
ねていない。ただし、関連する記述が自
由記述欄に散見されたので以下に示す。
　コマ給制で事務作業に賃金が発生しな
い塾講師の事例のほか、賃金（残業代）
が15分あるいは30分単位でしか発生し
ない、タイムカードを勝手に切られるな
ど、明らかに違法な事例が記載されてい
た。

３）賃金（時給額、月の収入）
図表３－９　�日中及び深夜時間帯の時給

の平均額

図表３－10　日中の時給額

図表３－11　�１カ月の平均的なアルバイ
ト収入
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【009】時給が15分おきのカウントなので、残業代が出ない。
【017】時給が30分ごとにしか発生しないこと。
【037】�交通費が出ず契約書もそれが前提でとりかわされる。家庭教師バイトだが、

家庭によっては交通費がその日の給料を圧迫する。
【040】�今のバイト先には特に問題は無いように見えるが、塾の◆◆◆系列は給料

未払いを始め、酷いものだった。
【200】�コマ給制なので事務費（清掃、授業準備等の雑用にあたる時間）が出ない。

タイムカードは存在しているが、、、
【214】社員よりも仕事が出来るのに時給が安い。
【221】給料が割に合っていないと感じる。
【223】交通費が出ない。
【233】�賃金面に関して不確かなことが多い。10月から最低賃金が変わるがうち

（800円・現）の時給はどうなるのか。聞いてもはぐらかされたり、明細
の出し方を聞いてもうやむやにされる。働いている分は支給されているよ
うだが、はっきりしないのはいささか不安である。今月の時給がいくらか
は未だに不明である。

【253】時給と人手を増やしてほしい。
【257】時給が低い。
【296】制服が給料から引かれて買わされたので不満があります。
【308】◆◆◆〔コンビニ名〕等、朝早いのに時給が低い。
【367】タイムカードが機能していない。
【397】労働内容と賃金がみあってない（賃金が安い）。
【475】もっとお給料が欲しい。あと、休み。



● ●31

　次に、長期休暇中（2017年夏休み期間）
の働き方をみてみよう。
　具体的には第一に、夏休みにアルバイ
トを増やしたかどうかを尋ねた。
　結果は（図表３－12）、「増やした」
と回答した者は全体で４割である。とく
に「１部生」でその割合が多かった（「２
部生」では33.0％）。最多は「変わらない」
46.2％で、１割強であるが「減らした」
もみられる（「２部生」では「減らした」
が18.1％と相対的に多い）。
　では第二に、この、夏休み中にバイト

を増やした166人の１週間の勤務時間数
をみてみよう。結果は（図表３－13）、「30
時間以上」が全体の５人に１人強を占め
る。20時間以上まで広げると全体の３
分の２弱を占める。
　同じく第三に、夏休み中に勤務を増や
した者の１カ月の平均的な収入をみると
（図表３－14）、じつに「10万円以上」
が27.7％と最多であった。とくに「２部
生」では、勤務を増やした者全体の３分
の１以上が「10万円以上」を稼いでいた。

４）夏休み期間のアルバイト増減と、アルバイトを増やした学生の勤務時間数・収入

図表３－13　�夏休み期間における１週間
の勤務時間（「増やした」
と回答した者）

図表３－12　夏休み期間にアルバイトを増やしたかどうか

図表３－14　�夏休み期間における１カ月
のアルバイト収入（「増や
した」と回答した者）
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５）アルバイトが学業や学生生活等に与えるマイナスの影響
図表３－15　勤務に関するアルバイトでのトラブル・経験

図表３－16　勤務に深夜時間帯を含むかどうかでみたトラブル・経験
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　先に２）で働き方（勤務時間、時間帯）
に関する結果をみた。本調査では、アル
バイトが学業にマイナスの影響を与えて
いないかという問題意識で図表３－15
に掲げたトラブル・経験の有無を尋ねて
みた（例年は、広義の労働条件に関する
トラブルや不満などを尋ねているが、今
回の調査では、働き方に関する質問に限
定した）。
　まず、調査票に掲げたようなトラブル・
経験は「シ．とくにない」という者が
45.0％である。残りはここに掲げたよう
なことを経験している。
　最も多かったのは「イ．定期試験前の
休みがとれなかった」22.0％である。類
似のものとして「ウ．定期試験期間中も
休みがとれなかった」も13.3％になる。
ほかにも、「オ．普段、予習・復習の学
習時間を作れない」も11.0％で、結果、
「エ．勉強時間が確保できず単位を落と
した」も11.5％となっている。「ク．ア
ルバイトが忙しく睡眠時間が十分に取れ
ない」も18.7％に及ぶ。

　これを、深夜時間帯を勤務に含むかど
うかでみた結果が図表３－16である。
深夜勤務群では、「シ．とくにない」が
35.5％にまで減少していること、一方で、
「ク．アルバイトが忙しく睡眠時間が十
分に取れない」は33.9％にまで増加し、
「エ．勉強時間が確保できず単位を落と
した」は17.7％に及ぶ（「イ．定期試験
前の休みがとれなかった」のも25.0％と
非深夜勤務群に比べて多い）。
　深夜時間帯のアルバイトのリスク、す
なわち、生活リズムや健康に悪影響を及
ぼし、学業にマイナスの影響を与えがち
であることは、教員の経験則からも明ら
かである。深夜に働かざるを得ない状況
があるのかもしれないが、注意が必要で
ある。
　なお下記は、働き方や勤務に関する自
由記述をまとめたものである。人手不足
を訴える声が多い。人手不足で勤務を休
めなかったりシフトを増やされるなどの
悪影響が懸念される。

【023】最近バイト先が変わり、テスト休みなどが十分にとれるかが不安。
【026】１人にかかる仕事の重さがひどい。
【033】人手不足、時給が低い。
【046】�上記イ・エ〔定期試験前の休みがとれなかった・勉強時間が確保できず単

位を落とした〕が一番大きな問題でした。
【054】�学生が休暇を取りづらい雰囲気がある。店長の機嫌の上がり下がりが激し

すぎて非常にストレスでめんどくさい。
【063】人不足で辞めにくい。
【069】やることが多い。
【070】年末、帰省したかったのにギリギリまで働かされた。
【095】生活リズムがくるう。
【103】居酒屋がブラックすぎた。長時間労働あたりまえ。
【116】�仕事量も多く複雑で大変なので辞めたいが、半年かけて育ててくれた先輩

の手前辞めないで力になりたい。というのを悩み続けて数か月たちます。
【127】希望通りのシフト、時間にならない。急な出勤要請が多い。
【129】土日の人が足りていないこと。
【137】�シフト発表が次の月の前日ということが恒常化している。一方でバイトの

シフト希望は守られていない。
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【172】�塾講師のアルバイトをやっていたときサービス残業が多く社員の人ともめ
た。研修の時と仕事内容が違った。

【176】�授業やゼミの関係で有休をとると、その曜日にもよるが、その後１週間は
休みがなくずっと働くことになり、休みをとらない方がよいことと思って
きた。また、バイトによって腰や背中に痛みが出てきたので病院に行きた
いがそんな時間がなく、授業でのレポートを作る時間もなく、していない
時のほうが、生活が良かったように感じてきた。こんな状態なら辞めた方
がいいのだろうか？

【192】�客質が悪い。人手不足。店長を除く社員の移動が激しく、相談などがしに
くい。店長が短気。家から遠い店への応援。定時であがれない。昇給の条
件が明確でない。交通費の条件が月15回以上の勤務で上限が8000円。

【199】�労働時間削減を要求したり、人員が減少した分を補充しなかったりするの
に対し、営業規模は昨年までよりも拡大したままになっており、人員も機
材も明らかに不足していること。

【209】�希望より多くシフトを入れられ断れない状況なので、人手をもっと増やし
て欲しいという思いがある。

【211】�前日の夜遅くに連絡が来たり、その時に急に休みが決まったり、出勤要請
がある。

【242】研修期間が少なく新人が不完全な状態で独り立ちする。
【252】�コンビニのバイトで常にワンオペをさせられる。ワンオペをさせられる割

には時給が低い。毎日、遅刻をしてくる人がいる。
【258】�３年目になって重要な仕事をまかされる点については受け入れるが、新人

を店長が育てないでいるせいでベテランの負担が大きくなっている。
【312】人手が足りなくて、希望していないシフトにも組み込まれる。
【315】日給の時、休憩がうまく取れていなくて最低賃金以下になることもあった。
【330】人手が足りない。
【346】人手が少ない。
【353】定時で帰れない。
【363】希望休３回は頭おかしい。
【368】人が足りない。学業に支障はないが、急にシフトが入ることがある。
【369】仕事内容や幅が広すぎて覚えられない。
【371】�人手が足りない。メンバーが足りないときは姉妹店からヘルプを頼んでい

る（８月にホールの社員が１人になり、８月から毎月のことである）。予
約が多い日や他のメンバーが体調を崩したり身内の不幸があると、予定よ
り早く出勤させられたり休みの日でも出勤をさせられたりする。自分より
後に出勤した人が自分より先に上がっていることがある。

【372】休日に何もできない（午後から夜まで働くため）。
【375】朝がはやい。
【391】�バイトのシフトが基本的に17時～のため、５限の授業を履修できず、ゼミ

等の場合を除いてほとんどあきらめている。
【425】つらい。
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【432】土日に休みがほしい。
【433】忙しい。
【448】すぐ辞める人間の穴埋めをしなければならない。
【454】会社そのものがブラック企業。いつつぶれてもおかしくない経営状況。
【459】自分にできること以上を求められる。
【465】マニュアルがない。
【480】繁忙期の12時間連続シフトがつらい。

１）アルバイトの主な目的と、収入に占める生活費・学費等の支出割合

４．アルバイトの目的、暮らし・経済状況

図表４－１　アルバイトの主な目的（複数回答可）

図表４－２　�アルバイト収入のうち生活費・学費・教材費・書籍代・通学費・就職活動
費（以下、「生活費・学費等」）に費やす割合（対象は「生活費・学費等」
に回答した者）
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　図表４－１は、アルバイト経験のある
学生に尋ねた、アルバイトをする主な目
的（複数回答可）である。
　最多は「ア．趣味娯楽、部活やサーク
ルなど自由に使えるお金を得たい」（84.6
％）で、次いで「カ．社会経験を積みた
い」（37.6％）であるが、「イ．生活費を
稼ぐ必要がある」も２割超（22.9％）を
占めた。
　「２部生」に限ると、最多はやはり「ア．
趣味娯楽、部活やサークルなど自由に使
えるお金を得たい」であるものの、「イ．
生活費を稼ぐ必要がある」が全体の３分
の１を超え、また、「ウ．学費や教材費・
書籍代を稼ぐ必要がある」も３割に達し
ているなど、生活費や学費の捻出を目的
にあげる者がより多い。

　続く図表４－２は、上記の設問で「生
活費」「学費・教材費・書籍代」「通学費」
「就職活動費」（以下、「生活費・学費等」）
に１つでも回答した学生（１部では４割
強、２部では６割強の学生）に１割刻み
で尋ねた、アルバイト収入におけるそれ
らの割合である。
　結果は、「約２割」が一番多く21.0％
であった。「約５割」以上も少なくない。
合計で、回答者全体の４割を占める。「２
部生」に限ると５割を超えている。
　アルバイトをしている学生と一括りに
言っても、全ての収入を自由に使える学
生がいる一方で、収入の少なからぬ部分
を「生活費・学費等」に費やす学生もい
ることが示された。

２）暮らしの状況、修学の継続
図表４－３　暮らしの状況 図表４－４　�アルバイト収入や奨学金が

なかった場合の修学の継続
困難度

　最後に、暮らしの状況や学費捻出の困
難度を尋ねた。
　まず、暮らしの状況を五段階で回答し
てもらったところ（図表４－３）、最多
は「普通」で、ゆとりがある（「大変ゆ
とりがある」、「ややゆとりがある」）を
足しあわせると、82.6％に達する。
　一方で、17.3％の学生が苦しい（「や
や苦しい」、「大変苦しい」）と答えている。
これを「２部生」に限るとその割合は
23.5％にまで増加する。

　次に、学費負担者からの支出だけで修
学は可能かどうかを尋ねたところ（図表
４－４）、42.1％が「十分に可能」と回
答している。
　ただ一方で残りは、「修学が不自由に
なる」「修学の継続は困難になる」と回
答している。とくに「２部生」では「修
学の継続は困難になる」だけで４割弱
（38.2％）を占める。
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　アルバイト収入や奨学金がなく、学費
負担者からの支出だけでは「修学の継続
は困難になる」という学生たちはどのよ
うな状況におかれているのか。「修学（継
続）困難」群と称して、残りの「修学（継
続）可能」群、「修学（継続）不自由」
群と比べてみる。所属の部別に分けてみ
てみた。
　第一に住まいをみると（図表は省略）、
学費捻出困難度と必ずしも明確な関係が
あるわけではないが、「修学困難」群で
は「実家・親元以外」が多い。「１部生」

では42.4％、「２部生」では38.5％である。
　第二に学生支援機構の奨学金の利用状
況は（図表５－１）、「修学困難」群で高
い。「１部生」で86.7％、「２部生」で
69.2％である。同群は、奨学金を利用す
ることで修学が可能になっている可能性
が高い。利用金額についても（図表５－
２）、高額の奨学金を借りている割合が
大きい。４年間で400万円弱になる月
８万円以上を借りている学生が「１部生」
で35.6％、「２部生」で29.6％である。

５．学費捻出の困難度別にみた学生の姿

図表５－１　�所属の部×学費捻出困難度
別にみた奨学金の利用者

図表５－３　�所属の部×学費捻出困難度
別にみた高校時代のアルバ
イト経験者

図表５－４　�所属の部×学費捻出困難度
別にみた現在のアルバイト
実施者

図表５－２　�所属の部×学費捻出困難度
別にみた奨学金の利用金額
の高い者
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図表５－５　�所属の部×学費捻出困難度
別にみた週の勤務時間数の
長い者

図表５－６　�所属の部×学費捻出困難度別にみた１カ月の平均的なアルバイト収入

図表５－７　所属の部×学費捻出困難度別にみたアルバイトの主な目的（複数回答可）

　第三に高校時代のアルバイト状況をみ
ると（図表５－３）、「修学困難」群では、

アルバイト経験者が多い。先述のとおり
高校時代のアルバイト理由は不明である
が、学費や生活費を得ることが目的の一
つではなかったかと推測される。
　第四にアルバイトをしている割合は大
きくは変わらない（図表５－４）。「修学
可能」群でもアルバイト割合は高い。し
かしながら、時間数には違いがみられる
（図表５－５）。とくに２部の「修学困難」
群では勤務時間数の長い者が多く、例え
ば週に20時間以上が全体の３分の２
（66.7％）に及ぶ（ただし、昼に働くこ
とが一般的な２部では、「修学可能」群
でも長時間勤務者は少なくない）。
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図表５－８　�所属の部×学費捻出困難度別にみた、アルバイト収入のうち「生活費・学
費等」の占める割合の高い者（対象は「生活費・学費等」に回答した者）

　第五にアルバイト収入についてはどう
か（図表５－６）。「修学困難」群以外の
２群でも収入の多い者は少なくないが、
例えば、「１部生」の「修学困難」群で
はおよそ１割が、「２部生」の「修学困難」
群では２割弱が、「10万円以上」を稼い
でいる。
　第六にアルバイトの主な目的には大き
な違いがみられる（図表５－７）。すな

わち、「イ．生活費を稼ぐ必要がある」、
「ウ．学費や教材費・書籍代を稼ぐ必要
がある」、「エ．通学費を稼ぐ必要がある」
の割合が、他の２群に比べても大きい。
　そして第七に、「生活費・学費等」に
費やす割合も高い（図表５－８）。とく
に２部の「修学困難」群では、アルバイ
ト収入の７割以上を費やす者が全体の３
分の１超を占めている。

図表５－９　所属の部×住まいの種類別にみた、１カ月の平均的なアルバイト収入
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図表５－10　所属の部×住まいの種類別にみた、アルバイトの主な目的（複数回答可）

図表５－11　�所属の部×住まいの種類別にみた、アルバイト収入のうち「生活費・学費
等」の占める割合の高い者（対象は「生活費・学費等」に回答した者）

　ここで、以上に関連して、住まい（親
元・実家かそうでないか）と、アルバイ
ト収入、アルバイトの目的及び収入の使
途との関係をみてみた。
　まずアルバイト収入は（図表５－９）、
「１部生」では「実家・親元」群で、収
入の多い者の割合がむしろ高いのに対し
て、「２部生」では「実家・親元以外」
群で高収入者が多い。
　アルバイトの目的についても（図表５
－10）、とくに「２部生」の「親元・実
家以外」群では、「イ．生活費を稼ぐ必

要がある」をあげる者が多い。また、「生
活費・学費等」に費やす割合が収入の５
割以上を占める者も、全体の４分３を占
める（図表５－11）。
　仕送り額の減少が「全国大学生活協同
組合連合会」の調査などで指摘されてい
る。北海学園大学教育開発運営委員会
（2016）では、「２部生」の「実家・親
元以外」群では、そもそも「仕送りのな
い」者が４割を超えていた。以上につい
ても補足情報としてあげておく。
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６．アンケート調査のまとめと、提言

　最後に、アンケート調査の結果をふま
えた提言をメモ的にまとめる。過去の『ア
ルバイト白書』なども参照されたい。

１）経済的支援の必要性
　第一に、学生に対する経済的な支援の
必要性を感じた。
　本調査では、日本学生支援機構の奨学
金を利用している学生は45.9％であっ
た。奨学金がなければ修学の継続が不自
由・困難という学生も多く、大学で学ぶ
上で奨学金は必要不可欠なものとなって
いた。
　しかし、現在の学生支援機構の奨学金
は貸与型であり、有利子の第２種が中心
である。
　つまり、多くの学生が借金をしながら
修学している。これは大きな問題である。
　経済的な事情で修学ができない学生を
なくすため、給付型奨学金の一層の拡充
が必要である。加えて、せめて貸与型奨
学金は全て無利子にすべきではないか。
　奨学金に加えて、政策課題として「急
浮上」してきた、高等教育の無償化につ
いても速やかな実現を期待したい。

２）学生アルバイト問題への対応
　第一に、学業への悪影響を回避する必
要がある。
　今回の調査では、アルバイトが学業に
及ぼすマイナスの影響について把握を試
みた。実際、休みが取れない、睡眠を取
ることが出来ないなどの問題点がみられ
た。また、先に見た課題（経済的支援）
とも重なるが、学費や生活費の捻出を理
由に長時間働く者も一定数みられた。少
なくとも試験期間・前の休みは確保され
るべきである。
　もちろん試験期間・前に休みを与えな

いことが法律違反にあたるわけではな
い。ただ学生バイトの場合には少なくと
も、労使は、労働契約時にこうした修学・
試験事情などをよく話し合い、お互いに
理解を深め納得した上で、契約を取り交
わす必要がある。
　厚生労働省と文部科学省は連携して、
使用者・経済界に対して、学生の適切な
労働条件の確保を強く求めていくべきで
はないだろうか。
　第二に、休めない、という上記の問題
とも関わって、職場における人手不足の
解消が必要である。
　本調査でも、職場に人手が足りなく、
そのしわ寄せが学生アルバイトに来てい
るという自由記述が目立った。人手が足
りないと感じたら、個人的に、または、
後でみる労働組合などを通じて、使用者
に人員補充を訴えてみてはどうか。
　企業には、労働環境や時給の改善を通
じた人手不足の解消を求めたい。それで
も人手不足がなお解消できないのであれ
ば、営業時間の短縮や無計画な出店の見
直しなどを行い、アルバイトへの負担を
減らすべきではないか。とくに24時間
営業のコンビニやチェーンの飲食店など
はそのことを検討すべきではないか。
　第三に、最低賃金の引上げが必要であ
る。
　学費や生活費のためにアルバイトをし
ている学生は少なくなかった。また、自
由記述には仕事内容と賃金が見合ってい
ないと感じているという記述も見られ
た。学生だから安く使ってもよい、とい
う考え方はおかしいのではないか。先ほ
ど経済的支援の必要性をあげたが、同時
に、仕事・働きに対する公正な賃金の支
払いが求められるのではないか。
　第四に、学生へのワークルールの周知
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が必要である。
　学生の無知に付け込む会社が存在す
る。アルバイトをする際には最低限、簡
単なワークルールは理解して、おかしな
ことがあった場合には気付くことができ
るようになる必要がある。
　その点で日本では、ワークルールにつ
いて学ぶ機会が少ないと感じる。本調査
でも、高校段階からアルバイトをしてい
る者が存在し、大学生になればほぼ全て
の学生がアルバイトを経験していた。高
校・大学でワークルールについて学ぶ機
会を積極的に作るべきである。
　最後に、労働組合を学ぶ必要性である。
　職場の様々な問題を個々人で解決する
のが難しいことは経験からも明らかであ

る。労働組合は労働問題解決のための大
きな力となることを、研修で学んだ（別
冊の『学校で労働法・労働組合を学ぶ　
札幌地域労組に聞いてみよう　労働組合
ってどうすごいんですか？』2017年11
月発行を参照）。
　しかし、私たちがそうであったように、
ほとんどの学生は労働組合について知ら
ない。また、アルバイト先に労働組合が
あるケースもまれではないか。
　日本には、企業別の労働組合が主流だ
が、学生ユニオン、地域労働組合、職種
別の労働組合など様々な形態の組合があ
ることや、企業別組合を超えた機能につ
いて学んだ。労働組合を知る・学ぶ機会
を増やすべきではないか。

自由記述

【032】たまに嫌な客がいること。
【051】僕は店長が嫌いでした。
【079】�ワイは使用者の奴隷じゃないん

んや !!
【171】�事務所にこもりＰＣ作業をして

いるフリをして業務をする気が
ない社員のために働かされてい
る。

【174】�どうしても合わない人がいます
が、どう仲良くなればいいのか
わかりません。

【203】たまに社員の態度にいらつく。
【270】�人間関係がめんどくさい（特に

パートのおばちゃん）。トイレ
くらいすっと行かせてくれ。

【281】人間関係。

【302】�一緒にシフトに入っている人が
使えない。

【337】店長がめんどくさい。
【370】人間関係。
【374】非常識な人が多い。
【377】�理不尽な理由で怒られることが

何度かあった。
【404】客にけつとか足とかさわられる。
【410】�クレーム対応をすることがある

が、できれば全部社員さんに任
せたい…

【419】�常識外れな人がよくくる（女子
高生の恰好をした中年男性や、
接客した際手を撫でてくる男
性、店内において脱糞、遠くか
ら怒鳴りつける、レジの前で服

（�１）職場の人間関係や対客との関係で生じている問題などをまとめました。前者をみ
る際には、人手不足など職場の状況を考慮に入れる必要があると思います。後者に関
しては、期せずして、悪質クレーム・迷惑行為に関する、労働組合が実施した調査の
結果が話題になりましたが、学生は、「小売店」や「飲食店」など、まさに接客の「前
線」で働いており、気になるところです。
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を脱ぎだす等）。
【415】�カードを持参しなかった客から

どうにかしてカードから支払え
るようにしてくれと頼まれ電話
番号と個人情報を提示された
が、Web 登録も何もしていない
客なのでどうにも出来ないと断
ったところ逆ギレされた。

【420】�先輩が嫌だ。私がしていた仕事
をとりあげ、嫌な仕事をおしつ
けてくる。

【450】�警備員という仕事上仕方ないが、
お客様からムチャなクレームを
受けたり、なぐられることがあ
る。

【043】�稼ぎたくても、22時にはあがら
される。

【060】新人ばかり早く帰りがち。
【091】�生徒の数にシフトが左右される

ので、入りたくても入れない。
稼げない。

【094】�家庭の事情で複数のバイトを掛
け持ちしている学生がなかなか
出勤しなくて困っている。

【168】�スタッフルームが汚いときがあ
り、誰かがやらないとゴミや汚
れがそのままな時があって大変
だらしないと思う。（上司に言
って少しは改善された。）

【186】�後輩（大学・専門大学１～２年生）
たちのバイトへの意識が低い。
早く帰りたい、楽に稼ぎたいと
思っているのだろうか。自分は
リーダーとして、教室の向上、
生徒の志望校合格に向けて様々
な教室運営をしているが、なか
なか意識の統一が出来ません。
とても悩んでいます。

【234】�逆に出勤時間が短いため、ゆと
りのある生活が困難。

【275】�夜間学生でも入れるシフトを増
やしてほしい。

【298】�労働を始める際に、雇用契約書
を書くことがなかった。クレジ
ット払いの利息を客側に払わせ
る体制があった。オーナーが労
働法を軽く見る傾向があった。

【318】�働くことに意欲的になれず、こ
の先不安である。

【334】�年寄りが多くて、若い子が少な
い。

【355】�単発的なアルバイトは固定的な
アルバイトと比較すると、個人
情報の管理などに不安が残る会
社なども見受けられたので、バ
イト先を慎重に選ぶ必要がある
なと感じました。

【361】�カップルのバイトが地味にうざ
い。気の合う男が少ない。

【366】ロッカーがない。

（２）その他の自由記述です。稼ぎたいという訴えが気になりました。
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　「雇用契約書」や「就業規則」という
ものを知っていますか。
　これらは、働く際に重要な情報が書か
れたものなのですが、多くの学生たちは
あまり関心を持たずに働き始めているよ
うです。
　簡単に説明すると、第一に、雇用契約
書には、あなた（働く人）と使用者（会
社）との間で取り結んだ契約内容が書か
れています。
　具体的には、契約期間、契約更新の基
準、就業場所及び業務、労働時間、賃金、
退職について、昇給の有無、退職手当の
有無、賞与の有無、などです。
　第二に就業規則は、その職場における、
より詳細な労働条件が書かれたもので
す。いわば職場におけるルールブックと
も言えるでしょう。
　第三に、なぜこれらが大事なのかと言
えば、働き始めるということは契約を取
り交わすということです。その契約内容、
職場の労働条件の変更はお互いが好き勝
手に出来るわけではありません。
　ところが現実には、言った、言わない、
というトラブルが起きがちであったり、
勝手な契約変更が起きがちです。とくに
それは、経済的な立場の弱い労働者の側
に不利な事態となってあらわれます。そ
こで法律では、雇用契約書の提示や就業
規則の作成・周知徹底を使用者に義務付
けることで働く人の保護を目的としてい

るのです。
　第四に、雇用契約時のポイントは下記
のとおりです。

①契約期間
②契約更新の基準
③就業場所及び業務
④労働時間
⑤賃金
⑥退職・解雇
⑦昇給の有無
⑧退職手当の有無
⑨賞与の有無
⑩有給休暇

　本章では、以上のポイントに従って、
実際の雇用契約書や就業規則をみながら
適宜コメントをしていきます。
　正確に言うと、現物そのものではなく、
テキストデータに起こしたものです。レ
イアウトを変更しているほか、支障のな
い範囲で文言の一部を変えています。注
意すべき箇所に下線を引きました。
　なお、それに先だって次頁に、厚生労
働省のウェブサイト（「アルバイトを雇
う際、始める前に知っておきたいポイン
ト」）に示された、労働契約時に提示さ
れるべき労働条件をまとめた、ひながた
を掲載しておきます。まずこちらをじっ
くりみて、提示されるべき内容を確認し
てください。

第３章　資料調査にみる学生アルバイト
� ――働くときは雇用契約書や就業規則を確認しよう！



● ●46

出所：�厚生労働省ウェブサイト「アルバイトを雇う際、始める前に知っておきたいポイント」の「ア
ルバイトをする前に知っておきたい７つのポイント」より。
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①契約期間
　学生アルバイトの場合、半年や１年な
ど期間の定めのある契約が一般的である
と思われます。なかには、１カ月など短
期間の契約を繰り返し更新する場合もあ
ります。自分の契約期間がどうなってい
るのかの確認が必要です。

②契約更新の基準
　契約更新の基準は、記載があっても抽
象的な場合が多いように思いました。更
新がされない、つまり、雇い止め（や解
雇）に関しては一定の規制が本来は設け
られています。
　もし疑問があれば、どういう場合に更
新されない場合があるのかを使用者に前
もって聞いておくことが、トラブルの回
避の上でも望ましいと思います。

③就業場所及び業務内容
　就業場所はどこなのか、また、業務（仕
事）の内容はどんなものであるのかを確
認しましょう。
　自宅に近いから、あるいは、通学路の
途中だからと働き始めたのに、就業場所
を変更されて困った、とか、想定外の、
つまり、契約時に合意していないような
業務をさせられて困るといった訴えが
時々聞かれます。ちゃんと確認をしてお
きましょう。

④労働時間
　勤務シフト（曜日・時間）が固定の場
合と、一定期間ごとに作成される場合と
があります。
　よく問題になるのは、人手不足を背景

に、急な勤務要請があったり、勤務を想
定以上に増やされることです。どちらの
場合も、契約の変更を要請されている、
のであって、希望しないのであれば（嫌
なのであれば）、要請をことわることが
できます。応じてしまうと逆にそれは労
使で合意したことにみなされてしまうの
で、注意しましょう。
　とくに、「勤務日以外にも出勤を命じ
ることがある」などと契約書に書かれて
いる場合には、具体的な内容の確認が事
前に必要だと思います。
　なおアンケート調査では、定期試験前
や定期試験期間中に休みが取れなかった
学生が少なくありませんでした。
　定期試験への配慮を契約書に記載して
もらうなどが理想的です。

⑤賃金
　まず、最低賃金を下回っていないか確
認しましょう。2017年10月から、北海
道の最低賃金額は810円です。
　また、深夜（22時から５時）の労働
には25％以上の割増賃金が発生し、法
定労働時間（１日８時間）を超える労働
にも、25％以上の割増賃金が発生します。
　支払われている賃金に疑問を感じたら
使用者に率直に尋ね、それでも納得がい
かなければ、地域の労働組合や労働基準
監督署などに相談してみましょう（給与
明細などは捨てないように！）。

⑥退職・解雇
　期間の定めがない雇用契約の場合、２
週間前に退職の意思を使用者に伝えれば
退職できます。

４．まとめ

　資料調査の結果や、前の章のアンケート調査の結果などをふまえ、雇用契約を結ぶ際
に注意すべきことなどをまとめました。
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　期間に定めのある雇用、つまり、有期
雇用の場合には、労使双方とも、契約に
拘束される力が強いのですが、強制労働
は禁止されていますので、やむを得ない
事情があれば労働者が辞めることは可能
です。辞める際のルールについても、あ
らかじめきちんと確認をしておくことが
望ましいです。
　なお、例えば、契約内容と異なる労働
条件であったなど合理的な理由がある場
合には、そく辞めてもなんら問題にはな
りません。
　「辞めたいなら代わりの人を連れてこ
い。連れてくるまでは辞めさせない」な
どと言われるケースもありますが、その
ような指示に従う必要はありません。

⑦昇給の有無
　求人広告に「昇給あり」などと書かれ
ている場合がありますが、実際には、そ
の要件や内容はあいまいなことが多いと
思います。こんなにも働いているのに一
向に昇給が無い！と不満のもとになって
しまいますので、事前に確認をしましょ
う。

⑧退職手当の有無、⑨賞与の有無
　ほとんどのアルバイトには支給されな
いと思われますが、いちおう確認をして
おきましょう。

⑩有給休暇
　アルバイトであっても、６カ月以上継
続勤務し、労働日の８割以上に出勤して
いれば有給休暇を取得することができま
す。また、どのような理由でも取得する
ことができます。
　ただし雇用契約書に明記されている事
例はあまり見かけないので、どのような
規程になっているか、就業規則などを確
認させてもらいましょう。

　雇用契約書（の写し）をもらったり、
就業規則を見せてもらうことに、何ら躊
躇する必要はありません。みなさんがあ
まり意識することのない（しかしながら、
重要な文書である）就業規則も、本来は
内容の周知が使用者に義務づけられてい
るのです（労働基準法第106条）。
　しかし、実際に今回の「資料調査」に
取り組んでみると、見せてもらうことさ
え苦労しました。
　例えばコンビニで働く学生Ｃさんは、
就業規則や36協定をコピーさせてもら
うことは可能かとオーナーに頼んでみま
した。
　すると、鍵付の棚の中にあった就業規
則と36協定をぱらぱらと見せてはもら
えましたが、就業規則は本社が作成した
マニュアルを各店舗でアレンジして使う
ようなシステムになっていることなどか
ら、コピーはさせてもらえませんでした。
　後日にあらためてオーナーに掛け合っ
てみましたが、もし就業規則が欲しいな
ら本部に連絡して欲しいと言われ、入手
することはできませんでした。
　コピーは無理であっても、そもそも自
由に閲覧することができない（鍵付きの
棚に入っている）点は、周知義務という
点で疑問が残るものでした。
　また、同じくコンビニで働く学生Ｄさ
んは、雇用契約書をそもそも受け取って
いませんでした。そこで雇用契約書と就
業規則の２点の提供をお願いしました。
　店長の反応は、前者については「必要
なら作っておくから」と言われ、後者に
ついては「渡すことはできないけれども
壁に貼ってあるから」と言われました。
　契約書を受け取って驚いたのは、自分
が期間に定めがある雇用契約を結んで働
いていたことです。かれこれ１年半ほど
働いていますが、更新の手続きをしたこ
とは一度もありませんでした。
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　以上の私たちの経験のように、働く上
で大事な雇用契約書や就業規則を確認せ
ずに働き始めている学生は少なくないの
ではないでしょうか。とりわけ就業規則
を見たことのない学生はむしろ多いと思
います。
　その中で、ときに疑問や不満をもった

まま悶々と働いていたり、場合によって
は、トラブルになったりしているのでは
ないでしょうか。
　社会人として働く前に、雇用契約書や
就業規則を確認する習慣を身につけてお
くことをお勧めします。

・厚生労働省『これってあり？まんが�知って役立つ労働法Ｑ＆Ａ』
・厚生労働省『知って役立つ労働法――働くときに役立つ基礎知識』
・厚生労働省『パートタイム労働者の適切な労働条件のために』
・東京都『これだけは知っておきたい！働くときの知識（高校生版）』
・東京都『大学生・短大生・専門学生の皆さんへ　アルバイトを始める前に』
・�東京都『どうなる？こんなトラブル！　パート・アルバイト、派遣社員、契約社員で働く方の
ためのＱ＆Ａ』
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に
書
面
く
だ
さ
れ

　
　
　
　

�

け
っ
こ
う
い
い
給
料
っ
て
耳
打
ち
さ
れ
た
の
に
残
業
代
込
み

な
ん
て
マ
ジ
か
い

・
急
だ
け
ど
明
日
の
九
時
か
ら
お
願
い
ね�

�

そ
ん
な
理
不
尽
も
う
通
り
ま
せ
ん
。　

Ｋ
・
Ｙ

・
何
よ
そ
れ
あ
な
た
話
が
違
う
じ
ゃ
な
い�

�

し
ば
ら
く
実
家
に
帰
っ
て
や
る
わ　

Ｋ
・
Ｎ

・
あ
れ
あ
れ
れ
？
話
が
違
う
ぞ
オ
イ
店
長
。�

�

時
計
の
短
針
坂
下
り
中　

Ｏ
・
Ａ

・
や
く
そ
く
と
違
い
ま
す
の
で
帰
り
ま
す�

�

あ
な
た
の
金
で
帰
り
ま
す
の
で　

Ｈ
・
Ｙ

・「
こ
の
バ
イ
ト
も
う
や
め
ま
す
」
と
伝
え
て
も�

�

「
君
が
い
な
く
ち
ゃ
…
」
こ
う
い
う
と
き
だ
け　

Ｓ
・
Ｍ

・
店
の
長お

さ

な
ら
紙
の
一
枚
く
れ
た
っ
て
い
い
じ
ゃ
な
い
の�

�

い
ざ
明
示
せ
よ　

Ｋ
・
Ｍ

・
労
働
の
条
件
話
す
店
長
の
滑
舌
悪
い
が�

�

「
は
い
、
わ
か
り
ま
し
た
」　

Ｓ
・
Ｋ

・
あ
あ
、
こ
れ
は
！
最
初
の
や
つ
と
は
違
う
じ
ゃ
な
い
か
！�

�
バ
イ
バ
イ
さ
よ
な
ら
、
お
さ
ら
ば
ウ
ソ
ツ
キ
。　

Ｍ
・
Ａ

・「
聞
い
て
ま
せ
ん
。」「
書
面
読
ん
だ
の
？
」「
読
ん
で
ま
せ
ん
。」�

�
（
そ
う
い
や
書
面
、
も
ら
っ
て
ね
ぇ
や
…
）　

Ｕ
・
Ｔ
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・
給
与
出
た
明
細
く
だ
さ
い
え
っ
な
い
の
？�

�

ネ
ッ
ト
で
見
る
の
ね
最
初
に
言
っ
て　

Ｆ
・
Ｓ

・「
も
う
帰
る
？
帰
る
ん
で
す
か
本
当
に
？
」�

�

「
帰
り
ま
す
と
も
残
業
イ
ヤ
で
す
」　

Ｆ
・
Ｓ

・
十
三
時
契
約
書
に
は
書
い
て
た
が�

�
あ
れ
は
嘘
だ
十
一
時
か
ら　

Ｍ
・
Ｔ

・
契
約
の
紙
に
書
か
れ
た
好
待
遇
こ
れ
は
建
前
？�

�
そ
れ
と
も
ホ
ン
ト
？　

Ｙ
・
Ｋ

・
あ
い
わ
か
っ
た
契
約
内
容
把
握
済
み�

�

口
じ
ゃ
あ
な
い
さ
親
指
を
く
れ　

Ｍ
・
Ｔ

・
辞
め
た
い
で
す
「
な
ん
で
」
だ
っ
て
？�

�

や
め
て
よ
ね
自
分
の
胸
と
省
令
に
訊
い
て　

Ｔ
・
Ｒ

・
い
い
笑
顔
い
い
言
葉
に
高
給
料
で
も�

�

白
い
紙
に
書
か
れ
て
い
な
い　

Ｆ
・
Ｔ

・
電
車
代
自
腹
で
通
う
バ
イ
ト
先�

�

タ
ウ
ン
ワ
ー
ク
に
交
通
費
あ
り　

Ｔ
・
Ｋ

・「
や
れ
る
よ
ね
？
」
冷
た
い
笑
顔
断
れ
ず�

�

会あ
な
た社

に
と
っ
ち
ゃ
俺
は
社ペ

ッ
ト畜

か　

Ｏ
・
Ｓ

・
契
約
書
？
そ
ん
な
の
あ
っ
た
か
と
ふ
と
思
う�

�

そ
う
し
て
過
ぎ
た
、
は
や
三
年　

Ｓ
・
Ｍ

・
オ
イ
オ
イ
オ
イ
サ
ー
ビ
ス
残
業
ム
リ
ム
リ
ム
リ�

�

こ
ん
な
と
こ
ろ
ヤ
メ
テ
ヤ
ラ
ァ　

Ｆ
・
Ｔ

・「
レ
ジ
の
中
お
金
が
マ
イ
ナ
ス
違
算
払
っ
て
」�

�

「
契
約
に
な
い
、
そ
れ
は
い
か
ん
！
」　

Ｓ
・
Ｍ

・
疑
っ
て
見
な
き
ゃ
分
か
ら
ぬ
本ほ

ん
と当

の
給
料�

�

大
事
な
時
間
安
売
り
は
嫌　

Ｓ
・
Ｍ

・「
サ
イ
ン
し
て
」
す
る
の
は
い
い
が�

�

そ
の
書
類
い
つ
に
な
っ
た
ら
僕
に
く
れ
る
の
か　

Ｋ
・
Ｓ

・
ウ
ソ
を
つ
け
！
休
み
を
寄
こ
せ
！
給
料
も
！�

�

募
集
要
項
全
部
噓
か
よ
…
…　

Ｈ
・
Ｋ

・
眉
間
皺
ワ
カ
ル
デ
シ
ョ
？
や
め
て
く
れ�

�

価
値
観
押
し
つ
け
ワ
カ
ッ
テ
タ
マ
ル
カ　

Ｆ
・
Ｍ

・
と
り
あ
え
ず
こ
こ
に
サ
イ
ン
よ
ろ
し
く
ね�

�

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
ま
だ
読
ん
で
る
じ
ゃ
ん　

Ｓ
・
Ｋ

・「
有
給
ね
あ
っ
た
の
に
ね
う
ち
の
店
」�

�

駅
に
立
ち
よ
り
ａ
ｎ
の
冊
子
を　

Ｈ
・
Ｍ
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・
企
業
は
ね
だ
ま
っ
て
い
ま
す
損
だ
か
ら�

�

確
認
し
ま
し
ょ
う
基
準
法
を　

Ｋ
・
Ａ

【
課
題
・
２　

�
現
在
か
、
過
去
に
体
験
し
た
ア
ル
バ
イ
ト
に
つ
い
て
、

感
じ
た
こ
と
を
、
短
歌
に
し
て
み
よ
う
（「
ブ
ラ
ッ
ク

バ
イ
ト
」
を
意
識
し
な
く
て
も
可
！
）】

・
電
話
で
の
ク
レ
ー
ム
応
対
声
や
わ
ら
か�

�
し
か
し
表
情
舌
打
ち
寸
前　

Ｆ
・
Ｔ

〔
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
／
現
在
〕

・
コ
ミ
ュ
力り

ょ
く

に
欠
け
る
あ
な
た
の
「
誠ま

じ
め
さ実

」
は�

�

握
手
を
求
め
る
子
ら
へ
の
右
手　

Ｋ
・
Ｙ

〔
教
育
施
設
／
過
去
〕

・
契
約
時
九
時
半
ま
で
の
は
ず
な
の
に�

�

毎
回
時タ

イ
ム
オ
ー
バ
ー

間
外
労
働
ふ
ざ
け
る
な　

Ｈ
・
Ａ

〔
家
庭
教
師
／
過
去
］

・「
生
徒
の
た
め
」
な
ん
て
言
っ
て
「
資
料
作
成
自自

己

負

担

費
で
ね
」�

�

６賃

金

未

払

い

万
８
９
０
０
円
最
後
は
、
夜
逃
げ　

Ｈ
・
Ａ

〔
家
庭
教
師
／
過
去
］

・「
あ
と
で
良
い
よ
！
」言
わ
れ
て
五
分
後
、「
ま
だ
や
っ
て
な
い
の
？
」�

�

…
…
あ
と
で
良
い
っ
て
言
っ
た
じ
ゃ
ん　

Ｈ
・
Ａ

〔
飲
食
店
／
現
在
］

・
済
ん
だ
皿
一
枚
二
枚
と
ま
た
洗
う�

�

誰
か
が
皿
屋
敷
の
話
し
て
る　

Ｋ
・
Ｎ

〔
飲
食
業
／
現
在
］

・
夏
の
昼
直
射
日
光
浴
び
な
が
ら
肉
体
労
働
八
百
円
毎
時　

Ｈ
・
Ｙ

〔
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
／
過
去
］

・
わ
か
っ
て
る
自
分
で
選
ん
だ
店
だ
か
ら�

�

最
低
賃
金
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル　

Ｔ
・
Ｋ

〔
カ
フ
ェ
店
員
／
現
在
］

・
こ
の
店
で
ま
だ
二
回
目
の
夏
な
の
に�

�

気
が
つ
き
ゃ
ベ
テ
ラ
ン
仲
間
入
り　

Ｔ
・
Ｋ

〔
カ
フ
ェ
店
員
／
現
在
］

・
呼
ん
だ
の
は
あ
な
た
で
す
よ
、�

�

お
客
様
呼
ん
で
迷
う
の
禁
止
で
し
て
よ　

Ｏ
・
Ａ

〔
飲
食
／
現
在
］

・
笑
顔
に
は
に
っ
こ
り
ス
マ
イ
ル
心
か
ら
、�

�

悪
態
客
に
は
ひ
き
つ
り
笑
顔　

Ｏ
・
Ａ

〔
飲
食
／
現
在
］
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・
廃
棄
品
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
は
内
緒
ね
と�

�

い
ち
ご
に
焼
き
肉
お
惣
菜
品　

Ｔ
・
Ｍ

〔
ス
ー
パ
ー
の
裏
方
／
過
去
〕

・
神コ

ン
ビ
ニ様

と
よ
く
言
わ
れ
る
が
日
本
な
ら
善
神
、�

�

悪
神
い
る
の
に
気
づ
け　

Ｈ
・
Ｙ

〔
コ
ン
ビ
ニ
／
過
去
〕

・
の
こ
さ
れ
た
シ
ャ
リ
と
わ
た
し
か
え
り
た
い�

�

魚
と
い
っ
し
ょ
に
海
に
か
え
り
た
い　

Ｉ
・
Ｓ

〔
お
寿
司
屋
店
員
／
現
在
］

・
ア
ル
バ
イ
ト
料
金
は
払
わ
れ
ず�

�

甘
太
郎
の
あ
ん
あ
ん
あ
ん
あ
ん　

Ｓ
・
Ｅ

〔
菓
子
／
過
去
］

・「
こ
れ
や
っ
て
」「
あ
れ
や
っ
と
い
て
」「
あ
と
こ
れ
も
」�

�

貴
方
は
社
員
私
は
バ
イ
ト　

Ｓ
・
Ｍ

〔
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
接
客
／
現
在
］

・
年
末
と
年
始
に
わ
た
し
休
み
な
し�

�

大
晦
日
で
も
元
日
で
さ
え　

Ｓ
・
Ｍ

〔
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
接
客
／
現
在
］

・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
る
今
日
は
下
手
な
あ
の
上
司�

�

×
×
日
の
シ
フ
ト
…
「
エ
ヌ
オ
ー
」
ざ
ま
あ
！　

Ｔ
・
Ｍ

〔
塾
講
師
／
過
去
］

・
３
ケ
タ
と
無
縁
な
バ
イ
ト
だ
け
れ
ど
も�

�

心
を
売
る
の
か
生
活
を
売
る
か　

Ｔ
・
Ｍ

〔
接
客
業
／
現
在
］

・
22
時
12
分
に
な
っ
た
頃�

�

半
ま
で
い
る
か
ま
か
な
い
を
取
る
か
…
…　

Ｋ
・
Ｍ

〔
居
酒
屋
／
現
在
〕

・
一
日
に
２
０
０
円
の
お
駄
賃
じ
ゃ�

�

そ
も
そ
も
お
店
に
辿
り
着
け
な
い　

Ｋ
・
Ｍ

〔
居
酒
屋
／
現
在
〕

・
教
室
に
独
裁
者
あ
り
我
々
、�

�

う
ご
き
に
う
ご
き
う
ご
き
に
う
ご
く　

Ｉ
・
Ｓ

〔
塾
／
過
去
］

・
小
銭
を
渡
す
右
の
手
の
指
先
と�

�

君
の
手
の
ひ
ら
時
ド
キ
ッ
触
れ
る　

Ｋ
・
Ｒ

〔
コ
ン
ビ
ニ
店
員
／
過
去
］
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・
眠
た
く
て
フ
ラ
フ
ラ
く
ら
む
売
れ
ぬ
パ
ン
引
き
下
げ�

�

時
刻
＝
目
覚
め
の
時
間　

Ｋ
・
Ｒ

〔
コ
ン
ビ
ニ
店
員
／
現
在
］

・
わ
あ
す
ご
い
！
と
っ
て
も
美
味
し
い
、
ま
た
来
た
い
！�

�

言
葉
の
チ
ッ
プ
に
喜
ぶ
終
電
。　

Ｈ
・
Ｋ

〔
居
酒
屋
／
現
在
］

・
通
知
音
〝
宿
題
終
わ
ら
な
い
(><)
〟�

�

（
あ
、
そ
っ
か
）
真
夏
の
火
曜
25
時　

Ｎ
・
Ｔ

〔
家
庭
教
師
／
過
去
］

・
食
べ
て
み
て
看
板
商
品
袋
に
は
…
そ
う
！�

�

ド
ゥ
ー
ブ
ル
フ
ロ
マ
ー
ジ
ュ
２
つ
。　

Ｓ
・
Ｎ

〔
物
販
（
レ
ジ
、
試
食
）
／
現
在
〕

・
渡
辺
と
渡
部
あ
と
は
渡
邉
と
３
人
い
ま
す�

�

ど
の
ワ
タ
ナ
ベ
で
？　

Ｓ
・
Ｍ

〔
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
老
人
ホ
ー
ム
、
保
育
園
／
過
去
〕

・
終
電
で
笑
顔
の
仮
面
外
し
方�

�

グ
グ
っ
て
み
て
も
０
件
ヒ
ッ
ト　

Ｓ
・
Ｍ

〔
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
老
人
ホ
ー
ム
、
保
育
園
／
過
去
〕

・
初
給
日
の
出で

め
ん面

を
ぎ
っ
と
に
ぎ
り
し
め�

�

家
に
帰
ろ
う
は
や
く
帰
ろ
う　

Ｓ
・
Ｍ

〔
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
老
人
ホ
ー
ム
、
保
育
園
／
過
去
〕

・
手
袋
を
重
ね
て
も
手
は
氷
じ
ゃ
な
い
の�

�

投
げ
た
く
な
る
な
る
焼
き
立
て
パ
ン　

Ｓ
・
Ｋ

〔
パ
ン
屋
／
現
在
］

・
イ
レ
ズ
ミ
や
金
髪
ヤ
ン
キ
ー
ヤ
ク
ザ
ま
で�

�

ヤ
バ
イ
奴
ら
の
サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル　

Ｓ
・
Ｒ

〔
コ
ン
ビ
ニ
店
員
／
現
在
］

・
見
ら
れ
て
る
常
に
ど
こ
で
も
気
が
抜
け
ず�

�

自
由
に
好
き
に
さ
せ
て
く
れ　

Ｏ
・
Ｒ

〔
焼
肉
屋
／
過
去
］

・
朝
開
け
て
夜
閉
め
る
た
め
昼
帰
る�

�

夢
の
中
で
も
休
ま
ず
レ
ジ
打
ち　

Ｍ
・
Ｅ

〔
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
／
過
去
］

・
肩
ト
ン
ト
ン
「
鍵
閉
め
頼
む
ね
」「
わ
か
り
ま
し
た
！
」�

�

あ
れ
、
今
日
お
れ
ラ
ス
ト
じ
ゃ
ね
ぇ
や
…　

Ｕ
・
Ｔ

〔
塾
講
師
／
現
在
〕
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・
お
会
計
投
げ
た
り
床
へ
落
と
し
た
り�

�

年
確
し
た
い
厄
介
オ
ヤ
ジ　

Ｉ
・
Ｓ

〔
飲
食
店
／
現
在
〕

・
や
す
み
の
ひ
と
つ
ぜ
ん
く
る
よ
出
勤
願
い�

�
わ
た
し
の
や
す
み
は
い
つ
く
る
の
か
な　

Ｋ
・
Ｄ

〔
飲
食
店
／
過
去
］

・
夢
を
売
り
子
供
笑
顔
に
ア
ル
バ
イ
ト
夢
は�

�
お
金
に
な
ら
な
い
け
れ
ど　

Ｈ
・
Ｍ

〔
イ
ベ
ン
ト
／
過
去
］

・
不
快
音
ス
マ
ホ
手
に
と
る
ま
た
社
員
…�

�

店
…
店
ま
た
か
よ
ヘ
ル
プ　

Ｙ
・
Ｒ

〔
コ
ン
ビ
ニ
店
員
／
現
在
〕

・
少
し
だ
け
遅
く
な
っ
た
ら
口
き
か
ず�

�

無
言
の
圧
力
次
出
る
日
ま
で　

Ｍ
・
Ｔ

〔
飲
食
、
複
合
施
設
の
レ
ス
ト
ラ
ン
／
現
在
〕

・
混
ぜ
て
飲
む
二
層
の
サ
ワ
ー
は
い
お
待
ち�

�

見
た
目
は
き
れ
い
作
る
の
大
変　

Ｍ
・
Ｔ

〔
飲
食
、
複
合
施
設
の
レ
ス
ト
ラ
ン
／
現
在
〕

・
労リ

レ
ー働

終
え
次
の
走シ

フ
ト者

へ
バ
ト
ン
パ
ス�

�

さ
れ
ど
も
い
な
い
、
次
の
ラ
ン
ナ
ー　

Ｙ
・
Ｋ

〔
コ
ン
ビ
ニ
店
員
／
現
在
・
過
去
］

・
若
身
一
つ
期
待
に
応
え
て
せ
っ
せ
こ
せ�

�

期
待
持
て
な
い
畑
の
未
来　

Ｍ
・
Ｔ

〔
農
家
／
過
去
］

・
カ
ラ
ン
カ
ラ
ン
お
わ
る
時
間
に
増
え
る
客�

�

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
」「
は
い
」
あ
あ
残
業　

Ｈ
・
Ｎ

〔
飲
食
店
／
現
在
］

・
わ
か
ら
な
い
こ
の
年
に
な
っ
て�

�

許
さ
れ
ぬ
真
似
ご
と
だ
け
ど
時
給
は
千
円　

Ｔ
・
Ｒ

〔
家
庭
教
師
／
現
在
〕

・
ど
う
し
て
だ
？
契
約
週
６
だ
っ
た
の
に�

�

数
え
て
み
れ
ば
連
勤
８
日
目　

Ｔ
・
Ｓ

〔
ア
パ
レ
ル
／
過
去
〕

・
あ
る
も
の
は
ノ
ル
マ
契
約
時
間
越
え
の
出げ

ん
じ
つ

退
勤�

�

な
い
も
の
は
タ
イ
ム
カ
ー
ド
と
残
業
代
よ　

Ｎ
・
Ｓ

〔
ベ
ッ
ド
メ
イ
ク
／
現
在
〕
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・
違
法
で
は
そ
う
感
じ
て
も�

�

強
引
に
や
れ
よ
や
れ
よ
と
客
を
引
く　

Ｅ
・
Ｓ

〔
客
引
き
店
員
／
過
去
〕

・
忙せ

わ

し
い
日
並
ぶ
お
客
が
文
句
言
う�

�
気
に
入
ら
な
い
な
ら
と
っ
と
と
帰
れ　

Ｔ
・
Ｍ

〔
お
菓
子
屋
店
員
／
現
在
〕

・
レ
ジ
対
応
商
品
渡
す
と
「
あ
り
が
と
う
」�

�

そ
の
一
言
が
何
よ
り
も
好
き　

Ｔ
・
Ｍ

〔
お
菓
子
屋
店
員
／
現
在
］

・
ま
た
お
越
し
（
に
な
る
な
く
る
な
）
く
だ
さ
い
ま
せ�

�

テ
ン
プ
レ
ー
ト
な
接
客
こ
と
ば　

Ｋ
・
Ｓ

〔
寿
司
屋
ブ
ラ
ッ
ク
／
過
去
］〔
物
販
ホ
ワ
イ
ト
／
現
在
〕

・「
使
え
ね
ぇ
」
罵
倒
の
言
葉
に
教
え
な
し�

�

飛
ぶ
膝
蹴
り
に
意
味
は
な
し　

Ｔ
・
Ｋ

〔
サ
ー
ビ
ス
業
／
過
去
］

・
引
っ
越
し
作
業
知
ら
な
い
こ
と
を
や
れ
と
言
わ
れ
る�

�

蹴
ら
れ
た
の
は
い同

じ

バ

イ

ト

の

と
こ
の
話　

Ｔ
・
Ｋ

〔
サ
ー
ビ
ス
業
／
過
去
］

・
３
年
目
バ
イ
ト
は
な
れ
て
き
た
け
れ
ど�

�

や
る
こ
と
増
え
て
も
給
料
上
が
ら
ず　

Ｓ
・
Ｈ

〔
飲
食
店
／
現
在
〕

・
休
み
の
日
確
認
し
た
ら
電
話
が
来�

�

明
日
来
れ
る
？
は
い
四
連
勤　

Ｓ
・
Ｈ

〔
飲
食
店
／
現
在
〕

・
好
き
だ
か
ら
は
じ
め
た
バ
イ
ト�

�

続
け
る
と
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
嫌
い
に
な
っ
て
い
く　

Ｉ
・
Ｒ

〔
寿
司
製
造
／
現
在
］

・
店
長
が
「
俺
が
言
わ
な
い
と
何
も
で
き
な
い
」�

�

そ
う
で
す
あ
な
た
が
リ
ー
ダ
ー
だ
か
ら
。　

Ｏ
・
Ｙ

〔
コ
ン
ビ
ニ
店
員
／
現
在
］

・
狂
い
そ
う
リ
ピ
ー
ト
さ
れ
る
入
店
音�

�

早
く
買
っ
て
よ
レ
ジ
出
れ
な
い　

Ｏ
・
Ｙ

〔
コ
ン
ビ
ニ
店
員
／
現
在
］

・
ド
ア
修
理
ワ
ッ
ク
ス
が
け
や
ド
ブ
掃
除�

�

な
ん
の
バ
イ
ト
か
？
カ
ラ
オ
ケ
店
さ　

Ｏ
・
Ｓ

〔
カ
ラ
オ
ケ
店
／
現
在
］
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・
三
代
目
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
ビ
ー
バ
ー
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｂ
Ａ
Ｎ�

�

パ
リ
ピ
の
チ
ュ
ー
ン
俺
仕
事
中　

Ｏ
・
Ｓ

〔
カ
ラ
オ
ケ
店
／
現
在
］

・「
汚
し
ち
ゃ
っ
た
、
ご
め
ん
」
の
言
葉
で
救
わ
れ
る�

�
おあ

な

た

客
さ
ん
の
笑
顔
プ
ラ
イ
ス
レ
ス　

Ｓ
・
Ｍ

〔
ラ
ー
メ
ン
店
／
現
在
〕

・
母
ス
マ
ホ
イ
ヤ
ホ
ン
つ
け
て
子
は
ゲ
ー
ム�

�

祖
父
母
は
苦
笑
こ
れ
が
家
族
か　

Ｓ
・
Ｍ

〔
ラ
ー
メ
ン
店
／
現
在
〕

・「
す
み
ま
せ
ん
！
こ
の
カ
ー
ド
あ
り
ま
す
？
」「
い
ら
な
い
で
す
。」�

�

バ
イ
ト
す
る
度
フ
ラ
れ
倒
す
…
。　

Ｆ
・
Ｔ

〔
カ
ー
ド
販
売
営
業
／
過
去
〕

・
契
約
は
四
時
間
で
約
三
０
０
０
円
の
は
ず
な
の
に�

�

暇
す
ぎ
早
上
が
り
一
日
二
二
０
０
円　

Ｎ
・
Ｍ

〔
ス
ー
パ
ー
の
お
惣
菜
コ
ー
ナ
ー
／
過
去
］

・
着
物
き
て
着
飾
り
化
粧
し
観
る
演
歌�

�

後
日
の
ホ
ー
ル
は
化
け
の
皮
剥
が
れ
ま
く
り　

Ｓ
・
Ｍ

〔
ホ
ー
ル
清
掃
／
現
在
］

・
エ
ロ
本
を
朝
か
ら
買
う
客
に
嫌
が
ら
せ�

�

「
袋
に
お
入
れ
い
た
し
ま
す
か
？
」　

Ｓ
・
Ｍ

〔
コ
ン
ビ
ニ
店
員
／
過
去
］

・「
質
問
の
返
事
は
明
日
に
教
え
る
ね
」
勤
務
時
間
内�

�

涙こ
れ
ぞ
ホ
ワ
イ
ト

が
出
そ
う�　

Ｈ
・
Ｓ

〔
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
／
現
在
］

・「
あ
れ
は
こ
う
」「
そ
れ
は
こ
う
だ
よ
」
み
ん
な
に
学
ぶ�

�

だ
け
ど
言
う
事
十
人
十
色　

Ｓ
・
Ｍ

〔
某
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
部
門
／
現
在
］

・「
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
！
」「
な
ん
で
そ
う
な
の
！
」�

�

言
わ
れ
て
も
お
そ
わ
っ
た
と
お
り
し
た
だ
け
な
の
に
…　

Ｓ
・
Ｍ

〔
某
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
部
門
／
現
在
］

・「
17
時
ま
で
に
」「
学
校
あ
る
の
で
あ
が
り
ま
す
」�

�

そ
う
言
っ
て
る
の
に
何な

に
ゆ
え故

止
め
る
の
？　

Ｓ
・
Ｍ

〔
某
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
部
門
／
現
在
］

・
二
十
分
毎
の
怒
鳴
り
声�

�

寝
れ
な
い
家
に
帰
っ
て
も
消
え
て
く
れ
な
い　

Ｋ
・
Ｓ

〔
居
酒
屋
／
現
在
〕
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・
楽
だ
け
ど
、
買
い
取
り
だ
け
は
や
め
て
く
れ
。�

�

袋
の
穴
は
最
初
か
ら
だ
よ
…
…　

Ｈ
・
Ｋ

〔
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
／
過
去
〕

・
効
果
音
ね
、
分
か
る
し
ょ
？
満
足
気�

�
分
か
る
か
ー
い
。
心
の
ツ
ッ
コ
ミ　

Ｆ
・
Ｍ

〔
居
酒
屋
ラ
ン
チ
厨
房
ス
タ
ッ
フ
／
現
在
］

・
注
意
？
怒
っ
て
る
??�

�

す
み
ま
せ
ん
客
と
店
員
ど
っ
ち
優
先　

Ｆ
・
Ｍ

〔
居
酒
屋
ラ
ン
チ
厨
房
ス
タ
ッ
フ
／
現
在
］

・
厳
し
い
と
イ
ビ
リ
は
違
う
の
理
解
し
て�

�

お
わ
か
り
で
す
か
酒
に
話
す
夜　

Ｓ
・
Ｋ

〔
飲
食
チ
ェ
ー
ン
／
現
在
］

・
ま
だ
行
く
な
、
も
う
す
こ
し
だ
け
待
っ
て
く
れ�

�

こ
こ
の
片
付
け
が
終
わ
っ
た
ら
に
し
て　

Ｓ
・
Ｋ

〔
飲
食
チ
ェ
ー
ン
／
現
在
］

・
佐
藤
さ
ん
優
し
い
笑
顔
大
好
き
で
は
ず
む
会
話�

�

お
客
よ
来
る
な　

Ｈ
・
Ｍ

〔
ス
ー
パ
ー
レ
ジ
／
過
去
〕

・
働
く
と
チ
ッ
と
気
に
な
る
客
の
マ
ナ
ー�

�

こ
こ
は
あ
な
た
の
お
う
ち
じ
ゃ
な
い
よ　

Ｋ
・
Ａ

〔
コ
ン
ビ
ニ
（
フ
ァ
ミ
マ
）
／
現
在
］

・
並
べ
方
自
分
の
や
り
方
探
し
出
せ�

�

後
に
言
わ
れ
た
そ
ん
な
の
言
っ
て
な
い　

Ｃ
・
Ｔ

〔
書
店
員
／
過
去
〕

・
半
年
で
新
人
一
人
任
さ
れ
た
困
っ
て
い
る
と�

�

「
な
ぜ
知
ら
ん
の
だ
」
教
わ
っ
て
な
い
か
ら
さ　

Ｃ
・
Ｔ

〔
書
店
員
／
過
去
〕

・
世
間
さ
ま
周
り
の
皆
が
思
う
に
は�

�

頼
め
ば
従
う
なコ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ん
で
も
屋　

Ｉ
・
Ｔ

〔
コ
ン
ビ
ニ
店
員
／
現
在
］

・
そ
の
人
の
朝
が
始
ま
る
一
瞬
を�

�

僕
が
担
お
う
良
い
挨
拶
で　

Ｋ
・
Ｒ

〔
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・
フ
ロ
ン
ト
／
現
在
］

・
僕
、
い
つ
も
こ
き
使
わ
れ
る
の
で
す
、�

�

け
ど
任
さ
れ
て
い
る
頼
り
に
な
る
、
僕　

Ｋ
・
Ｒ

〔
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・
フ
ロ
ン
ト
／
現
在
］
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・
有
給
が
二
ヵ
月
経
っ
て
も
振
り
込
ま
れ
な
い�

�

請
求
し
て
も
返
事
は
な
く
…
…
。　

Ｙ
・
Ｍ

〔
元
コ
ン
ビ
ニ
店
員
／
現
在
進
行
形
〕

・
ど
う
ぞ
ご
覧
下
さ
い
ま
せ
！�

�

「
美
味
し
そ
う
！
」
と
言
っ
て
通
り
す
ぎ
る
客　

Ｙ
・
Ｍ

〔
某
菓
子
店
／
現
在
］

・
辛
く
て
も
通
帳
見
れ
ば
ご
機
嫌
に�

�

明
日
も
働
く
か
社
畜
す
る
か　

Ｙ
・
Ｍ

〔
某
菓
子
店
／
現
在
］

・
バ
イ
ト
で
は
営
業
ス
マ
イ
ル
全
開
で�

�

家
に
帰
る
と
途
端
に
真
顔　

Ｍ
・
Ａ

〔
コ
ン
ビ
ニ
／
過
去
］



資 料

１．学生アルバイトアンケート調査票

２．学生アルバイトアンケート調査結果一覧表
　１）単純集計
　２）クロス集計
　　　（１）所属の部別
　　　（２）所属の部×学部別
　　　（３）所属の部×学費捻出の困難度別
　　　（４）所属の部×住まい別



1 
 

◆調査のお願い：私たちのゼミ（経済学部・川村ゼミ）では、北海学園生の学生生活やアルバイトに関する調

査・研究をしています。 

 ・アルバイトを経験したことがない人も対象となります。 

 ・結果は統計的にまとめます。個人が特定されることはありません。安心してお答えください。 

◆回答方法：質問に対して該当する番号を○で囲んでください。回答は原則としてひとつのみです。但し、複

数回答可の質問が一部にあるのと、自由記述の箇所もあります。 

◆回収方法：その場で回収させていただきます。間に合わない場合には、後日に、川村雅則（教員）のメール

BOX に入れていただいても構いません。 

◆調査の結果につきましては、11 月初旬をめどに発表予定です。 

 

Ⅰ．あなたのことについてお聞きします。 

 

問１ 所属の部は ①１部    ②２部  

問２ 学年は   ①１年生   ②２年生   ③３年生   ④４年生 

問３ 学部は   ①経済学部  ②経営学部  ③法学部   ④人文学部  ⑤工学部 

問４ 性別は   ①男性    ②女性 

問５ 住まいは  ①実家・親元 ②実家・親元以外 

 

Ⅱ．学生生活（履修状況・学習時間、課外活動、奨学金利用）についてお聞きします。 

 

問１ 今年の前期の１週間の履修コマ数はいくつでしたか。 

 ①５コマ以下    ②６～８コマ    ③９，１０コマ    ④１１，１２コマ 

 ⑤１３，１４コマ  ⑥１５，１６コマ  ⑦１７，１８コマ   ⑧それ以上 

 

問２ そのうちどの位の割合で単位を取得できましたか。 

 ①すべて取得できた  ②９割程度  ③７，８割程度  ④５，６割程度  ⑤それ以下 

 

問３ 授業時間を除く１週間の学習時間（予習・復習時間）の合計は 

①全くしていない  ②３０分程度       ③１時間程度   ④１時間超２時間未満 

⑤２時間程度    ⑥２時間超３時間未満   ⑦３時間以上 

 

問４ サークルや部活動には所属していますか。所属している場合、１週間の合計活動時間を教えてください。 

①所属していない 

②所属している  → 週に ①３時間未満    ②３～５時間未満  ③５～10 時間未満  

     ④10～15 時間未満  ⑤15～20 時間未満  ⑥20 時間以上  
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問５ 奨学金についてお聞きします。日本学生支援機構の奨学金を借りていますか。またその利用額は 

①利用していない 

②利用している  → 第１種の利用は ①３万円 ②５万４千円 ③６万４千円 

           第２種の利用は ①３万円 ②５万円 ③８万円 ④10 万円 ⑤12 万円 

 

問６ 日本学生支援機構以外の奨学金を利用して（給付されて）いますか。 

①利用していない 

②利用している  → ①北海学園奨学金 ②自治体の奨学金 ③その他の民間の奨学金 

 

Ⅲ．アルバイトについてお聞きします。 

 

問１ 高校時代にアルバイトの経験はありますか。 

①ない  ②ある → どんなお仕事ですか（                       ） 

 

＜以下、大学入学以後のアルバイトについてお聞きします＞ 

 

問２ 現在、アルバイトはしていますか。 

①現在、固定的なアルバイトをしている 

②現在、単発的なアルバイトをしている 

③現在はしていないが、大学入学以後に、アルバイトの経験がある 

④大学入学以後にアルバイトの経験はない → ｐ４最後の問へ 

 

問３ 現在を含めて、大学入学後に経験したアルバイトをお答えください（複数回答可）。 

①小売店店員 → コンビニ、スーパー、百貨店、専門店、その他小売店 

②飲食店店員 → ﾌｧｽﾄﾌｰﾄﾞ、ファミレス、居酒屋、ビアガーデン、バー、専門店、その他飲食店 

③教育関係  → 塾講師、家庭教師 

④コールセンター・テレアポ 

⑤肉体労働  → 引っ越し、製造ライン、イベント設営、その他肉体労働 

⑥キャンペーン・イベントスタッフ 

⑦その他（                                       ） 

 

問４ これまで、働く際、主にどのように労働条件や待遇を示されましたか。 

①雇用契約書などの書類  ②口頭での説明  ③示されていない  ④覚えていない 

 

問５ これまで、アルバイト先で有給休暇を取得したことはありますか。 

①取得したことはないし、店・店長からとくに説明を受けたことはない 

②店・店長から説明を受けたことはあるが、取得したことはない 

③実際に取得したことがある 
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＜以下（問８まで）は、今年度＝２０１７年４月以降にアルバイトを経験した方のみお答えください＞ 

 

問６ まず、夏休み前（４月から７月まで）の働き方とアルバイト収入についてお聞きします。 

 

１）主な勤務の時間帯は（例 ９：００～１３：００ １７：００～２２：００） 

      ：    ～    ：    

 

２）１か月の勤務日数は 

①９日以下 ②１０～１４日 ③１５～１９日 ④２０～２４日 ⑤２５日以上 

 

３）１週間の労働時間は 

①１０時間未満     ②１０～１５時間未満   ③１５～２０時間未満 

④２０～２５時間未満  ⑤２５～３０時間未満   ⑥３０時間以上 

 

４）１か月の平均的なアルバイト収入を教えてください（交通費は除きます）。 

①２万円未満  ②２万円台  ③３万円台  ④４万円台  ⑤５万円台 

⑥６万円台   ⑦７万円台  ⑧８万円台  ⑨９万円台  ⑩10 万円以上 

 

問７ 次に、今年の夏休み中の働き方とアルバイト収入についてお聞きします。 

 

１）夏休み中は通常よりアルバイトを増やしましたか（時間数を増やしたりバイトの掛け持ちなど）。 

①増やした  ②変わらない  ③減らした 

 

以下の２）、３）は、夏休み中にアルバイトを増やした、あるいは、減らした方のみお答えください。 

 

２）夏休み中の１週間の労働時間は 

①１０時間未満     ②１０～１５時間未満   ③１５～２０時間未満 

④２０～２５時間未満  ⑤２５～３０時間未満   ⑥３０時間以上 

 

３）夏休み中の１か月のアルバイト収入を教えてください（交通費は除きます）。 

①２万円未満  ②２万円台  ③３万円台  ④４万円台  ⑤５万円台 

⑥６万円台   ⑦７万円台  ⑧８万円台  ⑨９万円台  ⑩10 万円以上 

 

問８ 先月（２０１７年９月）のあなたの時給を教えてください。深夜時間（２２時以降）に働いている場合

には、その時給も記入してください。また、土日に時給が変わる場合には、その時給も記入してください。 

 

①平日の日中は      円  ②深夜は       円  ③土日（日中）は      円 

 

＜次頁は、大学入学後にアルバイトを経験した人全員にお聞きします＞ 
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問９ アルバイトをする主な目的はなんですか（複数回答可）。 

ア．趣味娯楽、部活やサークルなど、自由に使えるお金を得たい 

イ．生活費を稼ぐ必要がある   ウ．学費や教材費・書籍代を稼ぐ必要がある 

エ．通学費を稼ぐ必要がある   オ．就職活動にかかる費用を稼ぐ必要がある 

カ．社会経験を積みたい     キ．その他（                      ） 

 

問 10 上記問９で、イ～オを選択した人にお聞きします。アルバイト収入のうち、生活費・学費・教材費・

書籍代・通学費などに費やす割合はどの位ですか。 

①１割に満たない程度 ②約１割   ③約２割   ④約３割   ⑤約４割 

⑥約５割       ⑦約６割   ⑧約７割   ⑨約８割   ⑩それ以上 

 

問 11 これまで、アルバイト先で次のような経験はありますか。あてはまる全てに○をつけてください（複

数回答可）。とくにない場合には、シに○をつけてください。 

 

ア．急な出勤要請で授業やゼミに出られなかった イ．定期試験前の休みがとれなかった 

ウ．定期試験期間中も休みがとれなかった    エ．勉強時間が確保できず単位を落とした 

オ．普段、予習・復習の学習時間を作れない   カ．普段、希望通りの休みが取得しづらい 

キ．受けたい授業の履修をあきらめた      ク．アルバイトが忙しく睡眠時間が十分に取れない 

ケ．サークルや部活などの課外活動に支障が出た コ．就職活動に支障が出た 

サ．その他（                                      ） 

シ，とくにない 

 

アルバイト先で何か悩みや不満があれば、ご自由にお書き下さい。 

 

 

 

 

最後に、現在の暮らし・経済状況などについてお聞きします。 

 

問１ 暮らしの状況は次のどれにあてはまりますか。 

①大変ゆとりがある  ②ややゆとりがある  ③普通  ④やや苦しい  ⑤大変苦しい 

 

問２ 奨学金やアルバイト収入がなかった場合、学費負担者からの支出だけで修学は可能ですか。 

①十分に可能である  ②修学は不自由になる  ③修学の継続は困難になる 

 

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 



2017年度 北海学園大学 学生アルバイトアンケート調査結果（2017年12月作成）

493 100.0 205 100.0 48 100.0 94 100.0 29 100.0 13 100.0 44 100.0 30 100.0 27 100.0
1部 389 78.9 205 100.0 48 100.0 94 100.0 29 100.0 13 100.0
2部 104 21.1 44 100.0 30 100.0 27 100.0

493 100.0 389 100.0 104 100.0 205 100.0 48 100.0 94 100.0 29 100.0 13 100.0 44 100.0 30 100.0 27 100.0
1年生 15 3.0 11 2.8 4 3.8 4 2.0 1 2.1 2 2.1 3 10.3 1 7.7 1 3.3 2 7.4
2年生 245 49.7 189 48.6 56 53.8 126 61.5 23 47.9 24 25.5 9 31.0 7 53.8 31 70.5 8 26.7 15 55.6
3年生 180 36.5 143 36.8 37 35.6 49 23.9 21 43.8 58 61.7 12 41.4 3 23.1 12 27.3 15 50.0 10 37.0
4年生 53 10.8 46 11.8 7 6.7 26 12.7 3 6.3 10 10.6 5 17.2 2 15.4 1 2.3 6 20.0

493 100.0 389 100.0 104 100.0
経済学部 249 50.5 205 52.7 44 42.3
経営学部 51 10.3 48 12.3 3 2.9
法学部 124 25.2 94 24.2 30 28.8
人文学部 56 11.4 29 7.5 27 26.0
工学部 13 2.6 13 3.3

489 100.0 386 100.0 103 100.0 205 100.0 47 100.0 92 100.0 29 100.0 13 100.0 44 100.0 30 100.0 26 100.0
男性 319 65.2 238 61.7 81 78.6 140 68.3 22 46.8 57 62.0 11 37.9 8 61.5 42 95.5 25 83.3 12 46.2
女性 170 34.8 148 38.3 22 21.4 65 31.7 25 53.2 35 38.0 18 62.1 5 38.5 2 4.5 5 16.7 14 53.8

490 100.0 386 100.0 104 100.0 204 99.5 47 100.0 94 102.2 29 100.0 12 92.3 44 100.0 30 100.0 27 103.8
実家・親元 337 68.8 270 69.9 67 64.4 144 70.2 27 57.4 72 78.3 19 65.5 8 61.5 30 68.2 20 66.7 15 57.7
実家・親元以外 153 31.2 116 30.1 37 35.6 60 29.3 20 42.6 22 23.9 10 34.5 4 30.8 14 31.8 10 33.3 12 46.2

488 100.0 386 100.0 102 100.0 203 100.0 48 100.0 94 100.0 29 100.0 12 100.0 42 100.0 30 100.0 27 100.0
5コマ以下 23 4.7 16 4.1 7 6.9 5 2.5 7 7.4 3 10.3 1 8.3 6 20.0 1 3.7
6～8コマ 27 5.5 22 5.7 5 4.9 5 2.5 1 2.1 13 13.8 3 10.3 5 16.7
9，10コマ 42 8.6 30 7.8 12 11.8 18 8.9 3 6.3 6 6.4 1 3.4 2 16.7 4 9.5 4 13.3 3 11.1
11,12コマ 211 43.2 157 40.7 54 52.9 91 44.8 23 47.9 37 39.4 5 17.2 1 8.3 30 71.4 8 26.7 14 51.9
13,14コマ 106 21.7 96 24.9 10 9.8 57 28.1 13 27.1 19 20.2 5 17.2 2 16.7 3 7.1 2 6.7 5 18.5
15,16コマ 43 8.8 39 10.1 4 3.9 14 6.9 5 10.4 6 6.4 9 31.0 5 41.7 1 2.4 1 3.3 2 7.4
17,18コマ 13 2.7 10 2.6 3 2.9 5 2.5 3 3.2 2 6.9 1 2.4 2 7.4
それ以上 23 4.7 16 4.1 7 6.9 8 3.9 3 6.3 3 3.2 1 3.4 1 8.3 3 7.1 4 13.3

491 100.0 387 100.0 104 100.0 204 100.0 48 100.0 93 100.0 29 100.0 13 100.0 44 100.0 30 100.0 27 100.0
すべて取得できた 164 33.4 136 35.1 28 26.9 64 31.4 11 22.9 43 46.2 13 44.8 5 38.5 7 15.9 9 30.0 12 44.4
9割程度 168 34.2 133 34.4 35 33.7 83 40.7 14 29.2 20 21.5 13 44.8 3 23.1 16 36.4 7 23.3 10 37.0
7，8割程度 103 21.0 78 20.2 25 24.0 41 20.1 18 37.5 14 15.1 1 3.4 4 30.8 15 34.1 7 23.3 3 11.1
5，6割程度 39 7.9 28 7.2 11 10.6 11 5.4 4 8.3 12 12.9 1 3.4 5 11.4 5 16.7 1 3.7
それ以下 17 3.5 12 3.1 5 4.8 5 2.5 1 2.1 4 4.3 1 3.4 1 7.7 1 2.3 2 6.7 1 3.7

2部生1部生

2017年度前期の履修
コマ数

そのうちの単位取得
割合

所属の部

学年

1部生

学部別

2部生
人文学部法学部 人文学部 工学部 経済学部

所属学部

性別

住まい

単位：人，％

全体
所属の部別

経済学部 経営学部 法学部
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2017年度 北海学園大学 学生アルバイトアンケート調査結果（2017年12月作成）

2部生1部生
1部生

学部別

2部生
人文学部法学部 人文学部 工学部 経済学部

単位：人，％

全体
所属の部別

経済学部 経営学部 法学部

491 100.0 387 100.0 104 100.0 204 100.0 48 100.0 93 100.0 29 100.0 13 100.0 44 100.0 30 100.0 27 100.0
全くしていない 194 39.5 154 39.8 40 38.5 78 38.2 24 50.0 36 38.7 10 34.5 6 46.2 17 38.6 15 50.0 8 29.6
30分程度 86 17.5 67 17.3 19 18.3 37 18.1 9 18.8 13 14.0 5 17.2 3 23.1 11 25.0 1 3.3 6 22.2
1時間程度 99 20.2 73 18.9 26 25.0 46 22.5 7 14.6 13 14.0 6 20.7 1 7.7 9 20.5 8 26.7 8 29.6
1時間超2時間未満 40 8.1 32 8.3 8 7.7 14 6.9 3 6.3 11 11.8 3 10.3 1 7.7 2 4.5 2 6.7 3 11.1
2時間程度 33 6.7 30 7.8 3 2.9 13 6.4 2 4.2 8 8.6 5 17.2 2 15.4 2 4.5 1 3.3
2時間超3時間未満 17 3.5 13 3.4 4 3.8 6 2.9 1 2.1 6 6.5 2 4.5 1 3.3 1 3.7
3時間以上 22 4.5 18 4.7 4 3.8 10 4.9 2 4.2 6 6.5 1 2.3 2 6.7 1 3.7

491 100.0 387 100.0 104 100.0 203 100.0 48 100.0 94 100.0 29 100.0 13 100.0 44 100.0 30 100.0 27 100.0
所属していない 205 41.8 162 41.9 43 41.3 98 48.3 12 25.0 45 47.9 6 20.7 1 7.7 20 45.5 14 46.7 9 33.3
所属している 286 58.2 225 58.1 61 58.7 105 51.7 36 75.0 49 52.1 23 79.3 12 92.3 24 54.5 16 53.3 18 66.7

283 100.0 223 100.0 60 100.0 104 100.0 36 100.0 49 100.0 22 100.0 12 100.0 23 100.0 16 100.0 18 100.0
3時間未満 99 35.0 84 37.7 15 25.0 44 42.3 12 33.3 18 36.7 6 27.3 4 33.3 5 21.7 6 37.5 3 16.7
3～5時間未満 43 15.2 32 14.3 11 18.3 16 15.4 2 5.6 8 16.3 4 18.2 2 16.7 2 8.7 2 12.5 6 33.3
5～10時間未満 48 17.0 38 17.0 10 16.7 15 14.4 5 13.9 11 22.4 5 22.7 2 16.7 4 17.4 2 12.5 3 16.7
10～15時間未満 32 11.3 24 10.8 8 13.3 7 6.7 9 25.0 6 12.2 2 9.1 4 17.4 2 12.5 2 11.1
15～20時間未満 38 13.4 31 13.9 7 11.7 11 10.6 7 19.4 4 8.2 5 22.7 4 33.3 2 8.7 3 18.8 2 11.1
20時間以上 23 8.1 14 6.3 9 15.0 11 10.6 1 2.8 2 4.1 6 26.1 1 6.3 2 11.1

488 100.0 385 100.0 103 100.0 202 100.0 47 100.0 94 100.0 29 100.0 13 100.0 43 100.0 30 100.0 27 100.0
利用していない 264 54.1 214 55.6 50 48.5 111 55.0 30 63.8 50 53.2 16 55.2 7 53.8 24 55.8 15 50.0 11 40.7
利用している 224 45.9 171 44.4 53 51.5 91 45.0 17 36.2 44 46.8 13 44.8 6 46.2 19 44.2 15 50.0 16 59.3

216 100.0 163 100.0 53 100.0 86 100.0 17 100.0 41 100.0 13 100.0 6 100.0 19 100.0 15 100.0 16 100.0
利用していない 102 47.2 70 42.9 32 60.4 46 53.5 6 35.3 14 34.1 3 23.1 1 16.7 14 73.7 8 53.3 7 43.8
3万円 29 13.4 26 16.0 3 5.7 12 14.0 2 11.8 9 22.0 3 23.1 1 5.3 2 13.3
5万4千円 51 23.6 43 26.4 8 15.1 18 20.9 5 29.4 13 31.7 4 30.8 3 50.0 2 10.5 1 6.7 5 31.3
6万4千円 34 15.7 24 14.7 10 18.9 10 11.6 4 23.5 5 12.2 3 23.1 2 33.3 2 10.5 4 26.7 4 25.0

216 100.0 163 100.0 53 100.0 86 100.0 17 100.0 41 100.0 13 100.0 6 100.0 19 100.0 15 100.0 16 100.0
利用していない 97 44.9 78 47.9 19 35.8 31 36.0 10 58.8 22 53.7 10 76.9 5 83.3 3 15.8 7 46.7 9 56.3
3万円 19 8.8 15 9.2 4 7.5 12 14.0 3 7.3 1 5.3 2 13.3
5万円 54 25.0 37 22.7 17 32.1 24 27.9 2 11.8 9 22.0 2 15.4 8 42.1 3 20.0 4 25.0
8万円 25 11.6 15 9.2 10 18.9 8 9.3 2 11.8 3 7.3 1 7.7 1 16.7 6 31.6 2 13.3 2 12.5
10万円 15 6.9 15 9.2 10 11.6 2 11.8 3 7.3
12万円 6 2.8 3 1.8 3 5.7 1 1.2 1 5.9 1 2.4 1 5.3 1 6.7 1 6.3

216 100.0 163 100.0 53 100.0 86 100.0 17 100.0 41 100.0 13 100.0 6 100.0 19 100.0 15 100.0 16 100.0
3万円 37 17.1 30 18.4 7 13.2 18 20.9 2 11.8 7 17.1 3 23.1 2 10.5 4 26.7
5～5.4万円 94 43.5 71 43.6 23 43.4 36 41.9 6 35.3 20 48.8 6 46.2 3 50.0 8 42.1 4 26.7 9 56.3
6～6.4万円 28 13.0 19 11.7 9 17.0 6 7.0 3 17.6 5 12.2 3 23.1 2 33.3 1 5.3 4 26.7 4 25.0
8～9.4万円 29 13.4 19 11.7 10 18.9 12 14.0 2 11.8 3 7.3 1 7.7 1 16.7 6 31.6 2 13.3 2 12.5
10万円以上 28 13.0 24 14.7 4 7.5 14 16.3 4 23.5 6 14.6 2 10.5 1 6.7 1 6.3

授業時間を除く週の
学習時間（予習・復
習時間）の合計

サークルや部活等の
所属状況

週の合計活動時間

学生支援機構の奨学
金の利用状況

第1種奨学金の利用
状況

第2種奨学金の利用
状況

第1種と第2種の利用
状況

注：以下、奨学金利用者が対象
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2017年度 北海学園大学 学生アルバイトアンケート調査結果（2017年12月作成）

2部生1部生
1部生

学部別

2部生
人文学部法学部 人文学部 工学部 経済学部

単位：人，％

全体
所属の部別

経済学部 経営学部 法学部

473 100.0 371 100.0 102 100.0 196 100.0 45 100.0 92 100.0 27 100.0 11 100.0 43 100.0 29 100.0 27 100.0
利用していない 448 94.7 353 95.1 95 93.1 184 93.9 43 95.6 90 97.8 26 96.3 10 90.9 42 97.7 27 93.1 23 85.2
利用している 25 5.3 18 4.9 7 6.9 12 6.1 2 4.4 2 2.2 1 3.7 1 9.1 1 2.3 2 6.9 4 14.8

24 100.0 17 100.0 7 100.0 11 100.0 2 100.0 2 100.0 1 100.0 1 100.0 1 100.0 2 100.0 4 100.0
北海学園奨学金 10 41.7 7 41.2 3 42.9 4 36.4 2 100.0 1 100.0 1 100.0 2 50.0
自治体の奨学金 8 33.3 6 35.3 2 28.6 4 36.4 2 100.0 2 50.0
その他の民間の奨学金 5 20.8 4 23.5 1 14.3 3 27.3 1 100.0 1 50.0
複数回答 1 4.2 1 14.3 1 50.0

493 100.0 389 100.0 104 100.0 205 100.0 48 100.0 94 100.0 29 100.0 13 100.0 44 100.0 30 100.0 27 100.0
ない 362 73.4 296 76.1 66 63.5 154 75.1 29 60.4 74 78.7 27 93.1 12 92.3 28 63.6 19 63.3 16 59.3
ある 131 26.6 93 23.9 38 36.5 51 24.9 19 39.6 20 21.3 2 6.9 1 7.7 16 36.4 11 36.7 11 40.7

493 100.0 389 100.0 104 100.0 205 100.0 48 100.0 94 100.0 29 100.0 13 100.0 44 100.0 30 100.0 27 100.0
現在、固定的なアルバイトをしている 361 73.2 275 70.7 86 82.7 160 78.0 32 66.7 52 55.3 21 72.4 10 76.9 38 86.4 24 80.0 22 81.5
現在、単発的なアルバイトをしている 29 5.9 21 5.4 8 7.7 6 2.9 3 6.3 8 8.5 4 13.8 4 9.1 2 6.7 1 3.7
現在、固定バイト＋単発バイト 6 1.2 6 1.5 3 1.5 1 2.1 2 2.1
現在はしていないが、大学入学以後
に、アルバイトの経験がある

69 14.0 60 15.4 9 8.7 20 9.8 10 20.8 23 24.5 4 13.8 3 23.1 2 4.5 3 10.0 4 14.8

大学入学以後にアルバイトの経験はな
い

28 5.7 27 6.9 1 1.0 16 7.8 2 4.2 9 9.6 1 3.3

464 100.0 361 100.0 103 100.0 188 100.0 46 100.0 85 100.0 29 100.0 13 100.0 44 100.0 29 100.0 27 100.0
小売店店員 196 42.2 139 38.5 57 55.3 73 38.8 14 30.4 36 42.4 11 37.9 5 38.5 23 52.3 17 58.6 15 55.6
飲食店店員 244 52.6 194 53.7 50 48.5 101 53.7 29 63.0 47 55.3 12 41.4 5 38.5 26 59.1 12 41.4 10 37.0
教育関係 41 8.8 39 10.8 2 1.9 23 12.2 2 4.3 7 8.2 7 24.1 1 2.3 1 3.7
コールセンター・テレアポ 58 12.5 46 12.7 12 11.7 30 16.0 8 17.4 6 7.1 1 3.4 1 7.7 5 11.4 3 10.3 4 14.8
肉体労働 88 19.0 59 16.3 29 28.2 29 15.4 8 17.4 18 21.2 4 13.8 13 29.5 9 31.0 7 25.9
キャンペーン・イベントスタッフ 64 13.8 52 14.4 12 11.7 20 10.6 9 19.6 17 20.0 3 10.3 3 23.1 6 13.6 4 13.8 2 7.4
その他 58 12.5 43 11.9 15 14.6 16 8.5 6 13.0 9 10.6 6 20.7 6 46.2 3 6.8 6 20.7 5 18.5

464 100.0 362 100.0 102 100.0 189 100.0 46 100.0 85 100.0 29 100.0 13 100.0 44 100.0 28 100.0 27 100.0
契約書などの書面 326 70.3 244 67.4 82 80.4 137 72.5 29 63.0 54 63.5 18 62.1 6 46.2 32 72.7 24 85.7 24 88.9
口頭での説明 90 19.4 77 21.3 13 12.7 33 17.5 13 28.3 19 22.4 6 20.7 6 46.2 8 18.2 2 7.1 2 7.4
とくに何もなかった 13 2.8 10 2.8 3 2.9 6 3.2 3 3.5 1 3.4 2 4.5 1 3.6
覚えていない 35 7.5 31 8.6 4 3.9 13 6.9 4 8.7 9 10.6 4 13.8 1 7.7 2 4.5 1 3.6 1 3.7

464 100.0 362 100.0 102 100.0 189 100.0 46 100.0 85 100.0 29 100.0 13 100.0 44 100.0 29 100.0 27 100.0
取得したことはないし、店・店長から
とくに説明を受けてもいない

344 74.1 279 77.1 65 63.7 146 77.2 33 71.7 65 76.5 24 82.8 11 84.6 34 77.3 16 55.2 13 48.1

店・店長から説明を受けたことはある
が、取得したことはない

66 14.2 43 11.9 23 22.5 20 10.6 8 17.4 11 12.9 3 10.3 1 7.7 5 11.4 9 31.0 9 33.3

実際に取得したことがある 53 11.4 39 10.8 14 13.7 22 11.6 5 10.9 9 10.6 2 6.9 1 7.7 5 11.4 4 13.8 5 18.5
複数回答 1 0.2 1 0.3 1 0.5

現在のアルバイト状
況

※紙幅の都合で兼業の有
無を尋ねていないことに
留意

支援機構以外の奨学
金利用（給付）状況

その種類

高校時代のアルバイ
ト経験の有無

大学入学後のアルバ
イト経験（複数回答
可）

労働条件や待遇の提
示方法

有給休暇の取得状況
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2017年度 北海学園大学 学生アルバイトアンケート調査結果（2017年12月作成）

2部生1部生
1部生

学部別

2部生
人文学部法学部 人文学部 工学部 経済学部

単位：人，％

全体
所属の部別

経済学部 経営学部 法学部

406 100.0 314 100.0 92 100.0 170 100.0 39 100.0 70 100.0 23 100.0 12 100.0 39 100.0 25 100.0 25 100.0
深夜時間帯を含まず 277 68.2 202 64.3 75 81.5 120 70.6 24 61.5 38 54.3 15 65.2 5 41.7 29 74.4 19 76.0 25 100.0
深夜時間帯を含む 129 31.8 112 35.7 17 18.5 50 29.4 15 38.5 32 45.7 8 34.8 7 58.3 10 25.6 6 24.0

413 100.0 319 100.0 94 100.0 174 100.0 39 100.0 71 100.0 23 100.0 12 100.0 40 100.0 26 100.0 25 100.0
9日以下 63 15.3 56 17.6 7 7.4 26 14.9 9 23.1 12 16.9 6 26.1 3 25.0 2 5.0 4 15.4 1 4.0
10～14日 162 39.2 133 41.7 29 30.9 75 43.1 10 25.6 30 42.3 11 47.8 7 58.3 13 32.5 8 30.8 5 20.0
15～19日 126 30.5 92 28.8 34 36.2 50 28.7 14 35.9 22 31.0 5 21.7 1 8.3 13 32.5 8 30.8 13 52.0
20～24日 59 14.3 36 11.3 23 24.5 22 12.6 6 15.4 6 8.5 1 4.3 1 8.3 12 30.0 6 23.1 5 20.0
25日以上 3 0.7 2 0.6 1 1.1 1 0.6 1 1.4 1 4.0

412 100.0 317 100.0 95 100.0 171 100.0 39 100.0 71 100.0 24 100.0 12 100.0 41 100.0 26 100.0 25 100.0
10時間未満 65 15.8 55 17.4 10 10.5 32 18.7 5 12.8 10 14.1 6 25.0 2 16.7 6 14.6 3 11.5 1 4.0
10～15時間未満 93 22.6 81 25.6 12 12.6 39 22.8 7 17.9 21 29.6 10 41.7 4 33.3 1 2.4 8 30.8 2 8.0
15～20時間未満 118 28.6 95 30.0 23 24.2 52 30.4 16 41.0 20 28.2 3 12.5 4 33.3 10 24.4 5 19.2 6 24.0
20～25時間未満 64 15.5 42 13.2 22 23.2 26 15.2 4 10.3 10 14.1 1 4.2 1 8.3 12 29.3 5 19.2 5 20.0
25～30時間未満 52 12.6 31 9.8 21 22.1 19 11.1 5 12.8 6 8.5 1 4.2 9 22.0 4 15.4 8 32.0
30時間以上 20 4.9 13 4.1 7 7.4 3 1.8 2 5.1 4 5.6 3 12.5 1 8.3 3 7.3 1 3.8 3 12.0

（再掲）15時間以上 61.7 57.1 76.8 58.5 69.2 56.3 33.3 50.0 82.9 57.7 88.0
20時間以上 33.0 27.1 52.6 28.1 28.2 28.2 20.8 16.7 58.5 38.5 64.0

412 100.0 318 100.0 94 100.0 172 100.0 39 100.0 71 100.0 24 100.0 12 100.0 41 100.0 26 100.0 24 100.0
2万円未満 23 5.6 23 7.2 13 7.6 2 5.1 3 4.2 4 16.7 1 8.3
2万円台 23 5.6 17 5.3 6 6.4 6 3.5 5 12.8 6 8.5 2 4.9 3 11.5 1 4.2
3万円台 40 9.7 36 11.3 4 4.3 24 14.0 2 5.1 5 7.0 4 16.7 1 8.3 2 4.9 1 3.8
4万円台 56 13.6 51 16.0 5 5.3 27 15.7 4 10.3 14 19.7 6 25.0 3 7.3 2 8.3
5万円台 61 14.8 51 16.0 10 10.6 27 15.7 5 12.8 12 16.9 4 16.7 3 25.0 3 7.3 2 7.7 5 20.8
6万円台 57 13.8 42 13.2 15 16.0 21 12.2 6 15.4 10 14.1 2 8.3 3 25.0 4 9.8 5 19.2 4 16.7
7万円台 55 13.3 38 11.9 17 18.1 19 11.0 8 20.5 8 11.3 1 4.2 2 16.7 7 17.1 6 23.1 4 16.7
8万円台 46 11.2 29 9.1 17 18.1 19 11.0 3 7.7 6 8.5 1 8.3 10 24.4 4 15.4 3 12.5
9万円台 20 4.9 13 4.1 7 7.4 6 3.5 2 5.1 3 4.2 1 4.2 1 8.3 3 7.3 2 7.7 2 8.3
10万円以上 31 7.5 18 5.7 13 13.8 10 5.8 2 5.1 4 5.6 2 8.3 7 17.1 3 11.5 3 12.5

（再掲）6万円以上 50.7 44.0 73.4 43.6 53.8 43.7 25.0 58.3 75.6 76.9 66.7
7万円以上 36.9 30.8 57.4 31.4 38.5 29.6 16.7 33.3 65.9 57.7 50.0
8万円以上 23.5 18.9 39.4 20.3 17.9 18.3 12.5 16.7 48.8 34.6 33.3

注：以下、2017年4月から7月までの勤務状況

1ヶ月の勤務日数

1週間の勤務時間数

1ヶ月の平均的なア
ルバイト収入（交通
費は除く）

勤務に深夜時間帯が
含まれるか
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2017年度 北海学園大学 学生アルバイトアンケート調査結果（2017年12月作成）

2部生1部生
1部生

学部別

2部生
人文学部法学部 人文学部 工学部 経済学部

単位：人，％

全体
所属の部別

経済学部 経営学部 法学部

409 100.0 315 100.0 94 100.0 172 100.0 38 100.0 69 100.0 24 100.0 12 100.0 41 100.0 25 100.0 25 100.0
増やした 167 40.8 136 43.2 31 33.0 71 41.3 18 47.4 34 49.3 12 50.0 1 8.3 16 39.0 5 20.0 9 36.0
変わらない 189 46.2 143 45.4 46 48.9 82 47.7 16 42.1 25 36.2 9 37.5 11 91.7 21 51.2 14 56.0 10 40.0
減らした 53 13.0 36 11.4 17 18.1 19 11.0 4 10.5 10 14.5 3 12.5 4 9.8 6 24.0 6 24.0

166 100.0 135 100.0 31 100.0 70 100.0 18 100.0 34 100.0 12 100.0 1 100.0 16 100.0 5 100.0 9 100.0
10時間未満 8 4.8 8 5.9 4 5.7 2 11.1 2 5.9
10～15時間未満 15 9.0 13 9.6 2 6.5 7 10.0 4 11.8 2 16.7 2 12.5
15～20時間未満 34 20.5 30 22.2 4 12.9 16 22.9 4 22.2 6 17.6 4 33.3 3 18.8 1 20.0
20～25時間未満 36 21.7 28 20.7 8 25.8 16 22.9 3 16.7 7 20.6 2 16.7 3 18.8 2 40.0 2 22.2
25～30時間未満 35 21.1 25 18.5 10 32.3 13 18.6 4 22.2 7 20.6 1 8.3 5 31.3 1 20.0 4 44.4
30時間以上 38 22.9 31 23.0 7 22.6 14 20.0 5 27.8 8 23.5 3 25.0 1 100.0 3 18.8 1 20.0 3 33.3

166 100.0 135 100.0 31 100.0 70 100.0 18 100.0 34 100.0 12 100.0 1 100.0 16 100.0 5 100.0 9 100.0
2万円未満 4 2.4 4 3.0 1 1.4 1 5.6 2 5.9
2万円台 2 1.2 2 1.5 1 1.4 1 8.3
3万円台 6 3.6 6 4.4 3 4.3 1 5.6 2 5.9
4万円台 10 6.0 9 6.7 1 3.2 6 8.6 3 8.8 1 6.3
5万円台 13 7.8 12 8.9 1 3.2 8 11.4 1 5.6 2 5.9 1 8.3 1 6.3
6万円台 28 16.9 26 19.3 2 6.5 15 21.4 4 22.2 4 11.8 3 25.0 1 6.3 1 20.0
7万円台 19 11.4 15 11.1 4 12.9 7 10.0 5 14.7 3 25.0 1 6.3 1 20.0 2 22.2
8万円台 19 11.4 12 8.9 7 22.6 6 8.6 3 16.7 1 2.9 2 16.7 3 18.8 1 20.0 2 22.2
9万円台 19 11.4 14 10.4 5 16.1 8 11.4 3 16.7 2 5.9 1 100.0 3 18.8 1 20.0 1 11.1
10万円以上 46 27.7 35 25.9 11 35.5 15 21.4 5 27.8 13 38.2 2 16.7 6 37.5 1 20.0 4 44.4

（再掲）6万円以上 78.9 75.6 93.5 72.9 83.3 73.5 83.3 100.0 87.5 100.0 100.0
7万円以上 62.0 56.3 87.1 51.4 61.1 61.8 58.3 100.0 81.3 80.0 100.0
8万円以上 50.6 45.2 74.2 41.4 61.1 47.1 33.3 100.0 75.0 60.0 77.8

普段と比べての夏休
みの勤務量

1ヶ月の平均的なア
ルバイト収入（交通
費は除く）（夏休
み）

注：以下、夏休みのバイトを「増やした」群の回答

1週間の勤務時間数
（夏休み）
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2017年度 北海学園大学 学生アルバイトアンケート調査結果（2017年12月作成）

2部生1部生
1部生

学部別

2部生
人文学部法学部 人文学部 工学部 経済学部

単位：人，％

全体
所属の部別

経済学部 経営学部 法学部

356 100.0 272 100.0 84 100.0 154 100.0 34 100.0 55 100.0 19 100.0 10 100.0 37 100.0 23 100.0 22 100.0
786円以下 27 7.6 20 7.4 7 8.3 12 7.8 6 10.9 2 10.5 3 8.1 2 8.7 2 9.1
787円～799円 14 3.9 10 3.7 4 4.8 7 4.5 1 2.9 1 1.8 1 5.3 1 2.7 1 4.3 2 9.1
800円 47 13.2 35 12.9 12 14.3 19 12.3 4 11.8 8 14.5 2 10.5 2 20.0 6 16.2 3 13.0 2 9.1
801円～849円 83 23.3 59 21.7 24 28.6 27 17.5 6 17.6 17 30.9 6 31.6 3 30.0 11 29.7 7 30.4 5 22.7
850円 45 12.6 34 12.5 11 13.1 21 13.6 6 17.6 3 5.5 2 10.5 2 20.0 3 8.1 2 8.7 6 27.3
851～899円 30 8.4 24 8.8 6 7.1 15 9.7 3 8.8 6 10.9 3 8.1 2 8.7 1 4.5
900円 33 9.3 27 9.9 6 7.1 13 8.4 7 20.6 4 7.3 2 10.5 1 10.0 4 10.8 2 8.7
901～999円 30 8.4 24 8.8 6 7.1 13 8.4 4 11.8 5 9.1 1 5.3 1 10.0 1 2.7 2 8.7 3 13.6
1000円以上 47 13.2 39 14.3 8 9.5 27 17.5 3 8.8 5 9.1 3 15.8 1 10.0 5 13.5 2 8.7 1 4.5

平均値　（単位：円） 894 907 854 906 911 913 915 867 855 854 856
中央値　（単位：円） 850 850 830 850 855 830 810 833 830 830 845
標準偏差（単位：円） 200 224 75 182 213 330 246 86 70 70 91

123 100.0 107 100.0 16 100.0 50 100.0 15 100.0 31 100.0 5 100.0 6 100.0 10 100.0 5 100.0
999円以下 12 9.8 9 8.4 3 18.8 6 12.0 1 6.7 2 6.5 2 20.0 1 20.0
1000円 29 23.6 23 21.5 6 37.5 7 14.0 1 6.7 12 38.7 1 20.0 2 33.3 3 30.0 2 40.0
1001～1050円 23 18.7 21 19.6 2 12.5 10 20.0 2 13.3 7 22.6 2 33.3 1 10.0 1 20.0
1051～1100円 20 16.3 18 16.8 2 12.5 9 18.0 5 33.3 2 6.5 2 40.0 2 20.0
1101～1199円 28 22.8 26 24.3 2 12.5 15 30.0 5 33.3 5 16.1 1 20.0 1 10.0 1 20.0
1200円以上 11 8.9 10 9.3 1 6.3 3 6.0 1 6.7 3 9.7 1 20.0 2 33.3 1 10.0

平均値　（単位：円） 1100 1107 1053 1074 1072 1176 1137 1078 1075 1019
中央値　（単位：円） 1050 1056 1000 1062 1080 1012 1080 1034 1007 1000
標準偏差（単位：円） 367 390 132 86 93 714 155 96 159 68

23 100.0 18 100.0 5 100.0 9 100.0 2 100.0 7 100.0 4 100.0 1 100.0
49円以下 8 34.8 5 27.8 3 60.0 2 22.2 3 42.9 2 50.0 1 100.0
50円 8 34.8 8 44.4 4 44.4 2 100.0 2 28.6
51円以上 7 30.4 5 27.8 2 40.0 3 33.3 2 28.6 2 50.0

455 100.0 353 100.0 102 100.0 185 100.0 44 100.0 82 100.0 29 100.0 13 100.0 44 100.0 29 100.0 26 100.0
ア．趣味娯楽、部活やサークルなど、
自由に使えるお金を得たい

385 84.6 310 87.8 75 73.5 160 86.5 41 93.2 71 86.6 27 93.1 11 84.6 31 70.5 25 86.2 16 61.5

イ．生活費を稼ぐ必要がある 104 22.9 66 18.7 38 37.3 32 17.3 11 25.0 14 17.1 5 17.2 4 30.8 16 36.4 8 27.6 13 50.0
ウ．学費や教材費・書籍代を稼ぐ必要
がある

90 19.8 58 16.4 32 31.4 33 17.8 4 9.1 13 15.9 5 17.2 3 23.1 11 25.0 4 13.8 17 65.4

エ．通学費を稼ぐ必要がある 85 18.7 63 17.8 22 21.6 36 19.5 7 15.9 13 15.9 3 10.3 4 30.8 11 25.0 1 3.4 9 34.6
オ．就職活動にかかる費用を稼ぐ必要
がある

45 9.9 38 10.8 7 6.9 20 10.8 3 6.8 11 13.4 3 10.3 1 7.7 2 4.5 3 10.3 2 7.7

カ．社会経験を積みたい 171 37.6 131 37.1 40 39.2 65 35.1 13 29.5 35 42.7 13 44.8 5 38.5 14 31.8 12 41.4 12 46.2
キ．その他 21 4.6 17 4.8 4 3.9 11 5.9 3 6.8 2 2.4 1 3.4 2 4.5 2 7.7

時給額（平日・深
夜）

土日と平日の時給額
の差（日中）

注：以下、2017年9月時点の時給額

注：アルバイト経験のある全員が対象

アルバイトの主な目
的（複数回答可）

時給額（平日・日
中）
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2017年度 北海学園大学 学生アルバイトアンケート調査結果（2017年12月作成）

2部生1部生
1部生

学部別

2部生
人文学部法学部 人文学部 工学部 経済学部

単位：人，％

全体
所属の部別

経済学部 経営学部 法学部

214 100.0 150 100.0 64 100.0 78 100.0 21 100.0 35 100.0 9 100.0 7 100.0 29 100.0 12 100.0 21 100.0
1割に満たない 5 2.3 5 3.3 3 14.3 2 5.7
約1割 25 11.7 19 12.7 6 9.4 9 11.5 2 9.5 6 17.1 1 11.1 1 14.3 3 10.3 2 16.7 1 4.8
約2割 45 21.0 38 25.3 7 10.9 24 30.8 4 19.0 6 17.1 2 22.2 2 28.6 4 13.8 2 16.7 1 4.8
約3割 35 16.4 23 15.3 12 18.8 12 15.4 3 14.3 7 20.0 1 11.1 6 20.7 2 16.7 4 19.0
約4割 19 8.9 13 8.7 6 9.4 10 12.8 1 4.8 1 2.9 1 11.1 2 6.9 2 9.5
約5割 31 14.5 17 11.3 14 21.9 7 9.0 4 19.0 2 5.7 2 22.2 2 28.6 8 27.6 1 8.3 5 23.8
約6割 12 5.6 8 5.3 4 6.3 5 6.4 2 5.7 1 14.3 1 3.4 3 14.3
約7割 15 7.0 11 7.3 4 6.3 4 5.1 2 9.5 4 11.4 1 14.3 2 6.9 1 8.3 1 4.8
約8割 20 9.3 12 8.0 8 12.5 6 7.7 1 4.8 4 11.4 1 11.1 2 6.9 3 25.0 3 14.3
それ以上 7 3.3 4 2.7 3 4.7 1 1.3 1 4.8 1 2.9 1 11.1 1 3.4 1 8.3 1 4.8

（再掲）5割以上 39.7 34.7 51.6 29.5 38.1 37.1 44.4 57.1 48.3 50.0 61.9

427 100.0 331 100.0 96 100.0 171 100.0 42 100.0 77 100.0 29 100.0 12 100.0 43 100.0 24 100.0 26 100.0
ア．急な出勤要請で授業やゼミに出ら
れなかった

34 8.0 25 7.6 9 9.4 14 8.2 4 9.5 5 6.5 2 6.9 4 9.3 4 16.7 1 3.8

イ．定期試験前の休みがとれなかった 94 22.0 70 21.1 24 25.0 36 21.1 9 21.4 15 19.5 7 24.1 3 25.0 10 23.3 5 20.8 8 30.8
ウ．定期試験期間中も休みがとれな
かった

60 14.1 44 13.3 16 16.7 22 12.9 7 16.7 7 9.1 6 20.7 2 16.7 7 16.3 4 16.7 4 15.4

エ．勉強時間が確保できず単位を落と
した

49 11.5 33 10.0 16 16.7 21 12.3 4 9.5 7 9.1 1 8.3 9 20.9 4 16.7 3 11.5

オ．普段、予習・復習の学習時間を作
れない

47 11.0 38 11.5 9 9.4 23 13.5 1 2.4 10 13.0 3 10.3 1 8.3 4 9.3 1 4.2 4 15.4

カ．普段、希望通りの休みが取得しづ
らい

45 10.5 33 10.0 12 12.5 16 9.4 2 4.8 8 10.4 6 20.7 1 8.3 4 9.3 2 8.3 6 23.1

キ．受けたい授業の履修をあきらめた 22 5.2 19 5.7 3 3.1 10 5.8 2 4.8 5 6.5 2 6.9 2 8.3 1 3.8
ク．アルバイトが忙しく睡眠時間が十
分に取れない

80 18.7 63 19.0 17 17.7 31 18.1 9 21.4 15 19.5 6 20.7 2 16.7 8 18.6 3 12.5 6 23.1

ケ．サークルや部活などの課外活動に
支障が出た

59 13.8 42 12.7 17 17.7 26 15.2 2 4.8 8 10.4 3 10.3 3 25.0 9 20.9 2 8.3 5 19.2

コ．就職活動に支障が出た 3 0.7 3 0.9 1 0.6 1 1.3 1 3.4
サ．その他 8 1.9 5 1.5 3 3.1 1 2.4 1 1.3 3 10.3 2 8.3 1 3.8
シ．とくにない 192 45.0 152 45.9 40 41.7 74 43.3 22 52.4 38 49.4 11 37.9 7 58.3 19 44.2 10 41.7 9 34.6

484 100.0 382 100.0 102 100.0 201 100.0 46 100.0 93 100.0 29 100.0 13 100.0 44 100.0 30 100.0 26 100.0
大変ゆとりがある 58 12.0 47 12.3 11 10.8 28 13.9 5 10.9 11 11.8 3 10.3 8 18.2 3 10.0
ややゆとりがある 97 20.0 79 20.7 18 17.6 42 20.9 9 19.6 20 21.5 7 24.1 1 7.7 9 20.5 5 16.7 3 11.5
普通 245 50.6 196 51.3 49 48.0 101 50.2 23 50.0 47 50.5 17 58.6 8 61.5 17 38.6 17 56.7 14 53.8
やや苦しい 68 14.0 53 13.9 15 14.7 28 13.9 7 15.2 12 12.9 2 6.9 4 30.8 8 18.2 4 13.3 3 11.5
大変苦しい 16 3.3 7 1.8 9 8.8 2 1.0 2 4.3 3 3.2 2 4.5 1 3.3 6 23.1

（再掲）苦しい計 17.4 15.7 23.5 14.9 19.6 16.1 6.9 30.8 22.7 16.7 34.6

482 100.0 380 100.0 102 100.0 200 100.0 46 100.0 92 100.0 29 100.0 13 100.0 44 100.0 30 100.0 26 100.0
十分に可能である 203 42.1 178 46.8 25 24.5 88 44.0 26 56.5 44 47.8 14 48.3 6 46.2 15 34.1 7 23.3 2 7.7
修学は不自由になる 148 30.7 110 28.9 38 37.3 59 29.5 11 23.9 28 30.4 9 31.0 3 23.1 17 38.6 9 30.0 11 42.3
修学の継続は困難になる 131 27.2 92 24.2 39 38.2 53 26.5 9 19.6 20 21.7 6 20.7 4 30.8 12 27.3 14 46.7 13 50.0

アルバイト先でのト
ラブル・経験（複数
回答可）

※勤務・働き方にともな
う学業等へのマイナスの
影響を中心に質問

暮らしの状況

アルバイト収入や奨
学金がなかった場合
の修学の継続

注：上記設問でイ～オのいずれかに回答した者が対象

アルバイト収入のう
ち、生活費・学費・
教材費・書籍代・通
学費・就職活動費な
どに費やす割合
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2017年度 北海学園大学 学生アルバイトアンケート調査結果（2017年12月作成）

1部
2部

1年生
2年生
3年生
4年生

経済学部
経営学部
法学部
人文学部
工学部

男性
女性

実家・親元
実家・親元以外

5コマ以下
6～8コマ
9，10コマ
11,12コマ
13,14コマ
15,16コマ
17,18コマ
それ以上

すべて取得できた
9割程度
7，8割程度
5，6割程度
それ以下

2017年度前期の履修
コマ数

そのうちの単位取得
割合

所属の部

学年

所属学部

性別

住まい

270 100.0 116 100.0 67 100.0 37 100.0
270 100.0 116 100.0

67 100.0 37 100.0

178 100.0 110 100.0 92 100.0 25 100.0 38 100.0 39 100.0 270 100.0 116 100.0 67 100.0 37 100.0
6 3.4 4 3.6 1 1.1 1 2.6 3 7.7 8 3.0 3 2.6 3 4.5 1 2.7

85 47.8 55 50.0 45 48.9 14 56.0 24 63.2 16 41.0 134 49.6 54 46.6 33 49.3 23 62.2
70 39.3 35 31.8 34 37.0 8 32.0 13 34.2 16 41.0 94 34.8 47 40.5 26 38.8 11 29.7
17 9.6 16 14.5 12 13.0 3 12.0 4 10.3 34 12.6 12 10.3 5 7.5 2 5.4

178 100.0 110 100.0 92 100.0 25 100.0 38 100.0 39 100.0 270 100.0 116 100.0 67 100.0 37 100.0
88 49.4 59 53.6 53 57.6 15 60.0 17 44.7 12 30.8 144 53.3 60 51.7 30 44.8 14 37.8
26 14.6 11 10.0 9 9.8 1 4.0 1 2.6 27 10.0 20 17.2 2 3.0 1 2.7
44 24.7 28 25.5 20 21.7 7 28.0 9 23.7 14 35.9 72 26.7 22 19.0 20 29.9 10 27.0
14 7.9 9 8.2 6 6.5 2 8.0 11 28.9 13 33.3 19 7.0 10 8.6 15 22.4 12 32.4
6 3.4 3 2.7 4 4.3 8 3.0 4 3.4

177 100.0 108 100.0 92 100.0 25 100.0 37 100.0 39 100.0 268 100.0 116 100.0 66 100.0 37 100.0
117 66.1 71 65.7 45 48.9 21 84.0 28 75.7 30 76.9 172 64.2 64 55.2 52 78.8 29 78.4
60 33.9 37 34.3 47 51.1 4 16.0 9 24.3 9 23.1 96 35.8 52 44.8 14 21.2 8 21.6

176 100.0 109 100.0 92 100.0 25 100.0 38 100.0 39 100.0
123 69.9 88 80.7 53 57.6 18 72.0 24 63.2 24 61.5
53 30.1 21 19.3 39 42.4 7 28.0 14 36.8 15 38.5

177 100.0 109 100.0 91 100.0 24 100.0 37 100.0 39 100.0 267 100.0 116 100.0 65 100.0 37 100.0
8 4.5 3 2.8 5 5.5 3 12.5 1 2.7 3 7.7 15 5.6 1 0.9 5 7.7 2 5.4

11 6.2 7 6.4 3 3.3 1 2.7 4 10.3 15 5.6 7 6.0 3 4.6 2 5.4
11 6.2 13 11.9 4 4.4 6 16.2 5 12.8 21 7.9 9 7.8 10 15.4 2 5.4
79 44.6 37 33.9 36 39.6 15 62.5 23 62.2 16 41.0 111 41.6 46 39.7 35 53.8 19 51.4
39 22.0 32 29.4 24 26.4 2 8.3 2 5.4 6 15.4 66 24.7 29 25.0 5 7.7 5 13.5
16 9.0 10 9.2 13 14.3 1 4.2 1 2.7 2 5.1 21 7.9 17 14.7 2 3.1 2 5.4
5 2.8 2 1.8 3 3.3 1 4.2 1 2.7 6 2.2 3 2.6 3 8.1
8 4.5 5 4.6 3 3.3 2 8.3 2 5.4 3 7.7 12 4.5 4 3.4 5 7.7 2 5.4

177 100.0 110 100.0 91 100.0 25 100.0 38 100.0 39 100.0 268 100.0 116 100.0 67 100.0 37 100.0
70 39.5 32 29.1 31 34.1 9 36.0 6 15.8 13 33.3 93 34.7 41 35.3 22 32.8 6 16.2
57 32.2 38 34.5 36 39.6 6 24.0 15 39.5 12 30.8 89 33.2 43 37.1 22 32.8 13 35.1
34 19.2 26 23.6 15 16.5 5 20.0 13 34.2 7 17.9 54 20.1 24 20.7 14 20.9 11 29.7
10 5.6 12 10.9 6 6.6 4 10.5 7 17.9 23 8.6 5 4.3 6 9.0 5 13.5
6 3.4 2 1.8 3 3.3 5 20.0 9 3.4 3 2.6 3 4.5 2 5.4

実家・親元
1部生

アルバイト収入や奨学金がなかった場合の修学継続・学費捻出の困難度別

2部生
修学の継続は
困難になる

単位：人，％

1部生 2部生
実家・親元以

外
実家・親元実家・親元以

外

住まい別

十分に可能で
ある

修学は不自由
になる

修学の継続は
困難になる

十分に可能で
ある

修学は不自由
になる
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2017年度 北海学園大学 学生アルバイトアンケート調査結果（2017年12月作成）

全くしていない
30分程度
1時間程度
1時間超2時間未満
2時間程度
2時間超3時間未満
3時間以上

所属していない
所属している

3時間未満
3～5時間未満
5～10時間未満
10～15時間未満
15～20時間未満
20時間以上

利用していない
利用している

利用していない
3万円
5万4千円
6万4千円

利用していない
3万円
5万円
8万円
10万円
12万円

3万円
5～5.4万円
6～6.4万円
8～9.4万円
10万円以上

授業時間を除く週の
学習時間（予習・復
習時間）の合計

サークルや部活等の
所属状況

週の合計活動時間

学生支援機構の奨学
金の利用状況

第1種奨学金の利用
状況

第2種奨学金の利用
状況

第1種と第2種の利用
状況

注：以下、奨学金利用者が対象

実家・親元
1部生

アルバイト収入や奨学金がなかった場合の修学継続・学費捻出の困難度別

2部生
修学の継続は
困難になる

単位：人，％

1部生 2部生
実家・親元以

外
実家・親元実家・親元以

外

住まい別

十分に可能で
ある

修学は不自由
になる

修学の継続は
困難になる

十分に可能で
ある

修学は不自由
になる

178 100.0 110 100.0 90 100.0 25 100.0 38 100.0 39 100.0 268 100.0 116 100.0 67 100.0 37 100.0
70 39.3 39 35.5 38 42.2 10 40.0 10 26.3 20 51.3 114 42.5 39 33.6 29 43.3 11 29.7
34 19.1 17 15.5 15 16.7 4 16.0 9 23.7 5 12.8 42 15.7 25 21.6 12 17.9 7 18.9
40 22.5 21 19.1 12 13.3 6 24.0 9 23.7 10 25.6 50 18.7 22 19.0 14 20.9 12 32.4
15 8.4 11 10.0 6 6.7 2 8.0 6 15.8 23 8.6 9 7.8 5 7.5 3 8.1
7 3.9 11 10.0 12 13.3 2 5.3 1 2.6 19 7.1 11 9.5 2 3.0 1 2.7
5 2.8 3 2.7 4 4.4 1 4.0 1 2.6 2 5.1 7 2.6 6 5.2 3 4.5 1 2.7
7 3.9 8 7.3 3 3.3 2 8.0 1 2.6 1 2.6 13 4.9 4 3.4 2 3.0 2 5.4

178 100.0 110 100.0 90 100.0 25 100.0 38 100.0 39 100.0 268 100.0 116 100.0 67 100.0 37 100.0
78 43.8 45 40.9 35 38.9 12 48.0 12 31.6 19 48.7 122 45.5 40 34.5 27 40.3 16 43.2

100 56.2 65 59.1 55 61.1 13 52.0 26 68.4 20 51.3 146 54.5 76 65.5 40 59.7 21 56.8

100 100.0 65 100.0 54 100.0 13 100.0 25 100.0 20 100.0 144 100.0 76 100.0 39 100.0 21 100.0
37 37.0 26 40.0 20 37.0 2 15.4 8 32.0 5 25.0 48 33.3 35 46.1 11 28.2 4 19.0
17 17.0 7 10.8 6 11.1 1 7.7 6 24.0 4 20.0 20 13.9 12 15.8 5 12.8 6 28.6
21 21.0 10 15.4 6 11.1 3 23.1 2 8.0 4 20.0 26 18.1 11 14.5 9 23.1 1 4.8
13 13.0 6 9.2 5 9.3 1 7.7 4 16.0 3 15.0 16 11.1 7 9.2 4 10.3 4 19.0
8 8.0 12 18.5 11 20.4 3 23.1 2 8.0 2 10.0 23 16.0 8 10.5 6 15.4 1 4.8
4 4.0 4 6.2 6 11.1 3 23.1 3 12.0 2 10.0 11 7.6 3 3.9 4 10.3 5 23.8

178 100.0 108 100.0 90 100.0 25 100.0 37 100.0 39 100.0 267 100.0 115 100.0 66 100.0 37 100.0
148 83.1 50 46.3 12 13.3 23 92.0 15 40.5 12 30.8 153 57.3 60 52.2 37 56.1 13 35.1
30 16.9 58 53.7 78 86.7 2 8.0 22 59.5 27 69.2 114 42.7 55 47.8 29 43.9 24 64.9

29 100.0 57 100.0 73 100.0 2 100.0 22 100.0 27 100.0 108 100.0 53 100.0 29 100.0 24 100.0
14 48.3 24 42.1 29 39.7 2 100.0 13 59.1 16 59.3 47 43.5 23 43.4 20 69.0 12 50.0
5 17.2 15 26.3 6 8.2 3 13.6 21 19.4 5 9.4 3 10.3
9 31.0 14 24.6 19 26.0 4 18.2 4 14.8 33 30.6 8 15.1 5 17.2 3 12.5
1 3.4 4 7.0 19 26.0 2 9.1 7 25.9 7 6.5 17 32.1 1 3.4 9 37.5

29 100.0 57 100.0 73 100.0 2 100.0 22 100.0 27 100.0 108 100.0 53 100.0 29 100.0 24 100.0
14 48.3 29 50.9 34 46.6 8 36.4 10 37.0 51 47.2 25 47.2 7 24.1 12 50.0
1 3.4 7 12.3 6 8.2 2 9.1 2 7.4 11 10.2 4 7.5 4 13.8
8 27.6 14 24.6 14 19.2 1 50.0 8 36.4 7 25.9 22 20.4 15 28.3 9 31.0 8 33.3
4 13.8 4 7.0 7 9.6 1 50.0 4 18.2 5 18.5 12 11.1 3 5.7 7 24.1 3 12.5
2 6.9 2 3.5 11 15.1 11 10.2 4 7.5

1 1.8 1 1.4 3 11.1 1 0.9 2 3.8 2 6.9 1 4.2

29 100.0 57 100.0 73 100.0 2 100.0 22 100.0 27 100.0 108 100.0 53 100.0 29 100.0 24 100.0
4 13.8 19 33.3 6 8.2 5 22.7 2 7.4 24 22.2 6 11.3 7 24.1

17 58.6 25 43.9 27 37.0 1 50.0 10 45.5 11 40.7 49 45.4 20 37.7 12 41.4 11 45.8
2 6.9 3 5.3 14 19.2 2 9.1 6 22.2 6 5.6 13 24.5 9 37.5
4 13.8 6 10.5 9 12.3 1 50.0 4 18.2 5 18.5 13 12.0 6 11.3 7 24.1 3 12.5
2 6.9 4 7.0 17 23.3 1 4.5 3 11.1 16 14.8 8 15.1 3 10.3 1 4.2
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利用していない
利用している

北海学園奨学金
自治体の奨学金
その他の民間の奨学金
複数回答

ない
ある

現在、固定的なアルバイトをしている
現在、単発的なアルバイトをしている
現在、固定バイト＋単発バイト
現在はしていないが、大学入学以後
に、アルバイトの経験がある

大学入学以後にアルバイトの経験はな
い

小売店店員
飲食店店員
教育関係
コールセンター・テレアポ
肉体労働
キャンペーン・イベントスタッフ
その他

契約書などの書面
口頭での説明
とくに何もなかった
覚えていない

取得したことはないし、店・店長から
とくに説明を受けてもいない

店・店長から説明を受けたことはある
が、取得したことはない

実際に取得したことがある
複数回答

現在のアルバイト状
況

※紙幅の都合で兼業の有
無を尋ねていないことに
留意

支援機構以外の奨学
金利用（給付）状況

その種類

高校時代のアルバイ
ト経験の有無

大学入学後のアルバ
イト経験（複数回答
可）

労働条件や待遇の提
示方法

有給休暇の取得状況

実家・親元
1部生

アルバイト収入や奨学金がなかった場合の修学継続・学費捻出の困難度別

2部生
修学の継続は
困難になる

単位：人，％

1部生 2部生
実家・親元以

外
実家・親元実家・親元以

外

住まい別

十分に可能で
ある

修学は不自由
になる

修学の継続は
困難になる

十分に可能で
ある

修学は不自由
になる

174 100.0 101 100.0 87 100.0 25 100.0 37 100.0 38 100.0 257 100.0 112 100.0 65 100.0 37 100.0
171 98.3 95 94.1 80 92.0 25 100.0 33 89.2 35 92.1 251 97.7 100 89.3 62 95.4 33 89.2

3 1.7 6 5.9 7 8.0 4 10.8 3 7.9 6 2.3 12 10.7 3 4.6 4 10.8

3 100.0 6 100.0 6 100.0 4 100.0 3 100.0 7 100.0 6 100.0 11 100.0 3 100.0 4 100.0
3 100.0 1 16.7 2 33.3 1 25.0 2 66.7 3 42.9 3 50.0 4 36.4 2 66.7 1 25.0

2 33.3 3 50.0 2 50.0 2 28.6 1 16.7 5 45.5 2 50.0
3 50.0 1 16.7 1 33.3 1 14.3 2 33.3 2 18.2 1 25.0

1 25.0 1 14.3 1 33.3

178 100.0 110 100.0 92 100.0 25 100.0 38 100.0 39 100.0 270 100.0 116 100.0 67 100.0 37 100.0
149 83.7 83 75.5 57 62.0 17 68.0 28 73.7 20 51.3 210 77.8 83 71.6 45 67.2 21 56.8
29 16.3 27 24.5 35 38.0 8 32.0 10 26.3 19 48.7 60 22.2 33 28.4 22 32.8 16 43.2

178 100.0 110 100.0 92 100.0 25 100.0 38 100.0 39 100.0 270 100.0 116 100.0 67 100.0 37 100.0
116 65.2 82 74.5 70 76.1 19 76.0 33 86.8 32 82.1 200 74.1 74 63.8 56 83.6 30 81.1
13 7.3 6 5.5 2 2.2 2 8.0 2 5.3 4 10.3 13 4.8 8 6.9 5 7.5 3 8.1
2 1.1 1 0.9 3 3.3 2 0.7 4 3.4

32 18.0 12 10.9 14 15.2 3 12.0 3 7.9 3 7.7 34 12.6 24 20.7 6 9.0 3 8.1

15 8.4 9 8.2 3 3.3 1 4.0 21 7.8 6 5.2 1 2.7

162 100.0 101 100.0 89 100.0 24 100.0 38 100.0 39 100.0 249 100.0 109 100.0 67 100.0 36 100.0
66 40.7 39 38.6 29 32.6 15 62.5 18 47.4 22 56.4 109 43.8 29 26.6 42 62.7 15 41.7
73 45.1 56 55.4 58 65.2 12 50.0 20 52.6 17 43.6 123 49.4 69 63.3 32 47.8 18 50.0
16 9.9 12 11.9 11 12.4 2 5.3 27 10.8 12 11.0 1 1.5 1 2.8
16 9.9 14 13.9 14 15.7 7 29.2 1 2.6 4 10.3 33 13.3 13 11.9 8 11.9 4 11.1
26 16.0 18 17.8 14 15.7 13 54.2 5 13.2 10 25.6 44 17.7 14 12.8 20 29.9 9 25.0
18 11.1 20 19.8 14 15.7 5 20.8 4 10.5 3 7.7 29 11.6 22 20.2 9 13.4 3 8.3
18 11.1 10 9.9 13 14.6 3 12.5 6 15.8 6 15.4 30 12.0 12 11.0 6 9.0 9 25.0

163 100.0 101 100.0 89 100.0 24 100.0 37 100.0 39 100.0 249 100.0 110 100.0 67 100.0 35 100.0
105 64.4 70 69.3 63 70.8 20 83.3 30 81.1 30 76.9 173 69.5 70 63.6 54 80.6 28 80.0
37 22.7 21 20.8 18 20.2 4 16.7 5 13.5 4 10.3 48 19.3 27 24.5 7 10.4 6 17.1
5 3.1 3 3.0 1 1.1 3 7.7 6 2.4 4 3.6 3 4.5

16 9.8 7 6.9 7 7.9 2 5.4 2 5.1 22 8.8 9 8.2 3 4.5 1 2.9

163 100.0 101 100.0 89 100.0 23 100.0 38 100.0 39 100.0 249 100.0 110 100.0 67 100.0 35 100.0
124 76.1 79 78.2 68 76.4 16 69.6 22 57.9 25 64.1 185 74.3 91 82.7 41 61.2 24 68.6

20 12.3 11 10.9 12 13.5 5 21.7 9 23.7 9 23.1 37 14.9 6 5.5 17 25.4 6 17.1

19 11.7 10 9.9 9 10.1 2 8.7 7 18.4 5 12.8 27 10.8 12 10.9 9 13.4 5 14.3
1 1.0 1 0.9
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深夜時間帯を含まず
深夜時間帯を含む

9日以下
10～14日
15～19日
20～24日
25日以上

10時間未満
10～15時間未満
15～20時間未満
20～25時間未満
25～30時間未満
30時間以上

（再掲）15時間以上
20時間以上

2万円未満
2万円台
3万円台
4万円台
5万円台
6万円台
7万円台
8万円台
9万円台
10万円以上

（再掲）6万円以上
7万円以上
8万円以上

注：以下、2017年4月から7月までの勤務状況

1ヶ月の勤務日数

1週間の勤務時間数

1ヶ月の平均的なア
ルバイト収入（交通
費は除く）

勤務に深夜時間帯が
含まれるか

実家・親元
1部生

アルバイト収入や奨学金がなかった場合の修学継続・学費捻出の困難度別

2部生
修学の継続は
困難になる

単位：人，％

1部生 2部生
実家・親元以

外
実家・親元実家・親元以

外

住まい別

十分に可能で
ある

修学は不自由
になる

修学の継続は
困難になる

十分に可能で
ある

修学は不自由
になる

140 100.0 91 100.0 76 100.0 21 100.0 35 100.0 34 100.0 222 100.0 91 100.0 59 100.0 33 100.0
90 64.3 62 68.1 45 59.2 17 81.0 29 82.9 27 79.4 148 66.7 53 58.2 50 84.7 25 75.8
50 35.7 29 31.9 31 40.8 4 19.0 6 17.1 7 20.6 74 33.3 38 41.8 9 15.3 8 24.2

143 100.0 92 100.0 77 100.0 21 100.0 35 100.0 36 100.0 226 100.0 92 100.0 61 100.0 33 100.0
29 20.3 13 14.1 14 18.2 2 9.5 3 8.6 2 5.6 34 15.0 21 22.8 5 8.2 2 6.1
70 49.0 31 33.7 30 39.0 8 38.1 11 31.4 9 25.0 92 40.7 41 44.6 19 31.1 10 30.3
33 23.1 38 41.3 20 26.0 6 28.6 12 34.3 15 41.7 76 33.6 16 17.4 21 34.4 13 39.4
10 7.0 10 10.9 12 15.6 5 23.8 8 22.9 10 27.8 22 9.7 14 15.2 15 24.6 8 24.2
1 0.7 1 1.3 1 2.9 2 0.9 1 1.6

143 100.0 91 100.0 77 100.0 21 100.0 36 100.0 36 100.0 224 100.0 92 100.0 62 100.0 33 100.0
26 18.2 16 17.6 13 16.9 2 9.5 4 11.1 4 11.1 33 14.7 21 22.8 7 11.3 3 9.1
37 25.9 21 23.1 22 28.6 2 9.5 5 13.9 5 13.9 54 24.1 27 29.3 7 11.3 5 15.2
47 32.9 27 29.7 18 23.4 8 38.1 11 30.6 3 8.3 72 32.1 23 25.0 15 24.2 8 24.2
18 12.6 14 15.4 8 10.4 2 9.5 10 27.8 10 27.8 32 14.3 10 10.9 17 27.4 5 15.2
10 7.0 11 12.1 10 13.0 3 14.3 4 11.1 13 36.1 24 10.7 7 7.6 10 16.1 11 33.3
5 3.5 2 2.2 6 7.8 4 19.0 2 5.6 1 2.8 9 4.0 4 4.3 6 9.7 1 3.0

55.9 59.3 54.5 81.0 75.0 75.0 61.2 47.8 77.4 75.8
23.1 29.7 31.2 42.9 44.4 66.7 29.0 22.8 53.2 51.5

143 100.0 92 100.0 78 100.0 21 100.0 36 100.0 35 100.0 225 100.0 92 100.0 62 100.0 32 100.0
11 7.7 8 8.7 4 5.1 12 5.3 11 12.0
8 5.6 3 3.3 6 7.7 2 9.5 3 8.3 1 2.9 10 4.4 7 7.6 5 8.1 1 3.1

21 14.7 9 9.8 6 7.7 3 8.3 1 2.9 25 11.1 11 12.0 3 4.8 1 3.1
19 13.3 14 15.2 17 21.8 2 9.5 1 2.8 2 5.7 40 17.8 11 12.0 4 6.5 1 3.1
31 21.7 12 13.0 7 9.0 1 4.8 5 13.9 4 11.4 37 16.4 14 15.2 4 6.5 6 18.8
14 9.8 17 18.5 10 12.8 2 9.5 5 13.9 7 20.0 30 13.3 11 12.0 11 17.7 4 12.5
19 13.3 11 12.0 8 10.3 5 23.8 6 16.7 5 14.3 27 12.0 11 12.0 14 22.6 3 9.4
13 9.1 9 9.8 6 7.7 5 23.8 4 11.1 8 22.9 22 9.8 7 7.6 9 14.5 8 25.0
3 2.1 3 3.3 6 7.7 2 9.5 4 11.1 1 2.9 10 4.4 3 3.3 4 6.5 3 9.4
4 2.8 6 6.5 8 10.3 2 9.5 5 13.9 6 17.1 12 5.3 6 6.5 8 12.9 5 15.6

37.1 50.0 48.7 76.2 66.7 77.1 44.9 41.3 74.2 71.9
27.3 31.5 35.9 66.7 52.8 57.1 31.6 29.3 56.5 59.4
14.0 19.6 25.6 42.9 36.1 42.9 19.6 17.4 33.9 50.0
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増やした
変わらない
減らした

10時間未満
10～15時間未満
15～20時間未満
20～25時間未満
25～30時間未満
30時間以上

2万円未満
2万円台
3万円台
4万円台
5万円台
6万円台
7万円台
8万円台
9万円台
10万円以上

（再掲）6万円以上
7万円以上
8万円以上

普段と比べての夏休
みの勤務量

1ヶ月の平均的なア
ルバイト収入（交通
費は除く）（夏休
み）

注：以下、夏休みのバイトを「増やした」群の回答

1週間の勤務時間数
（夏休み）

実家・親元
1部生

アルバイト収入や奨学金がなかった場合の修学継続・学費捻出の困難度別

2部生
修学の継続は
困難になる

単位：人，％

1部生 2部生
実家・親元以

外
実家・親元実家・親元以

外

住まい別

十分に可能で
ある

修学は不自由
になる

修学の継続は
困難になる

十分に可能で
ある

修学は不自由
になる

139 100.0 93 100.0 78 100.0 21 100.0 35 100.0 36 100.0 222 100.0 92 100.0 61 100.0 33 100.0
56 40.3 41 44.1 35 44.9 7 33.3 13 37.1 9 25.0 106 47.7 30 32.6 25 41.0 6 18.2
65 46.8 45 48.4 32 41.0 12 57.1 15 42.9 19 52.8 97 43.7 45 48.9 29 47.5 17 51.5
18 12.9 7 7.5 11 14.1 2 9.5 7 20.0 8 22.2 19 8.6 17 18.5 7 11.5 10 30.3

56 100.0 41 100.0 34 100.0 7 100.0 13 100.0 9 100.0 105 100.0 30 100.0 25 100.0 6 100.0
5 8.9 2 4.9 1 2.9 6 5.7 2 6.7
4 7.1 5 12.2 4 11.8 1 14.3 1 7.7 10 9.5 3 10.0 1 4.0 1 16.7

11 19.6 9 22.0 9 26.5 3 42.9 1 7.7 21 20.0 9 30.0 4 16.0
11 19.6 10 24.4 6 17.6 2 28.6 4 30.8 1 11.1 23 21.9 5 16.7 7 28.0 1 16.7
14 25.0 6 14.6 4 11.8 5 38.5 4 44.4 21 20.0 4 13.3 7 28.0 3 50.0
11 19.6 9 22.0 10 29.4 1 14.3 2 15.4 4 44.4 24 22.9 7 23.3 6 24.0 1 16.7

56 100.0 41 100.0 34 100.0 7 100.0 13 100.0 9 100.0 124 100.0 46 100.0 31 100.0 15 100.0
2 3.6 2 4.9 6 4.8 12 26.1 1 3.2 1 6.7
2 3.6 7 5.6 2 4.3 2 13.3
4 7.1 2 5.9 6 4.8 3 6.5 1 3.2 3 20.0
3 5.4 2 4.9 4 11.8 1 7.7 9 7.3 4 8.7 2 6.5 2 13.3
3 5.4 6 14.6 3 8.8 1 14.3 10 8.1 3 6.5 1 3.2
9 16.1 11 26.8 6 17.6 1 14.3 1 7.7 20 16.1 9 19.6 2 6.5 1 6.7
6 10.7 6 14.6 2 5.9 2 15.4 1 11.1 14 11.3 3 6.5 3 9.7 2 13.3
9 16.1 2 5.9 1 14.3 3 23.1 2 22.2 13 10.5 8 25.8 1 6.7
6 10.7 3 7.3 5 14.7 2 28.6 3 23.1 12 9.7 2 4.3 4 12.9 1 6.7

12 21.4 11 26.8 10 29.4 2 28.6 3 23.1 6 66.7 27 21.8 8 17.4 9 29.0 2 13.3

75.0 75.6 73.5 85.7 92.3 100.0 69.4 47.8 83.9 46.7
58.9 48.8 55.9 71.4 84.6 100.0 53.2 28.3 77.4 40.0
48.2 34.1 50.0 71.4 69.2 88.9 41.9 21.7 67.7 26.7
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786円以下
787円～799円
800円
801円～849円
850円
851～899円
900円
901～999円
1000円以上

平均値　（単位：円）
中央値　（単位：円）
標準偏差（単位：円）

999円以下
1000円
1001～1050円
1051～1100円
1101～1199円
1200円以上

平均値　（単位：円）
中央値　（単位：円）
標準偏差（単位：円）

49円以下
50円
51円以上

ア．趣味娯楽、部活やサークルなど、
自由に使えるお金を得たい

イ．生活費を稼ぐ必要がある
ウ．学費や教材費・書籍代を稼ぐ必要
がある

エ．通学費を稼ぐ必要がある
オ．就職活動にかかる費用を稼ぐ必要
がある

カ．社会経験を積みたい
キ．その他

時給額（平日・深
夜）

土日と平日の時給額
の差（日中）

注：以下、2017年9月時点の時給額

注：アルバイト経験のある全員が対象

アルバイトの主な目
的（複数回答可）

時給額（平日・日
中）

実家・親元
1部生

アルバイト収入や奨学金がなかった場合の修学継続・学費捻出の困難度別

2部生
修学の継続は
困難になる

単位：人，％

1部生 2部生
実家・親元以

外
実家・親元実家・親元以

外

住まい別

十分に可能で
ある

修学は不自由
になる

修学の継続は
困難になる

十分に可能で
ある

修学は不自由
になる

116 100.0 85 100.0 66 100.0 19 100.0 31 100.0 32 100.0 195 100.0 76 100.0 54 100.0 30 100.0
13 11.2 5 5.9 2 3.0 2 10.5 2 6.5 3 9.4 15 7.7 5 6.6 4 7.4 3 10.0
4 3.4 5 5.9 1 1.5 3 9.7 1 3.1 9 4.6 1 1.3 3 5.6 1 3.3

13 11.2 15 17.6 7 10.6 4 21.1 3 9.7 5 15.6 26 13.3 9 11.8 6 11.1 6 20.0
24 20.7 20 23.5 13 19.7 4 21.1 10 32.3 9 28.1 46 23.6 13 17.1 18 33.3 6 20.0
18 15.5 8 9.4 7 10.6 2 10.5 4 12.9 5 15.6 22 11.3 11 14.5 6 11.1 5 16.7
11 9.5 5 5.9 8 12.1 1 5.3 3 9.7 1 3.1 13 6.7 11 14.5 4 7.4 2 6.7
12 10.3 9 10.6 6 9.1 1 5.3 1 3.2 4 12.5 21 10.8 6 7.9 3 5.6 3 10.0
7 6.0 5 5.9 11 16.7 3 9.7 3 9.4 13 6.7 11 14.5 4 7.4 2 6.7

14 12.1 13 15.3 11 16.7 5 26.3 2 6.5 1 3.1 30 15.4 9 11.8 6 11.1 2 6.7

885 908 946 884 847 844 900 927 859 846
850 830 865 840 830 825 850 850 830 820
160 215 319 114 59 57 188 299 80 63

41 100.0 34 100.0 30 100.0 4 100.0 4 100.0 8 100.0 74 100.0 33 100.0 9 100.0 7 100.0
3 7.3 3 8.8 2 6.7 1 25.0 2 25.0 7 9.5 2 6.1 2 22.2 1 14.3
9 22.0 9 26.5 4 13.3 2 50.0 1 25.0 3 37.5 18 24.3 5 15.2 1 11.1 5 71.4
8 19.5 11 32.4 2 6.7 1 25.0 1 12.5 17 23.0 4 12.1 2 22.2

10 24.4 3 8.8 5 16.7 1 25.0 1 25.0 11 14.9 7 21.2 2 22.2
9 22.0 4 11.8 13 43.3 1 25.0 1 12.5 15 20.3 11 33.3 1 11.1 1 14.3
2 4.9 4 11.8 4 13.3 1 12.5 6 8.1 4 12.1 1 11.1

1062 1056 1238 1049 1024 1069 1066 1198 1084 1011
1056 1017 1125 1031 1007 1000 1039 1100 1030 1000

63 80 719 63 52 183 82 690 167 53

4 100.0 4 100.0 10 100.0 4 100.0 1 100.0 5 100.0 14 100.0 4 100.0 4 100.0 1 100.0
1 25.0 2 50.0 2 20.0 2 50.0 1 100.0 3 60.0 4 28.6 1 25.0 2 50.0 1 100.0
3 75.0 5 50.0 8 57.1

2 50.0 3 30.0 2 50.0 2 40.0 2 14.3 3 75.0 2 50.0

162 100.0 100 100.0 89 100.0 24 100.0 38 100.0 39 100.0 242 100.0 108 100.0 67 100.0 35 100.0
146 90.1 91 91.0 71 79.8 19 79.2 28 73.7 27 69.2 220 90.9 87 80.6 54 80.6 21 60.0

17 10.5 21 21.0 28 31.5 7 29.2 12 31.6 19 48.7 27 11.2 39 36.1 13 19.4 25 71.4
13 8.0 19 19.0 26 29.2 1 4.2 12 31.6 19 48.7 44 18.2 14 13.0 22 32.8 10 28.6

19 11.7 24 24.0 20 22.5 2 8.3 7 18.4 12 30.8 56 23.1 7 6.5 19 28.4 3 8.6
13 8.0 9 9.0 16 18.0 2 8.3 3 7.9 2 5.1 28 11.6 10 9.3 5 7.5 2 5.7

67 41.4 30 30.0 32 36.0 10 41.7 20 52.6 9 23.1 88 36.4 42 38.9 25 37.3 15 42.9
7 4.3 4 4.0 6 6.7 1 4.2 1 2.6 2 5.1 11 4.5 6 5.6 3 4.5 1 2.9
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1割に満たない
約1割
約2割
約3割
約4割
約5割
約6割
約7割
約8割
それ以上

（再掲）5割以上

ア．急な出勤要請で授業やゼミに出ら
れなかった

イ．定期試験前の休みがとれなかった
ウ．定期試験期間中も休みがとれな
かった

エ．勉強時間が確保できず単位を落と
した

オ．普段、予習・復習の学習時間を作
れない

カ．普段、希望通りの休みが取得しづ
らい

キ．受けたい授業の履修をあきらめた
ク．アルバイトが忙しく睡眠時間が十
分に取れない

ケ．サークルや部活などの課外活動に
支障が出た

コ．就職活動に支障が出た
サ．その他
シ．とくにない

大変ゆとりがある
ややゆとりがある
普通
やや苦しい
大変苦しい

（再掲）苦しい計

十分に可能である
修学は不自由になる
修学の継続は困難になる

アルバイト先でのト
ラブル・経験（複数
回答可）

※勤務・働き方にともな
う学業等へのマイナスの
影響を中心に質問

暮らしの状況

アルバイト収入や奨
学金がなかった場合
の修学の継続

注：上記設問でイ～オのいずれかに回答した者が対象

アルバイト収入のう
ち、生活費・学費・
教材費・書籍代・通
学費・就職活動費な
どに費やす割合

実家・親元
1部生

アルバイト収入や奨学金がなかった場合の修学継続・学費捻出の困難度別

2部生
修学の継続は
困難になる

単位：人，％

1部生 2部生
実家・親元以

外
実家・親元実家・親元以

外

住まい別

十分に可能で
ある

修学は不自由
になる

修学の継続は
困難になる

十分に可能で
ある

修学は不自由
になる

48 100.0 49 100.0 53 100.0 10 100.0 24 100.0 29 100.0 101 100.0 49 100.0 39 100.0 25 100.0
1 2.1 2 4.1 2 3.8 5 5.0
9 18.8 5 10.2 5 9.4 2 20.0 3 12.5 1 3.4 16 15.8 3 6.1 6 15.4

11 22.9 14 28.6 13 24.5 2 20.0 3 12.5 2 6.9 28 27.7 10 20.4 6 15.4 1 4.0
9 18.8 6 12.2 8 15.1 2 20.0 6 25.0 4 13.8 14 13.9 9 18.4 7 17.9 5 20.0
5 10.4 4 8.2 4 7.5 4 16.7 1 3.4 9 8.9 4 8.2 6 15.4
5 10.4 6 12.2 6 11.3 2 20.0 4 16.7 8 27.6 12 11.9 5 10.2 8 20.5 6 24.0
2 4.2 3 6.1 3 5.7 2 8.3 2 6.9 4 4.0 4 8.2 4 16.0
3 6.3 4 8.2 4 7.5 2 8.3 2 6.9 4 4.0 7 14.3 2 5.1 2 8.0
2 4.2 4 8.2 6 11.3 2 20.0 6 20.7 7 6.9 5 10.2 3 7.7 5 20.0
1 2.1 1 2.0 2 3.8 3 10.3 2 2.0 2 4.1 1 2.6 2 8.0

27.1 36.7 39.6 40.0 33.3 72.4 28.7 46.9 35.9 76.0

155 100.0 96 100.0 78 100.0 24 100.0 34 100.0 37 100.0 227 100.0 101 100.0 63 100.0 33 100.0
6 3.9 8 8.3 11 14.1 4 16.7 2 5.9 3 8.1 16 7.0 8 7.9 5 7.9 4 12.1

25 16.1 25 26.0 20 25.6 3 12.5 11 32.4 10 27.0 48 21.1 21 20.8 15 23.8 9 27.3
20 12.9 12 12.5 12 15.4 4 16.7 5 14.7 7 18.9 29 12.8 15 14.9 9 14.3 7 21.2

15 9.7 11 11.5 7 9.0 3 12.5 7 20.6 6 16.2 24 10.6 9 8.9 12 19.0 4 12.1

16 10.3 11 11.5 11 14.1 2 8.3 4 11.8 3 8.1 22 9.7 15 14.9 6 9.5 3 9.1

17 11.0 8 8.3 8 10.3 2 8.3 6 17.6 4 10.8 22 9.7 10 9.9 7 11.1 5 15.2

8 5.2 9 9.4 2 2.6 1 2.9 2 5.4 16 7.0 3 3.0 3 4.8
27 17.4 21 21.9 15 19.2 4 16.7 7 20.6 6 16.2 45 19.8 18 17.8 13 20.6 4 12.1

22 14.2 10 10.4 10 12.8 3 12.5 8 23.5 6 16.2 32 14.1 9 8.9 11 17.5 6 18.2

1 0.6 1 1.0 1 1.3 2 0.9 1 1.0
3 1.9 2 2.1 2 5.9 1 2.7 5 2.2 3 4.8

74 47.7 41 42.7 35 44.9 14 58.3 9 26.5 16 43.2 99 43.6 52 51.5 25 39.7 15 45.5

178 100.0 110 100.0 92 100.0 25 100.0 38 100.0 39 100.0 265 100.0 114 100.0 66 100.0 36 100.0
30 16.9 11 10.0 6 6.5 5 20.0 4 10.5 2 5.1 38 14.3 9 7.9 9 13.6 2 5.6
49 27.5 14 12.7 16 17.4 7 28.0 5 13.2 6 15.4 54 20.4 25 21.9 12 18.2 6 16.7
84 47.2 62 56.4 48 52.2 10 40.0 24 63.2 15 38.5 134 50.6 59 51.8 30 45.5 19 52.8
14 7.9 22 20.0 17 18.5 2 8.0 5 13.2 8 20.5 36 13.6 17 14.9 9 13.6 6 16.7
1 0.6 1 0.9 5 5.4 1 4.0 8 20.5 3 1.1 4 3.5 6 9.1 3 8.3

8.4 20.9 23.9 12.0 13.2 41.0 14.7 18.4 22.7 25.0

264 100.0 113 100.0 66 100.0 36 100.0
123 46.6 53 46.9 18 27.3 7 19.4
88 33.3 21 18.6 24 36.4 14 38.9
53 20.1 39 34.5 24 36.4 15 41.7
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連絡先
℡011－841－1161（内2744）
masanori@econ.hokkai-s-u.ac.jp

川村雅則ゼミナール

編集後記

　例年のことですが、とりまとめ作業は今年も疲れました。『白書』づくりは今年度で
いよいよ最後にして、『白書のつくりかた』をまとめて、発行したいと思います。関心
を持った全国各地の学校関係者や学生たちの間で『白書』づくりが盛んになり、全国学
生アルバイト交流集会なるものが立ち上がる…そんなことを夢想します。
　まずはちょっと休みます。学生諸君もお疲れ様でした。

■参加学生■
　１部
　　（ゼミⅡ）志村宥哉・土谷雅俊・中村優太・山川貴大
　　（ゼミⅠ）�久保大輝・小林直喜・佐藤　亘・下廣桜子・鈴木瑠人・仙場達也・
　　　　　　 高橋怜奈・舘内静加・天水眞代・堂谷　航・中川知美
　２部
　　（ゼミⅠ）小川凌生・金丸大也・金谷由香・黒木真雄・後藤寛治・櫻井寛二・
　　　　　　 鈴木隆介・福井勇人

学生アルバイト白書
北海学園大学

201720172017201720172017201720172017201720172017201720172017201720172017201720172017201720172017201720172017201720172017201720172017201720172017201720172017201720172017201720172017201720172017201720172017201720172017201720172017
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